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郡



序

從

来

の

我

国

に

於

け

る

教

育

は

、

主

智

的

劃

一

主

義

に

流

れ

そ

こ

に

何

等

の

生

命

を

も

見

出

さ

れ

得

な

か

っ

た

。

殊

に

農

村

斈

校

の

教

育

等

は

、

都

市

教

育

に

禍

さ

れ

、

根

本

的

に

誤

謬

の

道

を

辿

り

、

農

村

獨

特

の

教

育

を

な

し

得

な

か

っ

た

処

に

大

疾

患

が

あ

る

。

□

□

時

代

は

思

想

的

に

経

濟

的

に

前

古

未

曾

有

の

難

局

に

遭

遇

し

、

教

育

の

地

方

化

、

実

際

化

を

叫

び

、

教

育

が

実

社

會

に

即

し

、

生

活

の

上

に

立

脚

す

べ

き

事

を

要

求

し

て

ゐ

る

。

今

日

の

労

作

教

育

も

郷

土

教

育

も

將

又

吾

等

が

提

唱

せ

ん

と

す

る

、

農

村

教

育

も

此

の

意

味

に

於

て

、

大

ひ

に

生

き

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。

然

ら

ば

其

の

教

育

の

地

方

化

、

実

際

化

は

如

何

に

し

て

行

は

る

べ

き

か

、

其

れ

は

郷

土

調

査

を

な

す

事

に

よ

り

、

其

の

地

方

に

於

け

る

教

育

の

基

礎

を

確

立

し

、

適

切

な

る

規

準

を

設

け

之

に

據

る

事

に

於

て

、

所

期

の

目

的

を

十

二

分

に

達

成

し

得

。

、

、

る

も

の

と

信

じ

て

疑

は

な

い

の

で

あ

る

故

に

我

校

に

於

て

は

早

く

よ

り

此

の

点

に

着

眼

し

遂

次

之

が

調

査

を

行

ひ

教

育

の

出

発

点

と

し

て

は

来

た

が

、

未

だ

徹

底

な

る

も

の

を

成

し

得

な

か

っ

た

。

そ

こ

で

本

年

春

、

是

非

之

が

完

成

を

計

り

度

き

念

願

か

ら

職

員

一

同

手

分

け

を

し

て

調

査

を

始

め

た

。

其

の

間

各

地

に

な

さ

れ

た

郷

土

調

査

が

余

り

に

煩

雑

に

流

れ

教

育

的

意

味

が

乏

し

く

利

用

に

不

便

を

感

ず

る

も

の

、

或

は

余

り

に

簡

に

す

ぎ

郷

土

調

査

と

し

て

の

價

値

を

失

へ

る

も

の

等

の

多

き

を

、

反

省

し

教

育

の

基

礎

た

る

こ

と

を

眼

目

と

し

て

、

要

領

よ

く

纏

め

る

こ

と

に

腐

心

し

、

漸

く

に

出

来

上

っ

た

の

で

あ

る

。

之

に

よ

り

て

我

が

校

に

於

け

る

教

育

の

方

途

は

明

か

と

な

り

、

そ

れ

が

や

が

て

此

の

地

の

村

是

の

確

立

と

も

な

る

の

で

あ

る

。

云

は

ゞ

此

の

郷

土

調

査

は

野

口

村

將

来

の

燈

明

台

で

も

あ

る

。

私

は

此

の

調

査

の

完

成

を

今

村

民

と

共

に

心

か

ら

喜

ぶ

と

同

時

に

、

其

の

面

倒

な

る

仕

事

を

果

さ

れ

た

職

員

各

位

に

深

く

敬

意

を

表

す

る

も

の

で

あ

る

。

殊

に

脱

稿

す

る

や

、

之

が

印

刷

に

当

た

り

藪

内

訓

導

が

其

能

筆

を

以

て

一

人

で

引

受

け

書

か

れ

た

事

に

対

し

満

腔

の

謝

意

を

表

せ

ず

に

居

ら

れ

な

い

の

で

あ

る

。

昭

和

七

年

秋

佐

竹

義

一

野

口

尋

常

高

等

小

斈

校

長
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自

然

的

方

面

第

一

篇

面

積

第

一

章

野

口

一

五

九

四

七

一

〇

，

六

八

平

方

米

熊

野

一

八

三

四

七

一

〇

，

六

七

平

方

米

岩

内

七

六

三

六

六

三

，

三

四

平

方

米

総

面

積

四

一

九

三

〇

八

四

，

六

九

平

方

米

地

勢

第

二

章

１

四

囲

の

境

界

第

一

図

参

照

東

笹

峠

を

す

ぎ

る

略

南

北

の

線

を

界

と

し

て

丹

生

村

に

接

す

東

北

日

高

川

を

隔

て

ゝ

矢

田

村

西

日

高

川

を

隔

て

ゝ

御

坊

町

南

講

山

の

峯

続

き

を

以

て

塩

屋

村

北

日

高

川

を

隔

て

ゝ

矢

田

村

又

は

藤

田

村

以

上

の

如

く

本

村

は

前

に

日

高

川

を

控

へ

、

後

に

は

眞

妻

山

脈

の

支

脈

を

お

ひ

他

村

と

全

く

孤

立

の

形

を

示

す

２

地

形

本

村

の

東

南

は

山

地

に

し

て

西

北

は

低

地

な

り

三

里

峯

、

清

冷

山

よ

り

発

し

た

る

眞

妻

山

脈

は

西

し

て

、

眞

妻

山

に

連

り

更

に

南

西

走

し

て

丹

生

・

切

目

川

・

稲

原

三

村

境

の

庄

谷

山

（

三

〇

〇

ｍ

）

と

な

り

、

二

分

し

て

一

は

本

村

の

東

南

隅

講

山

（

一

八

三

ｍ

）

と

な

る

。

更

に

別

れ

て

一

は

笹

峠

（

四

二

米

）

よ

り

連

な

り

て

千

曳

山

（

一

二

〇

ｍ

、

見

山

）

（

一

五

〇

，

三

米

）

の

絶

壁

と

な

り

、

見

山

は

略

本

村

の

中

央

に

聳

へ

、

北

は

絶

壁

に

よ

り

て

、

日

高

沖

積

平

野

に

面

し

、

南

は

緩

斜

を

以

て

熊

野

谷

に

向

ふ

。

末

は

西

し

て

岩

内

の

丘

陵

と

な

る

。

他

は

本

村

の

南

境

を

走

り

、

熊

野

谷

を

挟

み

て

見

山

に

対

し

遠

く

塩

屋

村

の

狼

煙

山

（

五

〇

ｍ

）

に

至

る

。

３

乾

濕

地

の

配

置
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低

地

は

前

述

の

如

く

、

北

・

西

に

多

く

随

っ

て

濕

地

も

主

と

し

て

北

・

西

に

存

す

。

而

れ

ど

も

野

口

平

野

は

主

と

し

て

、

砂

質

壌

土

な

れ

ば

多

く

乾

地

に

し

て

、

只

其

西

部

稍

濕

潤

な

り

。

岩

内

平

野

の

低

地

及

熊

野

谷

は

排

水

よ

ろ

し

か

ら

ざ

る

を

以

て

濕

地

多

く

他

は

田

は

多

く

一

毛

作

な

り

。

４

河

川

イ

護

摩

壇

山

に

源

を

発

し

た

る

日

高

川

は

護

摩

壇

・

城

ヶ

森

・

虎

ヶ

峯

の

三

山

脈

の

水

を

集

め

日

高

川

て

千

廻

曲

折

、

山

岳

重

畳

の

間

を

縫

ひ

て

、

略

東

北

東

よ

り

西

南

西

に

赱

り

奔

流

岩

を

か

み

つ

ゝ

漸

く

日

高

平

野

に

達

す

。

本

村

の

東

隅

は

即

ち

日

高

平

野

の

起

り

に

し

て

、

松

瀬

・

和

佐

を

過

ぎ

て

南

し

、

千

曳

山

の

断

壁

を

つ

け

る

水

は

漸

く

お

さ

ま

り

て

、

金

屋

の

淵

を

な

し

野

口

堰

よ

り

水

を

左

に

分

ち

、

更

に

下

り

て

六

郷

堰

よ

り

右

に

分

け

て

緩

流

、

本

村

の

北

境

を

通

り

、

更

に

方

向

を

西

南

に

轉

じ

て

本

村

・

御

坊

町

の

境

を

通

り

日

高

湾

に

注

ぐ

。

水

深

六

米

に

余

り

日

高

川

第

一

の

深

渕

な

り

と

○

金

屋

渕

大

字

野

口

字

三

年

垣

内

に

於

て

水

を

左

岸

に

入

れ

得

る

如

く

せ

る

堰

に

し

て

、

其

の

長

○

野

口

堰
さ

一

四

〇

米

、

幅

九

米

に

及

ぶ

（

運

河

に

就

て

は

後

に

述

ぶ

。

寛

永

九

年

普

請

と

文

書

に

あ

）

り

、

其

後

屡

の

洪

水

に

流

さ

れ

し

も

、

殊

に

明

治

二

十

二

年

八

月

の

大

洪

水

に

は

残

ら

ず

流

失

し

大

い

に

困

難

し

、

遂

に

他

村

の

地

主

よ

り

金

品

を

借

り

漸

く

復

旧

せ

り

と

云

ふ

。

こ

の

堰

年

々

の

維

持

費

と

し

て

反

当

二

円

を

要

す

と

。

矢

田

村

小

熊

即

ち

右

岸

に

分

水

せ

ん

と

し

て

六

郷

堰

あ

り

。

六

ヶ

郷

に

亘

る

広

大

な

る

○

六

郷

堰

灌

漑

地

を

持

つ

に

よ

り

こ

の

称

あ

り

と

云

ふ

。

野

口

村

・

塩

屋

村

・

御

坊

町

の

三

ヶ

村

に

ま

た

が

る

日

高

川

口

の

砂

洲

に

し

て

、

本

○

天

田

中

洲

村

領

の

み

に

て

も

畑

約

一

ヘ

ク

タ

ー

ル

に

及

ぶ

。

尚

本

村

の

北

部

に

於

て

は

日

高

川

の

水

次

第

に

南

に

よ

る

傾

向

あ

り

。

本

村

の

東

境

笹

峠

附

近

よ

り

源

を

発

し

て

西

流

し

、

岩

内

を

経

所

謂

「

こ

と

」

の

地

よ

り

次

ロ

熊

野

川

。

、

第

に

南

西

に

轉

じ

つ

ゝ

略

日

高

川

に

並

行

し

て

塩

屋

村

に

入

り

日

高

川

に

入

る

流

程

四

二

四

〇

米

水

深

下

流

に

於

て

〇

，

六

米

、

幅

員

五

，

五

米

堤

防

不

完

全

に

よ

り

屡

々

氾

濫

の

害

あ

り

。

野

口

堰

よ

り

発

し

た

る

水

は

西

流

し

て

、

野

口

平

野

の

中

央

を

流

れ

野

口

八

一

，

三

ヘ

ク

ハ

野

口

湯

河
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タ

ー

ル

の

田

を

灌

漑

す

。

こ

の

湯

川

出

来

ざ

り

し

以

前

は

、

野

口

に

は

水

田

稀

な

り

し

も

完

成

後

現

代

の

如

く

豊

か

な

る

土

地

と

な

り

た

り

。

幹

線

長

さ

二

，

九

キ

ロ

メ

ー

ト

ル

、

幅

員

四

．

一

ｍ

５

池

沼

大

字

野

口

は

湯

掛

り

及

井

掛

り

な

れ

ば

池

な

く

熊

野

・

岩

内

に

多

し

。

池

名

字

名

水

面

積

掛

反

別

一

六

一

六

五

．

三

㎡

二

三

町

後

谷

熊

野

一

九

八

三

．

五

一

楠

木

谷

〃

一

一

五

〇

四

．

一

一

〇

大

池

〃

八

二

四

一

．

三

五

．

五

柳

ヶ

谷

〃

四

九

七

．

九

〇

．

五

池

ヶ

谷

〃

五

〇

一

．

八

六

扇

谷

〃

七

三

四

九

．

八

一

六

東

山

岩

内

五

一

七

四

．

九

前

山

〃

此

の

外

ポ

ン

プ

掛

り

岩

内

八

町

野

口

十

一

町

後

谷

池

は

明

治

六

年

鈴

木

立

庵

其

の

他

、

熊

野

・

岩

内

の

区

民

発

起

と

な

り

、

岩

内

は

講

を

結

び

て

負

債

を

起

こ

し

、

熊

野

は

一

時

負

担

と

し

て

起

工

、

然

れ

ど

も

此

は

以

外

の

大

工

事

に

し

て

、

殊

に

水

路

に

至

り

て

は

ト

ン

ネ

ル

を

う

が

つ

な

ど

実

に

難

工

事

な

り

き

。

し

か

し

其

の

池

な

り

し

た

め

新

田

一

七

町

開

け

恩

恵

大

な

り

。

６

丘

陵

本

村

の

南

部

は

山

地

な

れ

ど

も

余

り

高

か

ら

ず

。

殊

に

西

南

の

地

は

殆

ど

丘

陵

と

言

得

べ

く

近

年

開

墾

せ

ら

れ

た

る

も

の

多

し

。

地

形

に

於

て

述

べ

た

る

如

く

、

見

山

を

成

形

せ

る

山

脈

の

西

端

は

岩

内

及

野

口

・

熊

野

の

西

部

に

於

て

丘

陵

を

な

し

洪

積

層

の

土

地

と

殆

ど

見

分

け

つ

か

ざ

る

如

き

有

様

な

り

。

こ

の

丘

陵

の

東

部

は

森

林

帯

に

し

て

松

林

多

く

西

部

及

北

部

は

開

墾

せ

ら

れ

て

畑

地

と

な

れ

る

も

の

多

し

。

７

堤

防

ａ

日

高

川

流

域

沿

革

記

録

と

し

て

は

な

け

れ

ど

も

古

老

の

言

に

よ

れ

ば

明

治

初

年

ま

で

小

さ

き

堤

防

あ

り

。

明
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治

二

十

二

年

八

月

大

洪

水

に

は

河

水

堤

防

を

し

あ

ま

つ

さ

へ

、

野

口

字

山

屋

即

ち

字

坂

口

の

堤

汜

防

潰

れ

て

大

損

害

を

蒙

れ

り

。

之

よ

り

財

政

上

の

回

復

を

ま

ち

て

徐

々

に

改

修

に

着

手

す

。

即

ち

潰

れ

た

る

場

所

は

直

ち

に

着

手

、

其

接

続

せ

る

上

野

口

附

近

堤

防

は

明

治

二

十

九

年

、

明

治

三

十

六

年

に

は

古

森

・

北

野

口

間

三

十

七

年

に

は

其

残

り

か

く

し

て

や

ゝ

完

全

な

る

堤

防

竣

成

し

現

在

に

到

れ

り

。

尚

此

の

間

危

険

な

る

こ

と

多

々

あ

り

。

降

雨

続

け

ば

村

民

戦

々

恟

々

た

り

。

現

在

の

野

口

堤

防

総

延

長

三

三

二

六

米

・

高

さ

二

．

四

米

。

岩

内

に

も

野

口

の

約

２

／

５

の

長

さ

を

有

す

る

堤

防

あ

り

。

ｂ

熊

野

川

堤

防

岩

内

附

近

に

て

昔

よ

り

屡

々

崩

壊

或

は

堤

頭

を

越

す

等

甚

だ

不

完

全

に

し

て

、

流

域

の

田

の

荒

さ

る

ゝ

事

多

く

、

附

近

の

田

又

排

水

よ

ろ

し

か

ら

ず

。

上

流

高

さ

二

．

七

五

米

下

流

一

．

〇

米

８

潮

汐

満

潮

な

る

時

本

村

の

西

境

天

田

河

原

の

一

部

ま

で

浸

す

こ

と

あ

り

。

気

象

第

三

章１

気

温

年

別

昭

和

六

年

昭

和

七

年

月

別

九

一

二

三

四

五

六

七

八

平

年

一

〇

一

一

一

二

六

年

平

均

五

年

平

均

平

均

温

度

24.6

17.4

13.6

9.7

7.2

5.6

8.1

12.9

18.1

22.2

27.1

27.5

16.2

16.7

10.4

平

均

最

高

28.9

22.2

18.6

13.7

12.2

9.2

12.6

17.9

22.6

26.1

30.7

31.2

20.6

20.5

20.6

最

高

32.0

26.8

22.3

20.3

17.1

15.5

19.3

22.6

26.6

31.2

35.7

33.8

37.2

36.0

平

均

最

低

20.3

12.6

8.6

5.7

2.1

2.0

3.6

7.9

13.6

18.3

23.4

23.7

11.7

12.7

12.1

最

低

14.4

6.4

4.8

-1.0

-4.0

-2.5

-2.0

1.0

8.9

13.1

17.1

21.5

-3.0

-1.0

２

濕

度
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年

別

昭

和

六

年

昭

和

七

年

月

別

九

一

二

三

四

五

六

七

八

平

年

一

〇

一

一

一

二

六

年

平

均

五

年

平

均

?
総

雨

量

?

338.0

225.7

84.3

135.5

18.7

36.8

68.6

132.8

22.5

115.5

215.0

203.4

1627.0

1595.7

1737.0

最

高

雨

量

115.0

51.2

37.1

42.2

14.6

11.0

18.0

26.3

93.1

114.7

101.0

26.8

115.0

159.0

降

雨

日

数

12.0

8.0

9.0

7.0

3.0

8.0

10.0

13.0

11.0

12.0

8.0

21.0

125.0

115.0

139.0

３

天

気

計

備

年

昭

和

六

年

昭

和

七

年

考

月

九

一

二

三

四

五

六

七

八

一

〇

一

一

一

二

晴

17

18

16

18

18

12

24

13

16

12

24

19

207

雨

10

6

6

3

2

7

3

10

6

8

6

8

75

曇

3

7

8

10

11

10

4

7

9

10

1

4

84

４

風

月

一

二

三

四

五

六

七

八

九

一

〇

一

一

一

二

風

向

北

北

北

南

東

南

東

南

南

南

北

北

北

北

風

向

は

各

部

落

に

よ

り

異

な

る

も

右

は

主

と

し

て

斈

校

附

近

に

よ

る

季

節

風

春

北

西

夏

南

東

秋

北

北

東

冬

北

西

日

高

郡

内

に

於

て

最

も

強

か

り

し

風

は

明

治

三

十

三

年

十

二

月

七

日

日

の

岬

に

於

る

四

〇

．

六

ｍ

な

り

。

５

初

霜

・

初

雪
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年

初

霜

初

雪

昭

和

六

年

十

二

月

二

日

十

二

月

十

三

日

昭

和

五

年

十

一

月

十

五

日

十

二

月

二

十

五

日

平

年

十

一

月

廿

六

・

七

日

十

二

月

十

五

日

頃

６

気

候

概

略

本

村

は

略

々

本

縣

沿

岸

地

方

の

気

候

の

中

に

加

へ

ら

る

べ

き

で

気

温

平

均

。

前

述

の

如

く

八

月

最

も

暑

16.4

く

し

て

二

月

最

も

寒

し

。

本

村

中

に

於

て

も

野

口

・

岩

内

は

北

風

強

く

從

っ

て

気

温

比

較

的

低

く

、

熊

野

は

見

山

山

脈

の

影

響

を

う

け

北

風

少

な

く

西

風

の

み

に

て

気

温

高

し

。

雨

量

は

又

全

国

平

均

一

五

〇

〇

ミ

リ

メ

ー

ト

ル

に

比

し

遙

か

に

高

く

殊

に

七

月

最

多

な

り

。

最

少

は

二

月

季

節

的

に

云

へ

ば

冬

雨

量

少

く

夏

多

し

。

降

雪

日

は

平

均

十

四

日

で

あ

る

。

最

も

多

き

は

二

月

な

り

。

災

異

第

四

章

主

と

し

て

近

世

し

か

も

本

村

に

傳

へ

ら

れ

記

録

さ

れ

て

ゐ

る

も

の

を

記

す

。

１

地

震

・

海

嘯

古

く

は

元

弘

年

間

よ

り

宝

永

年

間

ま

で

の

間

、

紀

州

に

は

数

回

の

地

震

・

海

嘯

あ

り

た

る

由

な

る

も

、

本

村

に

は

か

く

の

如

き

記

録

な

し

。

嘉

永

七

年

十

一

月

五

日

大

海

嘯

あ

り

。

岩

内

宮

の

前

に

多

く

の

舟

押

上

り

塩

屋

村

民

所

有

の

百

五

十

石

積

船

も

こ

ゝ

に

て

破

損

せ

り

と

云

ふ

。

２

暴

風

雨

ａ

明

治

二

十

一

年

暴

風

雨

八

月

三

十

日

大

風

雨

に

て

倒

れ

し

家

屋

百

戸

以

上

に

達

し

死

者

一

名

を

出

す

。

安

樂

寺

の

山

門

及

樓

門

倒

る

と

。

ｂ

明

治

二

十

二

年

洪

水

八

月

十

九

・

二

十

日

の

強

雨

は

や

が

て

大

洪

水

と

な

り

、

日

高

川

は

二

丈

五

尺

の

大

増

水

に

て

、

水

堤

防

を

越

し

日

高

平

野

二

千

町

歩

は

全

部

氾

水

の

下

と

な

り

石

河

原

と

な

る

。

本

村

に

て

水

は

太

子

坂

の

下

ま

で

来

り

。

対

岸

は

道

成

寺

石

段

六

段

ま

で

浸

水

す

。
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○

損

害

死

者

一

負

傷

者

一

四

牛

馬

損

失

一

建

物

流

失

破

損

せ

し

も

の

二

四

九

耕

地

流

失

一

町

三

反

埋

没

又

は

表

土

流

れ

し

も

の

一

二

六

町

三

反

船

舶

流

失

四

其

の

他

の

損

失

全

く

数

へ

る

に

い

と

ま

あ

ら

ず

。

旦

水

利

用

運

河

の

欠

損

は

復

旧

す

る

に

拾

年

余

を

要

し

た

り

。

○

日

高

郡

の

損

害

遭

難

町

村

三

家

屋

流

失

五

九

三

家

屋

崩

れ

し

も

の

一

五

三

浸

水

家

屋

一

九

一

三

死

者

二

二

九

名

傷

者

一

九

名

浸

水

耕

地

二

〇

四

〇

町

牛

馬

損

失

五

四

頭

堤

防

崩

れ

し

所

一

二

四

九

ヶ

所

ｃ

明

治

二

十

九

年

暴

風

雨

八

月

三

十

一

日

よ

り

九

月

十

一

日

ま

で

の

間

に

三

回

に

わ

た

り

暴

風

雨

あ

り

。

ｄ

明

治

三

十

六

年

洪

水

北

野

口

堤

防

危

か

り

し

も

他

村

の

堤

防

缺

壊

に

よ

り

其

厄

を

免

る

。

こ

の

時

西

河

原

堤

防

缺

潰

、

田

畑

約

十

六

町

流

失

ｅ

大

正

六

年

暴

風

雨

八

月

二

日

、

三

日

と

降

れ

る

雨

は

遂

に

三

日

夕

方

に

至

り

大

洪

水

と

な

る

。

日

高

川

増

水

一

丈

七

尺

、

浸

水

家

屋

四

十

戸

ｆ

大

正

十

年

水

害

七

月

十

四

日

増

水

一

丈

六

尺

。

藤

井

堤

防

欠

潰

に

よ

り

難

を

免

る

。

３

旱

魃

及

飢

饉
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慶

雲

三

年

七

月

紀

伊

に

飢

饉

あ

り

し

由

続

風

土

記

に

見

ゆ

。

其

後

文

久

年

間

ま

で

の

間

に

記

録

に

残

れ

る

も

の

の

み

に

し

て

も

三

十

を

数

ふ

。

本

村

に

於

て

も

故

老

の

言

い

傳

へ

し

も

の

と

し

て

残

れ

る

も

の

多

々

あ

り

。

而

し

て

旱

魃

あ

れ

ば

野

口

は

豊

年

に

し

て

熊

野

・

岩

内

は

凶

作

の

如

し

。

水

利

の

関

係

に

よ

る

べ

し

。

ａ

嘉

永

五

年

四

月

八

日

よ

り

八

月

十

六

日

ま

で

同

六

年

五

月

十

三

日

よ

り

八

月

十

三

日

ま

で

雨

降

ら

ず

。

熊

野

・

岩

内

水

涸

れ

凶

作

。

野

口

大

豊

作

な

り

。

日

高

川

雪

駄

を

以

て

渡

を

得

た

り

と

。

ｂ

明

治

十

六

年

夏

、

雨

降

ら

ざ

る

こ

と

六

十

五

日

。

日

高

川

の

水

大

い

に

減

じ

田

面

亀

甲

白

裂

を

生

ず

。

村

民

日

夜

水

引

に

奔

赱

し

毎

夜

火

を

山

上

に

焚

き

て

雨

を

乞

ふ

。

日

高

川

の

上

流

和

佐

・

入

野

・

松

瀬

・

玄

子

は

水

を

せ

き

、

水

車

に

よ

り

川

水

を

汲

上

げ

た

れ

ば

下

流

更

に

減

水

し

、

野

口

村

民

遂

に

九

月

六

日

水

論

を

起

し

、

九

月

十

日

男

児

残

ら

ず

鍬

等

を

持

ち

て

、

腰

辨

当

を

持

ち

て

川

さ

ら

へ

と

称

し

水

車

及

堰

を

。

。

。

切

り

流

す

然

れ

ど

も

直

ち

に

郡

吏

出

張

し

て

和

解

す

其

際

官

当

局

よ

り

救

済

金

に

よ

り

救

は

れ

た

り

ｃ

明

治

二

十

六

、

七

年

大

旱

魃

二

年

引

続

き

旱

魃

あ

り

。

大

字

熊

野

に

て

収

穫

三

分

若

し

く

は

五

分

を

減

じ

た

り

。

土

壤

第

五

章１

地

質

（

地

質

圖

参

照

）

岩

代

・

鹿

ヶ

瀬

間

に

あ

る

時

代

未

詳

の

中

世

層

は

本

村

に

於

て

主

と

し

て

山

地

部

、

即

ち

熊

野

及

野

口

・

岩

内

の

一

部

を

な

し

、

岩

内

の

中

世

層

の

背

後

の

山

と

日

高

川

の

間

に

は

洪

積

層

あ

り

。

而

し

て

日

高

川

に

臨

む

野

口

平

野

及

熊

野

川

の

下

流

の

平

野

は

殆

ど

沖

積

層

な

り

。

ａ

中

世

層

本

層

は

す

べ

て

水

成

岩

に

し

て

、

頁

岩

・

砂

岩

・

蛮

岩

・

角

岩

・

石

灰

岩

よ

り

成

れ

ど

も

、

主

と

し

て

頁

岩

・

砂

岩

の

互

層

た

り

。

而

し

て

本

層

は

印

南

原

等

の

炭

層

と

日

高

郡

北

部

の

白

亜

紀

層

の

直

下

に

整

合

す

る

事

等

よ

り

考

ふ

れ

ば

、

白

亜

紀

以

前

恐

ら

く

は

珠

羅

紀

層

上

部

の

も

の

と

認

定

し

得

、

走

向

は

北

六

十

度

乃

至

七

十

度

、

東

傾

斜

五

十

度

乃

至

五

十

五

度

西

北

な

り

。

さ

て

累

層

中

の

頁

岩

は

灰

色

又

は

黒

色

に

し

て

時

々

砂

質

を

帯

び

往

々

薄

き

板

状

節

理

を

有

す

。

然

れ

ど

も

稜

塊

に

分

離

し

又

は

不

規

則

の

薄

片
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に

剥

る

も

の

多

し

。

殊

に

砂

岩

と

縞

状

交

層

を

成

す

時

は

剥

性

な

る

を

常

と

す

。

風

化

し

て

褐

色

稀

に

煮

赤

色

を

呈

す

。

砂

岩

は

帯

青

灰

色

中

粒

質

の

も

の

大

部

を

占

め

、

累

層

の

上

部

に

位

し

て

居

る

。

而

し

て

此

の

砂

岩

は

米

粒

大

の

黒

色

頁

岩

を

散

布

す

。

此

の

岩

石

を

採

取

し

本

村

に

て

石

材

と

し

て

使

用

し

つ

ゝ

あ

り

。

ｂ

第

四

紀

新

層

イ

洪

積

層

本

層

を

な

す

岩

石

は

礫

層

を

主

と

し

て

、

砂

層

之

に

ま

じ

り

露

出

褐

色

な

り

。

此

層

の

露

出

は

岩

内

に

於

て

見

ら

れ

、

中

世

紀

山

岳

の

末

端

に

小

丘

陵

を

な

し

下

沖

積

層

に

臨

み

多

く

は

礫

層

を

な

す

。

し

か

も

そ

の

粒

大

に

し

て

鷄

卵

大

な

り

。

ロ

沖

積

層

本

層

は

洪

積

期

以

後

殆

ど

地

変

な

く

、

今

日

の

河

海

の

沈

積

せ

し

跡

に

し

て

、

現

時

尚

其

作

用

を

連

續

し

つ

ゝ

あ

る

を

以

て

、

地

質

は

柔

軟

の

泥

土

或

は

礫

層

よ

り

成

り

層

位

水

平

な

り

。

熊

野

川

に

沿

ひ

た

る

熊

野

の

一

部

、

岩

内

の

一

部

及

野

口

平

野

は

す

べ

て

之

に

属

す

。

２

土

性

本

村

は

前

述

の

如

く

沖

積

層

、

洪

積

層

及

び

中

世

紀

層

に

分

れ

た

る

に

よ

り

、

其

土

性

も

又

大

体

三

つ

に

分

れ

る

如

く

考

へ

ら

る

。

ａ

中

世

紀

層･
･
･
･
･
･
･
･

熊

野

礫

質

壤

土

に

し

て

深

さ

五

〇

㎝

よ

り

三

〇

㎝

な

り

。

其

下

壤

土

な

り

。

ｂ

第

四

紀

新

層･
･
･
･
･
･

野

口

上

よ

り

五

〇

㎝

よ

り

九

〇

㎝

ま

で

壤

土

に

し

て

其

下

は

礫

質

壤

土

・

砂

質

壤

土

・

礫

質

砂

土

に

し

て

其

下

は

砂

、

礫

で

あ

る

。

側

断

面

礫

質

砂

土

砂

壤

砂

質

壤

土

土

礫

礫

質

壤

土

ｃ

第

四

紀

新

層･
･
･
･
･
･

岩

内

の

一

部
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土

は

壤

土

或

は

礫

質

壤

土

に

し

て

壤

土

は

～

㎝

・

礫

質

壤

土

～

㎝

に

達

し

、

其

の

間

に

埴

土

或

40

80

50

300

は

礫

質

埴

土

あ

り

。

其

下

は

礫

な

り

。

側

断

面

壤

土

礫

質

壤

土

礫

壤

土

埴

土

礫

質

埴

土

ｄ

第

四

紀

新

層･
･
･
･
･
･

日

高

川

に

沿

ひ

た

る

所

上

は

壤

質

砂

土

或

は

細

砂

土

に

し

て

壤

質

砂

土

は

上

よ

り

～

㎝

、

細

砂

土

は

㎝

、

其

下

は

礫

質

砂

80

140

300

土

な

り

。

側

断

面

細

泥

土

壤

質

砂

土

礫

質

砂

土

森

林

第

六

章１

位

置

地

形

か

ら

見

て

東

南

部

は

山

地

な

れ

ば

随

っ

て

森

林

も

亦

其

部

分

に

多

く

、

殊

に

南

部

最

も

著

し

。

山

脈

別

に

云

へ

ば

、

見

山

山

脈

の

西

部

及

北

西

講

山

山

脈

の

北

面

に

松

林

多

く

、

見

山

山

脈

の

南

面

及

東

部

に

は

雑

木

林

多

し

。

竹

林

は

見

山

山

脈

の

北

麓

及

日

高

川

沿

岸

に

あ

り

。

２

種

類

及

面

積

針

葉

樹

林

一

〇

九

一

，

九

三

反

針

濶

混

淆

林

一

九

〇

，

五

一

九

反

無

立

木

地

四

五

五

，

四

二

反
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計

一

七

三

七

，

八

六

反

３

所

有

者

別

村

有

林

三

一

〇

反

五

一

九

社

有

林

三

八

反

三

〇

五

寺

有

林

一

一

二

，

六

二

五

私

有

林

一

二

七

一

，

四

一

一

備

考

部

落

有

林

は

村

有

林

に

含

む

。

植

物

第

七

章
植

物

目

録

１

合

辨

花

類

菊

科

1

ご

ま

な

・

い

な

か

ぎ

く

・

お

に

た

び

ら

こ

・

あ

き

の

の

げ

し

・

ひ

め

ぢ

し

ば

り

・

か

ん

ら

ん

・

ぢ

し

ば

り

・

ち

し

ゃ

・

に

が

な

・

や

く

し

さ

う

・

は

る

の

げ

し

・

た

ん

ぽ

ゝ

・

こ

お

ぞ

り

な

・

や

ぶ

た

び

ら

こ

・

か

う

や

ぼ

う

き

・

き

つ

ね

あ

ざ

み

・

ご

ぼ

う

・

お

け

ら

・

き

ん

せ

ん

か

・

つ

は

ぶ

き

・

の

ぼ

ろ

ぎ

く

・

ふ

き

・

よ

も

ぎ

・

か

は

ら

に

ん

じ

ん

・

ほ

そ

ば

に

ん

じ

ん

・

を

と

こ

よ

も

ぎ

・

と

き

ん

さ

う

・

き

く

・

し

ゅ

ん

ぎ

く

・

ぢ

ょ

ろ

う

ぎ

く

・

り

ゅ

の

う

ぎ

く

・

の

こ

ぎ

り

さ

う

・

せ

ん

じ

ゅ

ぎ

く

・

は

る

し

ゃ

ぎ

く

・

せ

ん

だ

ん

ぐ

さ

・

た

う

こ

ぎ

・

き

く

い

も

・

ひ

ま

わ

り

・

た

か

さ

ぶ

ら

う

・

め

な

も

み

・

百

日

草

・

が

ん

く

び

さ

う

・

ひ

め

の

が

ん

く

び

さ

う

・

や

ぶ

た

ば

こ

・

か

せ

ん

そ

う

・

お

ぐ

る

ま

・

む

ぎ

わ

ら

ぎ

く

・

ち

ゝ

こ

ぐ

さ

・

は

ゝ

こ

ぐ

さ

・

か

は

ら

は

ゝ

こ

・

ひ

め

む

か

し

よ

も

ぎ

・

こ

ん

ぎ

く

・

し

ら

や

ま

ぎ

く

・

し

お

ん

・

ひ

め

し

お

ん

・

え

ぞ

ぎ

く

・

よ

め

な

・

ふ

ぢ

ば

か

ま

・

ぬ

ま

だ

い

こ

ん

・

や

ま

あ

ざ

み

・

の

あ

ざ

み

葫

蘆

科

2

あ

ま

ち

ゃ

づ

る

・

と

う

な

す

・

か

ら

す

う

り

・

ひ

ょ

う

た

ん

・

ゆ

う

が

ほ

・

と

う

ぐ

わ

・

き

う

り

・

ま

く

わ

う

り

・

し

ろ

う

り

・

す

い

く

か

・

へ

ち

ま

・

つ

る

れ

い

し

・

す

ゞ

め

う

り

桔

梗

科

3

き

き

ょ

う

・

つ

る

に

ん

じ

ん

・

ほ

た

る

ぶ

く

ろ

敗

醤

科

4

お

み

な

へ

し

・

お

と

こ

へ

し

忍

冬

科

5

た

に

う

つ

ぎ

・

う

る

こ

ん

う

つ

ぎ

・

に

し

き

う

つ

ぎ

・

は

こ

ね

う

つ

ぎ

・

に

は

と

こ

・

う

ぐ

ひ

す

か

ぐ

ら

・

ひ

や

う

た

ん

ぼ

く

・

が

．
．
．
．

ま

ず

み

・

す

ひ

か

づ

ら

・

さ

ん

ご

じ

ゅ

・

や

ぶ

で

ま

り

・

こ

ば

の

が

ま

ず

み

・

そ

く

づ
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茜

草

科

6

あ

か

ね

・

か

は

ら

ま

つ

ば

・

や

へ

む

ぐ

ら

・

あ

り

ど

ほ

し

・

つ

る

あ

り

ど

ほ

し

・

は

く

ち

ょ

う

げ

・

や

い

と

ば

な

・

し

ち

ょ

う

げ

・

く

ち

な

し

・

ふ

た

ば

む

ぐ

ら

車

前

科

7

お

ほ

ば

こ

爵

牀

科

8

き

つ

ね

の

ま

ご

・

は

ぐ

ろ

さ

う

・

お

ぎ

の

つ

め

狸

藻

科

9

た

ぬ

き

も

・

ひ

め

た

ぬ

き

も

・

み

ゝ

か

き

ぐ

さ

苦

苣

苔

科

10

グ

ロ

キ

シ

ニ

ア

・

い

は

た

ば

こ

列

當

科

11

な

ん

ば

ん

ぎ

せ

る

胡

麻

科

12

ご

ま

紫

蔵

科

13

そ

け

い

の

う

ぜ

ん

・

の

う

ぜ

ん

か

づ

ら

・

き

さ

ゝ

げ

（

梓

）

玄

参

科

14

く

ち

な

し

ぐ

さ

・

ひ

き

よ

も

ぎ

・

こ

ゞ

め

ぐ

さ

・

こ

し

ほ

が

ま

・

お

ほ

い

ぬ

ふ

ぐ

り

・

た

ち

い

ぬ

ふ

ぐ

り

・

か

は

ぢ

し

ゃ

・

は

た

け

く

は

が

た

・

あ

ぜ

と

う

が

ら

し

・

あ

ぜ

な

・

う

り

く

さ

・

き

く

も

・

あ

ぶ

の

め

・

さ

ぎ

ご

け

・

と

き

は

ゝ

は

ぜ

・

き

り

・

は

な

ち

ょ

う

じ

・

ぢ

き

た

り

す

茄

科

15

つ

く

ば

ね

あ

さ

が

ほ

・

た

ば

こ

・

ち

ょ

う

せ

ん

あ

さ

が

ほ

・

と

ま

と

・

い

ぬ

ほ

ゝ

づ

き

・

ぢ

ゃ

が

た

ら

い

も

・

な

す

び

・

ひ

よ

ど

り

ぢ

ょ

う

ご

・

く

こ

・

ふ

ゆ

さ

ん

ご

・

め

じ

ろ

ほ

ゝ

づ

き

・

る

り

や

な

ぎ

・

と

う

が

ら

し

・

ほ

う

づ

き

・

は

だ

か

ほ

ゝ

づ

き

・

せ

ん

な

り

ほ

ゝ

づ

き

・

い

が

ほ

う

づ

き

・

は

し

り

ど

こ

ろ

唇

形

科

16

あ

き

ち

ょ

う

じ

・

ひ

き

お

こ

し

・

な

ぎ

な

た

こ

う

じ

ゅ

・

い

ぬ

こ

う

じ

ゅ

・

え

ご

ま

・

し

そ

・

は

く

か

・

ひ

め

は

つ

か

・

く

る

ま

ば

な

・

た

う

ば

な

・

あ

き

の

た

む

ら

さ

う

・

さ

る

び

や

・

な

つ

の

た

む

ら

さ

う

・

い

ぬ

ご

ま

。

め

は

じ

き

・

ほ

と

け

の

ざ

・

や

ま

じ

わ

う

・

お

ど

り

こ

さ

う

・

じ

ゃ

こ

う

さ

う

・

た

つ

な

み

さ

う

・

き

ら

ん

さ

う

・

じ

ゅ

う

に

ひ

と

へ

馬

鞭

草

科

17

く

さ

ぎ

・

は

ま

ご

う

・

む

ら

さ

き

し

き

ぶ

・

や

ぶ

む

ら

さ

き

・

く

ま

つ

ゞ

ら

・

び

じ

ょ

ざ

く

ら

紫

草

科

18

た

び

ら

こ

・

ち

し

ゃ

の

き
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花

葱

科

19

く

さ

き

や

う

ち

く

さ

う

葹

花

科

20

あ

ま

だ

ま

し

・

ね

な

し

か

ず

ら

・

ひ

る

が

ほ

・

こ

ひ

る

が

ほ

・

あ

さ

が

ほ

・

さ

つ

ま

い

も

・

る

こ

う

さ

う

蘿

摩

科

21

い

よ

か

づ

ら

・

が

が

い

も

・

す

ず

ざ

い

こ

夾

竹

桃

科

22

け

ふ

ち

く

た

う

・

て

い

か

づ

ら

・

日

々

草

龍

膽

科

23

あ

さ

ざ

・

が

が

ぶ

た

・

あ

け

ぼ

の

さ

う

・

せ

ん

ぷ

り

・

と

う

や

く

り

ん

だ

う

・

り

ん

ど

う

・

つ

る

り

ん

ど

う

木

犀

科

24

い

ぼ

た

の

き

・

た

ま

つ

ば

き

・

ひ

ゝ

ら

ぎ

・

も

く

せ

い

・

こ

ば

の

と

ね

り

こ

安

息

香

科

25

え

ご

の

き

灰

木

科

26

か

ん

ざ

ぶ

ろ

う

の

き

・

く

ろ

ば

い

・

は

い

の

き

・

み

ゝ

ず

ば

い

柿

樹

科

27

か

き

・

し

な

の

が

き

櫻

草

科

28

こ

な

す

び

・

と

ら

の

を

・

ぬ

ま

と

ら

の

を

紫

金

牛

科

29

い

づ

せ

ん

り

や

う

・

ま

ん

り

ょ

う

・

や

ぶ

こ

う

じ

ゅ

・

た

い

み

ん

た

ち

ば

な

・

も

く

た

ち

ば

な

鹿

蹄

草

科

30

ぎ

ん

り

ょ

う

そ

う

２

離

辨

花

類

山

茱

萸

花

1

あ

を

き

・

さ

ん

し

ゅ

ゆ

・

な

き

い

か

だ

繖

形

科

2

に

ん

じ

ん

・

の

だ

け

・

は

ま

ぼ

う

ふ

う

・

せ

り

・

せ

ん

と

う

さ

う

・

み

つ

ば

・

ど

く

ぜ

り

・

み

し

ま

さ

い

ご

・

や

ぶ

じ

ら

み

・

や

ぶ

に

ん

じ

ん

・

ち

ど

め

ぐ

さ

五

加

科

3

う

ど

・

た

ら

の

き

・

は

り

ぎ

り

・

う

こ

ぎ

・

き

づ

た

・

か

く

れ

み

の

・

や

つ

で

蟻

塔

科

4
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ふ

さ

も

・

あ

り

の

と

う

ぐ

さ

葉

菜

科

栁

5

み

ず

た

ま

さ

う

・

ま

つ

よ

ひ

ぐ

さ

・

つ

き

み

さ

う

・

あ

か

ば

な

・

ひ

し

・

た

ご

ぼ

う

柘

榴

科

6

ざ

く

ろ

千

屈

菜

科

7

さ

る

す

べ

り

・

み

そ

は

ぎ

・

み

づ

ま

つ

ば

胡

頽

科

8

あ

き

ぐ

み

・

な

つ

ぐ

み

・

な

は

し

ろ

ぐ

み

・

つ

る

ぐ

み

瑞

香

科

9

み

つ

ま

た

・

ぢ

ん

ち

ょ

う

げ

・

が

ん

び

・

こ

が

ん

び

仙

人

掌

科

10

さ

ぼ

て

ん

・

か

ぶ

と

・

か

に

さ

ぼ

て

ん

・

ひ

も

さ

ぼ

て

ん

秋

海

掌

科

11

ベ

ゴ

ニ

ア

椅

科

12

く

す

ど

い

げ

菫

菜

科

13

こ

す

み

れ

・

す

み

れ

・

た

ち

す

み

れ

・

た

ち

つ

ぼ

す

み

れ

・

つ

ぼ

す

み

れ

て

い

科

栁

14

さ

つ

き

・

ぎ

ょ

り

ゅ

う

金

絲

桃

科

15

栁

栁

お

と

ぎ

り

さ

う

・

き

ん

し

ば

い

ひ

め

お

と

ぎ

り

さ

う

・

び

ゃ

う

や

な

ぎ

・

山

茶

科

16

さ

か

き

・

ひ

さ

か

き

・

も

く

こ

く

・

ち

ゃ

・

つ

ば

き

・

さ

ざ

ん

か

梧

桐

科

17

あ

を

ぎ

り

綿

葵

科

18

わ

た

・

と

ろ

ゝ

あ

ふ

ひ

・

ふ

よ

う

・

む

く

げ

・

も

み

じ

あ

ふ

ひ

・

ぜ

に

あ

ふ

ひ

・

た

ち

あ

ふ

ひ

田

麻

科

19

ぼ

だ

い

じ

ゅ

葡

萄

科

20

の

ぶ

ど

う

・

び

ん

ぼ

う

か

ず

ら

・

つ

た

・

え

び

づ

る

・

ぶ

ど

う
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鼠

李

科

21

い

そ

の

き

・

く

ま

や

な

ぎ

・

な

つ

め

鳳

仙

花

科

22

ほ

う

せ

ん

く

わ

無

患

子

科

23

む

く

ろ

じ

楓

樹

科

24

か

へ

で

・

ち

り

め

ん

も

み

じ

省

治

油

科

25

ご

ん

ず

い

衛

矛

科

26

つ

る

う

め

も

ど

き

・

に

し

き

ぎ

・

ま

さ

き

・

つ

る

ま

さ

き

・

ま

ゆ

み

冬

青

科

27

い

ぬ

つ

げ

・

そ

よ

ご

漆

樹

科

28

ぬ

る

で

・

つ

た

う

る

し

・

う

る

し

・

は

ぜ

の

き

・

や

ま

う

る

し

・

や

ま

は

ぜ

黄

楊

科

29

つ

げ

・

ひ

め

つ

げ

水

馬

齒

科

30

み

づ

は

こ

べ

大

戟

科

31

た

か

と

う

だ

い

・

と

う

だ

い

ぐ

さ

・

な

つ

と

う

だ

い

・

に

し

き

さ

う

・

ほ

る

と

さ

う

・

の

う

る

し

・

な

ん

き

ん

は

ぜ

・

た

う

ご

ま

・

え

の

き

ぐ

さ

・

あ

か

め

が

し

わ

・

ゆ

づ

り

は

・

ひ

め

ゆ

づ

り

は

・

か

ん

こ

の

き

・

こ

み

か

ん

さ

う

・

ひ

め

み

か

ん

さ

う

遠

志

科

32

ひ

め

は

ぎ

棟

科

33

ち

ゃ

ん

ち

ん

・

せ

ん

だ

ん

芸

香

科

34

か

ら

た

ち

・

き

ん

か

ん

・

み

か

ん

・

く

ね

ん

ぼ

・

だ

い

だ

い

・

た

ち

ば

な

・

ゆ

づ

・

ま

つ

か

ぜ

さ

う

・

こ

く

さ

ぎ

・

い

ぬ

ざ

ん

し

ょ

う

・

さ

ん

し

ょ

う

・

ふ

ゆ

さ

ん

し

ょ

う

金

蓮

花

科

35

の

う

ぜ

ん

は

れ

ん

酢

奬

科

36
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か

た

ば

み

・

む

ら

さ

き

か

た

ば

み

□

牛

児

科

？

37

て

ん

じ

く

あ

ふ

ひ

・

も

ん

て

ん

じ

く

あ

ふ

ひ

・

ふ

う

ろ

さ

う

・

げ

ん

の

し

ゃ

う

こ

薔

薇

科

38

あ

ん

ず

・

う

め

・

す

も

ゝ

・

よ

し

の

ざ

く

ら

・

や

ま

ざ

く

ら

・

に

は

う

め

・

櫻

桃

・

も

ゝ

・

ゆ

す

ら

う

め

・

せ

い

よ

う

ば

ら

・

の

い

ば

ら

・

は

ま

な

す

・

わ

れ

も

こ

う

・

き

ん

み

づ

ひ

き

・

あ

か

し

も

つ

け

・

き

じ

む

し

ろ

・

み

つ

ば

つ

ち

ぐ

り

・

を

へ

び

い

ち

ご

・

へ

び

い

ち

ご

・

か

じ

い

ち

ご

・

き

い

ち

ご

・

ふ

ゆ

い

ち

ご

・

や

ま

ぶ

き

・

か

ま

つ

か

・

か

な

め

も

ち

・

び

は

・

せ

い

よ

う

な

し

・

り

ん

ご

・

か

ま

つ

か

・

か

な

め

も

み

じ

・

ぼ

け

・

こ

で

ま

り

・

こ

ゞ

め

ば

な

・

し

じ

み

ば

な

・

し

も

つ

け

・

し

ろ

ば

な

し

も

つ

け

・

は

ざ

．
．
．
．
．
．

き

し

も

つ

け

荳

科

39

ふ

じ

ま

め

・

さ

ゝ

げ

・

あ

づ

き

・

い

ん

げ

ん

豆

・

た

ん

き

り

豆

・

な

た

ま

め

・

く

ず

・

ほ

ど

・

だ

い

づ

・

つ

る

ま

め

・

や

ぶ

ま

め

・

え

ん

ど

う

・

か

す

ま

ぐ

さ

・

す

ゞ

め

の

え

ん

ど

う

・

や

は

づ

え

ん

ど

う

・

つ

る

な

し

え

ん

ど

う

・

そ

ら

ま

め

・

い

ぬ

は

ぎ

・

き

は

ぎ

・

ね

こ

は

ぎ

・

は

ぎ

・

ま

き

え

は

ぎ

・

め

と

は

ぎ

・

や

は

づ

さ

う

・

み

そ

な

ほ

し

・

し

ば

は

ぎ

・

ぬ

す

び

と

は

ぎ

・

と

き

は

や

ぶ

は

ぎ

・

な

ん

き

ん

ま

め

・

く

さ

ね

む

・

れ

ん

げ

・

は

り

え

ん

じ

ゅ

・

ふ

じ

・

な

つ

ふ

ぢ

・

こ

ま

つ

ふ

ぢ

・

に

は

ふ

ぢ

・

み

や

こ

ぐ

さ

・

あ

か

つ

め

ぐ

さ

・

し

ろ

つ

め

ぐ

さ

・

し

な

が

は

は

ぎ

・

う

ま

こ

や

し

・

え

に

し

だ

・

た

ぬ

き

ま

め

・

い

ぬ

え

ん

じ

ゅ

・

く

ら

ら

・

じ

ゃ

け

つ

い

ば

ら

・

か

わ

ら

け

つ

め

い

・

は

ぶ

さ

う

・

は

ふ

ず

ほ

う

・

ね

む

り

ぐ

さ

・

ね

む

の

木

篠

縣

木

科

40

プ

ラ

タ

ナ

ス

金

縷

梅

科

41

い

す

の

き

海

桐

花

科

42

と

べ

ら

の

き

虎

耳

草

科

43

あ

じ

さ

い

・

あ

ま

ち

ゃ

の

き

・

う

つ

ぎ

・

う

ら

じ

ろ

う

つ

ぎ

・

づ

だ

や

く

し

ゅ

・

ゆ

き

の

し

た

景

天

科

44

き

り

ん

さ

う

・

べ

ん

け

い

さ

う

・

み

せ

ば

や

・

つ

め

れ

ん

げ

・

こ

も

ち

ま

ん

ね

ん

ぐ

さ

・

ま

ん

ね

ん

ぐ

さ

・

を

の

ま

ん

ね

ん

ぐ

さ

茅

膏

菜

科

45

い

し

も

ち

さ

う

・

も

う

せ

ん

ご

け

・

こ

も

う

せ

ん

ご

け

十

字

花

科

46

は

た

ざ

ほ

・

い

ぬ

な

づ

な

・

ひ

め

な

づ

な

・

な

づ

な

・

た

ね

つ

け

ば

な

・

い

ぬ

が

ら

し

・

お

ら

ん

だ

み

づ

た

が

ら

し

・

だ

い

こ

ん

・

あ

ぶ

ら

な

・

か

ら

し

な

・

は

な

や

さ

い

・

き

ゃ

べ

つ

・

わ

さ

び

・

ま

め

ぐ

ん

ば

い

な

づ

な

罌

粟

科

47

む

ら

さ

き

け

ま

ん

・

け

し

・

ひ

な

げ

し

・

ち

や

ん

ぱ

ぎ

く

・

は

な

び

し

さ

う
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樟

科

48

げ

っ

け

い

じ

ゅ

・

あ

を

も

じ

・

く

ろ

も

じ

・

だ

ん

こ

う

ば

い

・

や

ま

こ

う

ば

し

・

た

ぶ

の

き

・

く

す

の

き

・

に

っ

け

い

・

や

ぶ

に

っ

け

い

木

蘭

科

49

し

き

び

・

さ

ね

か

づ

ら

・

お

が

た

の

き

・

こ

ぶ

し

・

は

く

も

く

れ

ん

・

し

も

く

れ

ん

防

己

科

50

は

す

の

は

か

づ

ら

・

あ

を

つ

ゞ

ら

ふ

じ

小

檗

科

51

ひ

ゝ

ら

ぎ

な

ん

て

ん

・

な

ん

て

ん

木

通

科

52

あ

け

び

・

み

つ

ば

あ

け

び

・

む

べ

毛

莨

科

53

ふ

く

じ

ゅ

さ

う

・

あ

き

か

ら

ま

つ

・

か

ら

ま

つ

さ

う

・

も

か

ら

ま

つ

・

き

つ

ね

の

ぼ

た

ん

・

き

ん

ぽ

う

げ

・

た

が

ら

し

・

せ

ん

に

ん

？

さ

う

・

ぼ

た

ん

づ

る

・

む

ら

さ

き

お

だ

ま

き

・

ひ

め

う

づ

・

し

ゃ

く

や

く

・

ぼ

た

ん

金

魚

藻

科

54

き

ん

ぎ

も

睡

蓮

科

55

ひ

つ

じ

ぐ

さ

・

じ

ゅ

ん

さ

い

・

は

す

石

竹

科

56

お

ほ

や

ま

ふ

す

ま

・

つ

め

く

さ

・

み

ゝ

な

ぐ

さ

・

う

し

は

こ

べ

・

の

み

の

ふ

す

ま

・

は

こ

べ

・

あ

め

り

か

な

で

し

こ

・

を

ら

ん

だ

な

で

し

こ

・

か

わ

ら

な

で

し

こ

・

な

ん

ば

ん

は

こ

べ

・

す

い

せ

ん

の

う

・

せ

ん

の

う

・

ひ

ろ

は

の

ま

ん

て

ま

・

ふ

し

ぐ

ろ

馬

歯

筧

科

57

す

べ

り

び

ゆ

・

ま

つ

ば

ぼ

た

ん

蕃

杏

科

58

ま

つ

ば

ぎ

く

・

つ

る

な

・

ざ

く

ろ

さ

う

紫

茉

莉

科

59

い

か

だ

か

づ

ら

・

お

し

ろ

い

ば

な

筧

科

60

せ

ん

に

ち

さ

う

・

ゐ

の

こ

づ

ち

・

い

ぬ

び

ゆ

・

ひ

ゆ

・

は

り

ぴ

ゆ

・

け

い

と

う

・

の

げ

い

と

う

黍

科

61

は

ゝ

き

ゞ

・

ほ

う

れ

ん

さ

う

・

あ

か

ざ

・

か

わ

ら

あ

か

ざ

・

た

う

じ

し

ゃ

蓼

科

62

そ

ば

・

あ

い

・

ま

ゝ

こ

の

し

り

ぬ

ぐ

い

・

い

た

ど

り

・

い

ぬ

た

で

・

お

ほ

い

ぬ

た

で

・

さ

く

ら

た

で

・

さ

な

へ

た

で

・

な

が

ば

の

う
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な

き

つ

か

み

・

に

は

や

な

ぎ

・

ほ

そ

ば

た

で

・

み

ぞ

そ

ば

・

み

づ

ひ

き

・

や

な

ぎ

た

で

・

ぎ

し

ぎ

し

・

す

か

ん

ぽ

馬

兜

鈴

科

63

う

ま

の

す

ぐ

く

さ

槲

寄

生

科

64

ま

つ

ぐ

み

檀

香

科

65

か

な

び

き

さ

う

蕁

麻

科

66

あ

か

そ

・

こ

あ

か

そ

・

か

ら

む

し

・

や

ぶ

ま

お

桑

科

67

あ

さ

・

あ

こ

う

・

い

ち

ゞ

く

・

い

ぬ

び

は

・

い

た

び

か

づ

ら

・

か

う

ぞ

・

か

じ

の

き

・

く

わ

・

く

わ

く

さ

楡

科

68

む

く

の

き

・

け

や

き

・

え

の

き

・

あ

き

に

れ

殻

斗

科

69

あ

か

が

し

・

し

ら

が

し

（

？

・

あ

ら

か

し

・

う

ま

め

が

し

・

な

ら

が

し

わ

・

く

ぬ

ぎ

・

く

り

・

こ

な

ら

・

し

い

の

き

・

つ

ぶ

ら

し

）

ひ

・

ま

て

ば

し

ひ

樺

木

科

70

お

ぼ

ば

や

し

や

ぶ

し

・

は

ん

の

き

・

ひ

め

や

し

や

ぶ

し

楊

梅

科

71

や

ま

も

ゝ

楊

栁

科

栁

72

き

ぬ

や

な

ぎ

・

し

だ

れ

や

な

ぎ

・

し

ば

や

な

ぎ

・

ね

こ

や

な

ぎ

・

こ

り

や

な

ぎ

胡

椒

科

73

ふ

う

と

う

か

づ

ら

白

草

科

74

ど

く

だ

み

・

か

た

し

ろ

ぐ

さ

金

粟

蘭

科

75

せ

ん

り

や

う

３

單

子

植

物

蘭

科

1

ふ

う

ら

ん

・

き

ん

り

や

う

へ

ん

・

ほ

く

ろ

・

せ

き

こ

く

・

え

び

ね

・

し

ら

ん

・

ね

じ

ば

な

・

き

ん

ら

ん

・

ぎ

ん

ら

ん

曇

華

科

2

だ

ん

ど

く
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襄

荷

科

3

し

ょ

う

が

・

め

ょ

う

が

芭

蕉

科

4

ば

せ

う

鳶

尾

科

5

た

う

し

ょ

う

ぶ

・

ひ

め

と

う

し

ょ

う

ぶ

・

ひ

あ

な

ぎ

・

あ

や

め

・

い

ち

は

つ

・

か

き

つ

ば

た

・

は

な

し

ょ

う

ぶ

・

し

ゃ

う

が

（

鳶

尾

科

ア

ラ

ズ

・

し

ゃ

が

・

ひ

め

し

ゃ

が

・

さ

ふ

ら

ん

）

薯

蕷

科

6

お

に

ど

こ

ろ

・

う

ち

は

ど

こ

ろ

・

ひ

め

ど

こ

ろ

・

も

み

ぢ

ど

こ

ろ

・

や

ま

の

い

も

赫

蒜

科

赫

（

石

）

7

き

つ

ね

の

か

み

そ

り

・

ま

ん

じ

ゅ

さ

げ

・

な

つ

ず

い

せ

ん

・

き

ず

い

せ

ん

・

水

仙

・

は

ま

お

も

と

・

た

ま

す

だ

れ

百

合

科

8

さ

る

と

り

い

ば

ら

・

し

を

で

・

じ

ゃ

の

ひ

げ

・

や

ぶ

ら

ん

・

ば

ら

ん

・

お

も

と

・

な

ぎ

い

か

だ

・

お

ら

ん

だ

ぎ

じ

か

く

し

・

く

さ

す

ぎ

か

づ

ら

・

い

と

ら

ん

・

つ

る

ば

・

う

ば

ゆ

り

・

お

に

ゆ

り

・

か

の

こ

ゆ

り

・

さ

ゝ

ゆ

り

・

た

め

と

も

ゆ

り

・

ひ

め

ゆ

り

・

や

ま

ゆ

り

・

に

ら

・

た

ま

ね

ぎ

・

ね

ぎ

・

の

び

る

・

ら

っ

き

ょ

・

ぎ

ぼ

う

し

・

み

ず

ぎ

ぼ

う

し

・

た

う

ぎ

ぼ

う

し

・

お

り

ず

る

ら

ん

・

は

な

す

げ

・

の

ぎ

ら

ん

燈

心

草

科

9

す

ゞ

め

の

ひ

げ

・

い

ぬ

ゐ

・

こ

う

が

い

せ

き

し

ょ

う

・

ひ

め

こ

う

が

い

せ

き

し

ょ

う

・

ゐ

？

？

？

雨

久

花

科

10

ほ

て

い

さ

う

・

さ

ゝ

な

ぎ

・

み

づ

あ

ふ

ひ

鴨

跖

草

科

11

い

ぼ

く

さ

・

つ

ゆ

く

さ

・

む

ら

さ

き

つ

ゆ

く

さ

穀

精

草

科

12

い

ぬ

の

ひ

げ

・

ほ

し

く

さ

浮

萍

科

13

あ

を

う

き

く

さ

・

う

き

く

さ

南

天

星

科

14

か

ら

す

び

し

ゃ

く

・

さ

と

い

も

・

を

ら

ん

だ

か

ゆ

う

・

し

ょ

う

ぶ

・

せ

き

し

ょ

う

棕

櫚

科

15

か

ん

の

ん

ち

く

・

し

ゅ

う

ろ

ち

く

・

し

ゅ

う

ろ

莎

草

科

16

い

と

す

げ

・

う

ま

す

げ

・

を

に

す

げ

・

か

さ

す

げ

・

か

ん

す

げ

・

じ

ゅ

づ

す

げ

・

は

り

が

ね

す

げ

・

ひ

か

げ

す

ぎ

・

ま

つ

ば

す

げ

・

い

が

く

さ

・

ひ

で

り

こ

・

や

ま

ゐ

・

は

た

が

や

・

く

ろ

ぐ

わ

い

・

し

か

く

い

・

し

ろ

が

や

・

あ

ぶ

ら

が

や

・

ひ

め

ほ

た

る

ゐ

・

ほ

た
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る

ゐ

・

ふ

と

い

・

ひ

め

く

ゞ

・

は

ま

す

げ

・

か

は

ら

す

が

な

・

か

や

つ

り

ぐ

さ

・

く

ゞ

か

や

つ

り

ぐ

さ

禾

本

科

17

ま

だ

け

・

た

い

さ

ん

ち

く

・

ほ

う

ら

い

ち

く

・

ほ

う

を

う

ち

く

・

し

ま

さ

ゝ

・

は

ち

く

・

ご

さ

ん

ち

く

・

も

う

さ

う

・

か

ん

ち

く

・

や

ま

だ

け

・

の

だ

け

・

お

ほ

む

ぎ

・

は

だ

か

む

ぎ

・

こ

む

ぎ

・

か

も

じ

ぐ

さ

・

ご

ば

ん

さ

う

・

す

ゞ

め

の

ち

ゃ

ひ

き

・

ひ

め

こ

ば

ん

さ

う

・

た

つ

の

ひ

げ

・

み

の

ぼ

う

・

か

ぜ

く

さ

・

い

と

す

ゞ

め

が

や

・

に

は

ほ

こ

り

・

よ

し

・

だ

ん

ち

く

・

あ

ぜ

が

や

・

み

の

ご

め

。

ち

か

ら

ぐ

さ

・

ぎ

ょ

う

ぎ

し

ば

・

か

ら

す

む

ぎ

・

か

に

つ

り

ぐ

さ

・

ひ

な

さ

ゝ

・

ぬ

か

ぼ

・

ひ

え

が

へ

り

・

す

ゞ

め

の

て

っ

ぽ

う

・

い

ね

・

ま

こ

も

・

ち

か

ら

し

ば

・

あ

は

・

え

の

こ

ろ

ぐ

さ

・

お

ほ

あ

わ

・

ち

ゞ

み

ざ

さ

・

き

び

・

ひ

え

・

み

ず

び

え

・

め

ひ

し

ば

・

ち

ご

さ

ゝ

・

な

る

こ

び

え

・

し

ば

・

す

ゞ

め

の

ひ

え

・

め

が

る

か

や

・

こ

ぶ

な

ぐ

さ

・

う

し

の

し

つ

ぺ

い

・

こ

め

か

や

・

い

た

ち

が

や

・

か

り

ま

た

か

や

・

す

ゝ

き

・

か

り

や

す

・

さ

と

う

き

び

・

ち

が

や

・

じ

ゅ

づ

だ

ま

・

た

う

も

ろ

こ

し

水

鼈

科

18

と

ち

か

ゞ

み

・

み

づ

お

ほ

ば

こ

・

す

ぶ

た

・

や

な

ぎ

す

ぶ

た

・

く

ろ

も

澤

瀉

科

19

お

も

だ

か

・

く

わ

ゐ

・

さ

ぢ

お

も

だ

か

・

へ

ら

お

も

だ

か

眠

子

菜

科

20

え

び

も

・

ひ

る

む

し

ろ

香

蒲

科

21

が

ま

４

裸

子

植

物

松

科

杦

1

ね

ず

・

び

ゃ

く

し

ん

・

さ

は

ら

・

す

い

り

ゅ

う

ひ

ば

・

も

み

・

ひ

の

き

・

ひ

む

ろ

・

こ

の

て

が

し

わ

・

す

ぎ

・

こ

う

や

ま

き

・

つ

が

・

こ

め

つ

が

・

あ

か

ま

つ

・

く

ろ

ま

つ

・

ご

や

う

ま

つ

・

て

う

せ

ん

ま

つ

一

位

科

2

い

ぬ

か

や

・

て

う

せ

ん

が

や

・

な

ぎ

・

ま

き

公

孫

樹

3

い

て

ふ

蘇

鉄

科

4

そ

て

つ

５

羊

歯

植

物

松

葉

蘭

科

1

ま

つ

ば

ら

ん

巻

柏

科

2

い

は

ひ

ば

・

か

た

ひ

ば

・

く

ら

ま

ご

け

石

松

科

3
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た

う

げ

し

ば

・

ひ

か

げ

の

か

ず

ら

・

み

づ

す

ぎ

木

□

科

？

4

す

ぎ

な

・

と

く

さ

・

い

ぬ

と

く

さ

瓶

爾

小

草

科

5

は

な

や

す

り

・

ふ

ゆ

の

は

な

わ

ら

び

微

科

6

ぜ

ん

ま

い

海

金

砂

科

7

か

に

く

さ

裏

白

科

8

う

ら

じ

ろ

・

こ

し

だ

水

蕨

科

9

み

づ

わ

ら

び

水

龍

骨

科

10

ひ

と

つ

ば

・

の

き

し

の

ぶ

・

ひ

め

の

き

し

の

ぶ

・

み

つ

で

う

ら

ぼ

し

・

ま

め

づ

た

・

わ

ら

び

・

ゐ

の

も

と

さ

う

・

お

ほ

ば

の

ゐ

の

も

と

さ

う

・

い

は

が

ね

ぜ

ん

ま

い

・

し

ゝ

が

し

ら

・

お

ほ

た

に

わ

た

り

・

し

け

し

だ

・

へ

ら

し

だ

・

や

ぶ

そ

て

つ

・

み

ぞ

し

だ

苔

葱

科

11

こ

う

や

の

こ

け

し

の

ぶ

昆

虫

第

八

章
昆

虫

目

録

１

鱗

翅

目

Ａ

蝶

亞

目

鳳

蝶

科

1

ア

ゲ

ハ

・

キ

ア

ゲ

ハ

・

ク

ロ

ア

ゲ

ハ

・

カ

ラ

ス

ア

ゲ

ハ

・

テ

ナ

ガ

ア

ゲ

ハ

・

ジ

ャ

コ

ウ

ア

ゲ

ハ

・

モ

ン

キ

ア

ゲ

ハ

・

ア

ヲ

ス

ジ

ア

ゲ

ハ
粉

蝶

科

2

モ

ン

シ

ロ

テ

フ

・

ス

ヂ

ク

ロ

テ

フ

・

モ

ン

キ

テ

フ

・

キ

テ

フ

斑

蝶

科

3

ア

サ

ギ

マ

ザ

ラ

□

蝶

科

キ

ョ

ウ

4

キ

タ

テ

ハ

・

ル

リ

タ

テ

ハ

・

ヒ

オ

ド

シ

テ

フ

・

ア

カ

タ

テ

ハ

・

ヒ

メ

タ

テ

ハ

サ

カ

ハ

チ

テ

フ

・

ス

ミ

ナ

ガ

シ

・

ゴ

マ

ダ

ラ

テ

フ

・

コ

ム

ラ

サ

キ

・

コ

ミ

ス

ヂ

・

イ

チ

モ

ン

ヂ

テ

フ

・

ヘ

ウ

モ

ン

テ

フ

・

ウ

ラ

ギ

ン

ヒ

ョ

モ

ン

・

メ

ス

グ

ロ

ヒ

ョ

ウ

モ

ン

・

ミ

ド

リ

ヘ

ウ

モ
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ン

・

ツ

マ

グ

ロ

ヘ

ウ

モ

ン

・

ク

モ

ガ

タ

ヘ

ウ

モ

ン

・

ギ

ン

ボ

シ

ヘ

ウ

モ

ン

蛇

目

蝶

科

5

ジ

ャ

ノ

メ

テ

フ

・

ヒ

ジ

ヤ

ノ

メ

・

コ

ヂ

ヤ

ノ

メ

・

ヒ

カ

ゲ

テ

フ

・

ヒ

メ

ウ

ラ

ナ

ミ

ジ

ャ

ノ

メ

・

ク

ロ

ヒ

カ

ゲ

・

キ

マ

ダ

ラ

ヒ

カ

ゲ

・

コ

ノ

マ

テ

フ

天

狗

蝶

科

6

テ

ン

グ

テ

フ

小

灰

蝶

科

7

シ

ジ

ミ

テ

フ

・

ル

リ

シ

ゞ

ミ

・

ゴ

イ

シ

シ

ゞ

ミ

・

コ

ツ

バ

メ

ベ

ニ

シ

ジ

ミ

・

ツ

バ

メ

シ

ジ

ミ

・

ウ

ラ

ナ

ミ

シ

ジ

ミ

・

ア

カ

シ

ジ

メ

・

ト

ラ

フ

シ

ジ

メ

・

ム

ラ

サ

キ

シ

ジ

メ

拝

蝶

科

8

ダ

イ

メ

ウ

セ

ゝ

リ

・

ミ

ヤ

マ

セ

ゝ

リ

・

チ

ャ

バ

ネ

セ

セ

リ

・

キ

マ

ダ

ラ

セ

ゝ

リ

・

ア

オ

バ

セ

ゝ

リ

・

イ

チ

モ

ン

ヂ

セ

ゝ

リ

Ｂ

蛾

亜

目

天

蛾

科

1

メ

ン

ガ

タ

ス

ズ

メ

・

モ

モ

ス

ズ

メ

・

ウ

チ

ス

ズ

メ

・

ヱ

ビ

ガ

ラ

ス

ズ

メ

・

シ

モ

フ

リ

ス

ズ

メ

・

ク

チ

バ

ス

ズ

メ

・

コ

ス

ズ

メ

・

セ

ス

ヂ

ス

ズ

メ

・

ホ

ウ

ジ

ャ

ク

・

オ

ホ

ス

カ

シ

バ

・

キ

イ

ロ

ス

ズ

メ

・

ク

ル

マ

ス

ズ

メ

・

ホ

シ

ヒ

ト

ホ

ウ

ヂ

ャ

ク

天

社

蛾

科

2

モ

ン

ク

ロ

シ

ャ

チ

ホ

コ

・

ツ

マ

キ

シ

ャ

シ

ホ

コ

刺

蛾

科

3

イ

ガ

ラ

・

ナ

シ

イ

ガ

ラ

・

ア

ヲ

イ

ガ

ラ

・

ク

ロ

シ

タ

ア

オ

イ

ガ

ラ

毒

蛾

科

4

ス

ギ

ド

ク

ガ

・

マ

ヒ

マ

ヒ

ガ

・

ド

ク

ガ

・

モ

ン

シ

ロ

ド

ク

ガ

・

カ

シ

ワ

マ

ヒ

マ

ヒ

マ

・

チ

ャ

ド

ク

ガ

枯

葉

蛾

科

5

オ

ビ

カ

レ

ハ

・

カ

レ

ハ

ガ

・

マ

ツ

カ

レ

ハ

・

タ

ケ

カ

レ

ハ

窓

蛾

科

6

ア

カ

ジ

マ

ド

ガ

・

マ

ド

ラ

マ

ド

カ

帯

蛾

科

7

オ

ビ

ガ

蚕

蛾

科

8

カ

ヒ

コ

ガ

・

ク

ハ

ガ

天

蚕

科

9

ヤ

マ

マ

ユ

・

シ

ン

ジ

ュ

サ

ン

・

オ

ホ

ミ

ズ

ア

ホ

夜

蛾

科

10

オ

ホ

カ

ブ

ラ

ヤ

ガ

・

カ

ブ

ラ

ヤ

ガ

・

ス

ヂ

キ

ノ

コ

・

ヤ

タ

ロ

ウ

・

オ

ホ

ケ

ン

モ

ン

・

ウ

ス

ズ

マ

ガ

ラ

ス

・

フ

タ

オ

ビ

コ

ヤ

ガ

・

キ

ノ
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カ

ワ

ガ

・

ヨ

タ

ロ

ウ

ガ

・

ハ

グ

ル

マ

ト

モ

ヱ

・

オ

ホ

ト

モ

ヱ

ガ

・

フ

ク

ラ

ス

ズ

メ

・

ウ

ン

モ

ン

ク

チ

バ

・

キ

シ

タ

バ

ア

カ

ヱ

グ

リ

バ

・

ア

シ

ブ

ト

ガ

・

ア

ケ

ビ

コ

ノ

ハ

・

コ

ウ

モ

ン

ク

チ

バ

・

ク

ロ

キ

シ

タ

ア

ツ

バ

・

ア

ヤ

ナ

ミ

ア

ツ

バ

斑

蛾

科

ハ

ン

11

ホ

タ

ル

ガ

・

ウ

ス

バ

ツ

バ

メ

ガ

鹿

子

蛾

科

カ

ノ

コ

12

カ

ノ

コ

ガ

・

キ

ハ

ダ

カ

ノ

コ

ガ

硝

子

蛾

科

13

コ

ス

カ

シ

ガ

・

モ

モ

ブ

ト

ス

カ

シ

バ

・

セ

ス

ヂ

ス

カ

シ

バ

燈

蛾

科

ト

ウ

14

ゴ

マ

ダ

ラ

ヒ

ト

リ

ガ

・

シ

ロ

ヒ

ト

リ

ガ

・

ク

ワ

ゴ

マ

ダ

ラ

ヒ

ト

リ

尺

蛾

科

15

ヘ

ウ

モ

ン

エ

ダ

シ

ャ

ク

・

ユ

ウ

マ

ダ

ラ

ヱ

ダ

シ

ャ

ク

・

フ

タ

ヤ

マ

ヱ

ダ

シ

ャ

ク

・

ト

ン

ボ

ヱ

ダ

シ

ャ

ク

・

ウ

メ

エ

ダ

シ

ャ

ク

・

ク

ワ

ヱ

ダ

シ

ャ

ク

・

キ

マ

ダ

ラ

エ

ダ

シ

ャ

ク

螟

蛾

科

16

ニ

化

メ

イ

ガ

・

三

化

メ

イ

ガ

・

ク

ロ

ス

ヂ

ノ

メ

イ

ガ

・

セ

ス

ヂ

ノ

メ

イ

ガ

・

ク

ワ

ノ

メ

イ

ガ

・

ア

ワ

ノ

メ

イ

ガ

・

ワ

タ

ノ

メ

イ

ガ

・

ツ

ト

ガ

・

シ

ロ

オ

ビ

ノ

メ

イ

ガ

・

モ

モ

ノ

メ

イ

ガ

・

マ

メ

ノ

メ

イ

ガ

・

ウ

ス

オ

ビ

ノ

メ

イ

ガ

・

フ

タ

ス

ヂ

シ

マ

メ

イ

ガ

巣

蛾

科

17

マ

ユ

ミ

ス

ガ

葉

巻

蛾

科

18

ク

ワ

ヒ

メ

イ

ト

ヒ

キ

ハ

マ

キ

・

ク

ワ

ア

ミ

メ

ハ

マ

キ

・

マ

ツ

ツ

マ

ア

カ

ハ

マ

キ

・

シ

ン

ク

ヒ

ガ

避

債

蛾

科

19

チ

ャ

ノ

ミ

ノ

ム

シ

木

蠧

蛾

科

20

胡

麻

斑

木

蠧

蛾

蝙

蝠

蛾

科

21

ナ

ミ

コ

ホ

モ

リ

２

膜

翅

目

胡

蜂

科

1

ス

ズ

メ

バ

チ

・

キ

イ

ロ

ス

ズ

メ

バ

チ

・

モ

ン

ス

ズ

メ

バ

チ

・

ヒ

メ

ス

ズ

メ

バ

チ

・

コ

ガ

タ

ス

ズ

メ

バ

チ

・

ア

シ

ナ

ガ

バ

チ

・

キ

オ

ビ

ス

ゞ

メ

バ

チ

・

ロ

ス

ズ

メ

バ

チ

・

ギ

ボ

シ

ア

シ

ナ

ガ

バ

チ

・

コ

ア

シ

ナ

ガ

バ

チ

・

ヒ

メ

ア

シ

ナ

ガ

バ

チ

・

ホ

ソ

ア

シ

ナ

ガ

バ

チ

・

フ

タ

モ

ン

ア

シ

ナ

ガ

バ

チ

・

ス

ズ

バ

チ

・

ト

ッ

ク

リ

バ

チ

・

ク

ロ

バ

ネ

ド

ロ

バ

チ

・

フ

ト

フ

タ

オ

ビ

ド

ロ

バ

チ

・

ミ

カ

ド

ド

ロ

バ

チ

蜜

蜂

科

2
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ミ

ツ

バ

チ

・

ク

マ

バ

チ

・

ヌ

ル

ハ

ナ

バ

チ

・

ク

ロ

マ

ル

ハ

ナ

バ

チ

・

ト

ラ

マ

ル

ハ

ナ

バ

チ

・

ハ

ラ

ア

カ

ハ

ナ

バ

チ

・

キ

イ

ロ

マ

ル

ハ

ナ

バ

チ

・

ト

ガ

リ

ハ

ナ

バ

チ

・

ヤ

ノ

ト

ガ

リ

ハ

ナ

バ

チ

・

ル

リ

モ

ン

ハ

ナ

バ

チ

・

シ

ロ

ス

ヂ

ハ

ナ

バ

チ

土

蜂

科

3

ハ

ラ

ナ

ガ

ツ

チ

バ

チ

・

ヒ

メ

ハ

ラ

ナ

ガ

ツ

チ

バ

チ

・

ア

カ

ス

ヂ

ツ

チ

バ

チ

・

キ

オ

ビ

ツ

チ

バ

チ

・

オ

ホ

モ

ン

ハ

ラ

ナ

ガ

ツ

チ

バ

チ

細

腰

蜂

科

4

ジ

ガ

バ

チ

・

ル

リ

ヂ

ガ

バ

チ

・

ツ

チ

ス

リ

ガ

・

ク

ロ

ア

ナ

バ

チ

・

ツ

ツ

ア

ナ

バ

チ

・

ト

ガ

リ

ア

ナ

バ

チ

・

マ

ル

モ

ン

ツ

チ

ス

ガ

リ

・

ギ

ン

グ

サ

バ

チ

・

ジ

ャ

バ

チ

モ

ド

キ

青

蜂

科

5

セ

イ

ボ

ウ

・

ヨ

ツ

バ

セ

イ

ボ

ウ

・

オ

ホ

セ

ン

ボ

ウ

蟻

蜂

科

6

ム

ネ

ア

カ

ハ

リ

バ

チ

鼈

甲

蜂

科

7

ク

ロ

ベ

ッ

コ

ウ

・

オ

ホ

シ

ロ

フ

ベ

ッ

カ

ウ

・

オ

ホ

モ

ン

ク

ロ

ベ

ッ

コ

ウ

・

キ

オ

ビ

ベ

ッ

コ

ウ

・

ア

カ

ボ

シ

ベ

ッ

カ

ウ

・

ハ

リ

マ

ベ

ッ

コ

ウ

・

カ

ホ

モ

ン

ク

ロ

ベ

ッ

コ

ウ

姫

蜂

科

8

ア

メ

バ

チ

・

マ

ダ

ラ

ヒ

メ

バ

チ

・

コ

ン

バ

ウ

ア

メ

ハ

チ

・

オ

ホ

モ

ン

ク

ロ

ベ

ツ

カ

ウ

・

カ

ワ

ム

ラ

ヒ

メ

バ

チ

・

ウ

ス

ヒ

メ

バ

チ

・

ム

ラ

サ

キ

ウ

ス

ヒ

メ

バ

チ

・

ヨ

コ

ヒ

ラ

タ

ヒ

メ

バ

チ

・

キ

バ

ラ

ア

メ

バ

チ

・

ツ

ヤ

ア

カ

ハ

ラ

ヒ

メ

バ

チ

・

ク

ロ

ヲ

ナ

ガ

バ

チ

・

ア

オ

ム

シ

ヒ

ラ

タ

ヒ

メ

バ

チ

・

カ

コ

ガ

ハ

ヒ

メ

バ

チ

・

ヨ

タ

ウ

ヤ

ド

リ

ヒ

メ

バ

チ

・

ア

カ

ア

メ

バ

チ

・

ホ

ウ

ネ

ン

タ

ハ

ラ

バ

チ

没

食

子

蜂

科

9

ナ

ラ

フ

シ

バ

チ

樹

蜂

科

10

マ

ツ

キ

バ

チ

葉

蜂

科

11

カ

ブ

ラ

ハ

バ

チ

・

セ

グ

ロ

ア

ヲ

ハ

バ

チ

・

オ

ホ

ム

ネ

ア

カ

ハ

バ

チ

・

ク

ロ

バ

ア

カ

マ

ル

ハ

バ

チ

・

ク

ロ

ハ

バ

チ

・

セ

グ

ロ

カ

ブ

ラ

ハ

バ

チ

細

蜂

科

12

コ

ン

ボ

ウ

ヤ

セ

バ

チ

小

繭

蜂

科

13

カ

モ

ド

キ

コ

マ

ユ

・

ウ

マ

ノ

オ

バ

チ

・

マ

ヒ

マ

ヒ

コ

マ

ユ

・

ヨ

コ

ハ

マ

マ

ダ

ラ

コ

マ

ユ

・

ク

ロ

バ

ア

カ

コ

マ

ユ

小

蜂

科

14

シ

リ

ア

ゲ

コ

バ

チ

・

ミ

カ

ド

シ

リ

ア

ゲ

コ

バ

チ

蟻

科

15
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大

ア

リ

・

ク

ロ

オ

ホ

ア

ヲ

ア

リ

・

ア

カ

ハ

リ

・

ト

ゲ

ア

リ

・

オ

ホ

ヅ

ア

リ

３

微

翅

目

蚤

科

1

人

蚤

・

犬

蚤

鼠

蚤

科

2

鼠

蚤

鳥

蚤

科

3

鳥

蚤

４

雙

翅

目

家

蝿

科

1

イ

ヘ

バ

ヘ

・

ク

ロ

イ

ヘ

バ

ヘ

・

オ

ホ

イ

ヘ

バ

ヘ

・

キ

ン

バ

ヘ

・

ヒ

メ

ク

ロ

バ

ヘ

・

ク

ロ

バ

ヘ

・

セ

マ

ダ

ラ

ハ

ナ

バ

ヘ

・

オ

ホ

キ

ン

バ

ヘ
針

蝿

科

2

カ

ヒ

コ

ノ

ウ

ジ

バ

ヘ

・

セ

ス

ヂ

ハ

リ

バ

ヘ

・

オ

ホ

ハ

リ

バ

ヘ

大

麻

蝿

科

3

シ

マ

バ

ヘ

刺

蝿

科

4

サ

シ

バ

ヱ

眼

蝿

科

5

ク

ロ

メ

バ

ヘ

糞

蝿

科

6

ヒ

メ

フ

ン

バ

ヘ

ベ

ッ

コ

ウ

バ

エ

科

7

ベ

ツ

カ

ウ

バ

ヘ

斑

蝿

科

8

ミ

ス

ヂ

ミ

バ

ヘ

・

ヒ

マ

ラ

ヤ

ア

ミ

メ

マ

ダ

ラ

バ

ヘ

毛

蝿

科

9

ミ

ス

ア

カ

ケ

バ

ヘ

・

ヒ

メ

セ

ア

カ

ケ

バ

ヘ

・

ク

ロ

ケ

バ

ヘ

蝶

蝿

科

10

ホ

シ

テ

フ

バ

ヱ

大

蚊

科

11

マ

ダ

ラ

ガ

ガ

ン

ボ

・

ミ

カ

ド

ガ

ガ

ン

ボ

・

ベ

ツ

カ

ウ

ガ

ガ

ン

ボ

・

キ

ス

ヂ

ガ

ガ

ン

ボ

・

オ

ホ

キ

リ

ス

ヂ

ガ

ガ

ン

ボ
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蚊

科

12

シ

ロ

ス

ヂ

ヤ

ブ

カ

・

ア

カ

マ

ダ

ラ

カ

・

ハ

マ

ダ

ラ

カ

・

ヤ

ブ

カ

糠

蚊

科

13

ヌ

カ

カ

ハ

ナ

ア

ブ

科

14

ノ

ラ

ハ

ナ

ア

ブ

・

ク

ロ

ハ

ナ

ア

ブ

・

ル

リ

ハ

ナ

ア

ブ

・

ハ

ナ

ア

ブ

・

オ

ホ

ハ

ナ

ア

ブ

・

ホ

シ

ヒ

ラ

タ

ア

ブ

・

ク

ロ

ナ

ガ

ハ

ナ

ア

ブ

・

ヒ

ラ

タ

ア

ブ

・

オ

ホ

フ

タ

ホ

シ

ヒ

ラ

タ

ア

ブ

・

シ

マ

ア

シ

ブ

ト

ハ

ナ

ア

ブ

・

ス

カ

シ

ベ

ツ

コ

ウ

ハ

ナ

ア

ブ

ブ

ユ

科

15

ア

シ

マ

ダ

ラ

ブ

ユ

水

虻

科

16

ミ

ヅ

ア

ブ

・

カ

ウ

カ

ア

ブ

・

コ

ガ

タ

ミ

ヅ

ア

ブ

・

ル

リ

ミ

ヅ

ア

ブ

・

ハ

ラ

キ

ン

ミ

ヅ

ア

ブ

シ

ギ

ア

ブ

科

17

ハ

マ

ダ

ラ

シ

ギ

ア

ブ

・

ネ

ウ

ス

シ

ギ

ア

ブ

虻

科

18

ア

カ

ウ

シ

ア

ブ

・

シ

ロ

フ

ア

ブ

・

ク

ロ

メ

ク

ラ

ア

ブ

・

ウ

シ

ア

ブ

・

キ

イ

ロ

ア

ブ

・

ヨ

ス

ヂ

メ

ク

ラ

ア

ブ

ツ

リ

ア

ブ

科

19

ク

ロ

バ

ネ

ツ

リ

ア

ブ

・

ビ

ロ

ウ

ド

ツ

リ

ア

ブ

・

カ

ウ

ヤ

ツ

リ

ア

ブ

食

虫

虻

科

20

シ

ホ

ヤ

ア

ブ

・

チ

ャ

イ

ロ

ム

シ

ヒ

キ

・

オ

ホ

ム

シ

ヒ

キ

・

シ

ロ

ヅ

ヒ

メ

ム

シ

ロ

ヒ

キ

・

サ

キ

グ

ロ

ム

シ

ヒ

キ

・

ア

オ

メ

ム

シ

ヒ

キ

・

ア

シ

ナ

ガ

ム

シ

ヒ

キ

・

ホ

ソ

ム

シ

ヒ

キ

長

脚

蝿

科

21

ア

シ

ナ

ガ

キ

ン

バ

ヘ

・

マ

ダ

ラ

ア

シ

ナ

ガ

キ

ン

バ

エ

５

鞘

翅

目

天

牛

科

1

ク

ワ

カ

ミ

キ

リ

・

ヤ

マ

カ

ミ

キ

リ

・

シ

ロ

ス

ヂ

カ

ミ

キ

リ

・

ノ

コ

ギ

リ

カ

ミ

キ

リ

・

ト

ラ

フ

カ

ミ

キ

リ

・

タ

ケ

ト

ラ

カ

ミ

キ

リ

・

キ

ク

ス

イ

カ

ミ

キ

リ

・

ホ

シ

カ

ミ

キ

リ

・

ヤ

ハ

ヅ

カ

ミ

キ

リ

・

シ

ラ

ホ

シ

カ

ミ

キ

リ

・

ベ

ニ

カ

ミ

キ

リ

・

ヘ

リ

グ

ロ

ベ

ニ

カ

ミ

キ

リ

・

ミ

ド

リ

カ

ミ

キ

リ

・

ル

リ

カ

ミ

キ

リ

・

ホ

ソ

カ

ミ

キ

リ

・

ル

リ

ホ

シ

カ

ミ

キ

リ

・

ア

カ

ハ

ナ

カ

ミ

キ

リ

・

ヨ

ス

ヂ

ハ

ナ

カ

ミ

キ

リ

擬

天

牛

科

2

カ

ミ

キ

リ

モ

ド

キ

・

モ

モ

ブ

ト

カ

ミ

キ

リ

モ

ド

キ

・

ツ

マ

グ

ロ

カ

ミ

キ

リ

モ

ド

キ

瓢

虫

科

3

テ

ン

ト

ウ

ム

シ

・

シ

ラ

ホ

シ

テ

ン

ト

ウ

ム

シ

・

ナ

ナ

ホ

シ

テ

ン

ト

ウ

ム

シ

・

ベ

ダ

リ

ヤ

テ

ン

ト

ウ

ム

シ

・

ニ

ジ

ュ

ウ

ヤ

ホ

シ

テ

ン

ト

ウ

ム

シ

・

ア

カ

ボ

シ

テ

ン

ト

ウ

ム

シ

・

ヒ

メ

ア

カ

ボ

シ

テ

ン

ト

ウ

ム

シ

・

ベ

ニ

ヘ

リ

テ

ン

ト

ウ

・

カ

メ

ノ

コ

テ

ン

ト

ウ

・

ア

カ

ス

ヂ
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ヒ

メ

テ

ン

ト

ウ

偽

瓢

虫

科

4

ヨ

ツ

ボ

シ

テ

ン

ト

ウ

ム

シ

ダ

マ

シ

金

花

虫

科

5

ヤ

ナ

ギ

ハ

ム

シ

・

カ

タ

ビ

ロ

ト

ゲ

ト

ゲ

・

イ

タ

ド

リ

ハ

ム

シ

・

ク

ロ

ボ

シ

サ

ル

ハ

ム

シ

・

ス

ゲ

ハ

ム

シ

・

ア

カ

ガ

ネ

サ

ル

ハ

ム

シ

・

フ

ヂ

ハ

ム

シ

・

ヨ

モ

ギ

ハ

ム

シ

・

ア

カ

ガ

ネ

サ

ル

ハ

ム

シ

・

オ

ホ

ヨ

モ

ギ

ハ

ム

シ

・

ウ

リ

ハ

ム

シ

・

ク

ロ

ウ

リ

ハ

ム

シ

・

ヂ

ン

ガ

サ

ハ

ム

シ

・

ド

ロ

ハ

ム

シ

・

イ

モ

サ

ル

ハ

ム

シ

・

バ

ラ

ル

リ

ハ

ム

シ

豆

象

科

6

マ

メ

ゾ

ウ

ム

シ

・

オ

ホ

マ

メ

ゾ

ウ

ム

シ

三

錘

象

虫

科

7

ミ

ツ

キ

リ

ゾ

ウ

ム

シ

象

虫

科

8

マ

ダ

ラ

ア

シ

ゾ

ウ

・

オ

ホ

ゾ

ウ

ム

シ

・

シ

ロ

コ

ブ

ゾ

ウ

・

ナ

シ

チ

ヨ

キ

リ

ゾ

ウ

ム

シ

・

コ

ク

ゾ

ウ

ム

シ

・

オ

ト

シ

ブ

ミ

・

ヒ

メ

ク

ロ

オ

ト

シ

ブ

ミ

・

イ

ネ

ゾ

ウ

ム

シ

・

ヒ

メ

シ

ロ

コ

ブ

ゾ

ウ

ム

シ

・

ク

リ

シ

ギ

ゾ

ウ

ム

シ

・

ゴ

マ

ダ

ラ

オ

ト

シ

ブ

ミ

・

ナ

ラ

シ

ギ

ゾ

ウ

・

コ

フ

キ

ゾ

ウ

ム

シ

斑

螫

科

9

ハ

ン

メ

ウ

・

ニ

ハ

ハ

ン

メ

ウ

・

コ

ハ

ン

メ

ウ

・

カ

ワ

ラ

ハ

ン

メ

ウ

・

ヒ

メ

ハ

ン

メ

ウ

歩

行

虫

科

10

ゴ

ミ

ム

シ

・

ミ

イ

デ

ラ

ハ

ン

メ

ウ

・

オ

ホ

ゴ

ミ

ム

シ

・

コ

マ

ヒ

コ

マ

ヒ

カ

ブ

リ

・

マ

ヒ

マ

ヒ

カ

ブ

リ

・

ヒ

ラ

タ

ゴ

モ

リ

・

ア

オ

オ

サ

・

ア

オ

ゴ

ミ

・

キ

ベ

リ

ア

オ

ゴ

ミ

・

ヘ

ウ

タ

ン

ゴ

ミ

・

ナ

ガ

ヘ

ウ

タ

ン

ゴ

ミ

・

ア

ト

ホ

シ

ゴ

ミ

・

オ

ホ

キ

ベ

リ

ア

ホ

ゴ

ミ

・

セ

ア

カ

ゴ

ミ

偽

歩

行

虫

科

11

ク

ロ

キ

マ

ワ

リ

・

ゴ

ミ

ム

シ

ダ

マ

シ

・

オ

ホ

ゴ

ミ

ム

シ

ダ

マ

シ

・

ス

ナ

ゴ

ミ

ム

シ

ダ

マ

シ

・

ヒ

ゲ

ブ

ト

ゴ

ミ

ダ

マ

シ

・

コ

メ

ゴ

ミ

ダ

マ

シ

ゲ

ン

ゴ

ロ

ウ

科

12

ゲ

ン

ゴ

ロ

ウ

・

コ

ガ

タ

ゲ

ン

ゴ

ロ

ウ

・

シ

マ

ゲ

ン

ゴ

ロ

ウ

・

コ

シ

マ

ゲ

ン

ゴ

ロ

ウ

・

ク

ロ

ゲ

ン

ゴ

ロ

ウ

・

ヒ

メ

ゲ

ン

ゴ

ロ

ウ

・

ハ

イ

イ

ロ

ゲ

ン

ゴ

ロ

ウ

・

チ

ャ

イ

ロ

ゲ

ン

ゴ

ロ

ウ

・

マ

ル

ガ

タ

ゲ

ン

ゴ

ロ

ウ

牙

虫

科

13

ガ

ム

シ

・

コ

ガ

ム

シ

・

ヒ

メ

ガ

ム

シ

・

マ

メ

ガ

ム

シ

・

マ

ク

ソ

ガ

ム

シ

鼓

豆

科

14

ミ

ズ

ス

マ

シ

・

ヒ

メ

ミ

ズ

ス

マ

シ

・

オ

ホ

ミ

ズ

ス

マ

シ

鰹

節

虫

科

15

ト

ビ

カ

ツ

オ

ブ

シ

・

ハ

ラ

ジ

ロ

カ

ツ

オ

ブ

シ

・

ケ

ア

カ

カ

ツ

オ

ブ

シ

・

ヒ

メ

マ

ル

カ

ツ

オ
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穀

盗

科

16

コ

ク

ヌ

ス

ト

ヱ

ン

マ

豆

科

17

ヱ

ン

マ

ム

シ

・

コ

ヱ

ン

マ

ム

シ

・

ヒ

メ

ヱ

ン

マ

・

ル

リ

ヱ

ン

マ

シ

デ

ム

シ

科

18

ヤ

マ

ト

シ

デ

ム

シ

・

ク

ロ

シ

デ

ム

シ

・

コ

ク

ロ

シ

デ

ム

シ

・

ヒ

メ

ヒ

ラ

タ

シ

デ

ム

シ

・

オ

ホ

ヒ

ラ

タ

シ

デ

ム

シ

大

木

吸

虫

科

19

マ

ル

ケ

シ

キ

ス

ヒ

・

ヨ

ツ

ボ

シ

ケ

シ

キ

ス

ヒ

出

尾

虫

科

20

ア

オ

バ

ア

リ

ガ

タ

ハ

ネ

カ

ク

シ

・

キ

ン

ボ

シ

ハ

ネ

カ

ク

シ

（

隱

翅

虫

科

ニ

属

ス

）

金

亀

虫

科

21

ヒ

メ

コ

ガ

ネ

・

マ

メ

コ

ガ

ネ

・

ド

ウ

ガ

ネ

・

カ

ナ

ブ

ン

・

コ

ハ

ナ

ム

グ

リ

・

セ

マ

ダ

ラ

コ

ガ

ネ

・

ア

オ

カ

ナ

ブ

ン

・

ヒ

ラ

タ

ハ

ナ

ム

グ

リ

・

シ

ロ

ス

ヂ

コ

ガ

ネ

・

シ

ロ

ホ

シ

オ

ホ

ハ

ナ

モ

グ

リ

・

チ

ャ

イ

ロ

コ

ガ

ネ

・

セ

ン

チ

コ

ガ

ネ

・

オ

ホ

フ

タ

ホ

シ

マ

グ

リ

コ

ガ

ネ

・

ク

ロ

マ

ル

コ

ガ

ネ

・

カ

ブ

ト

ム

シ

鍬

形

虫

科

22

ク

ハ

ガ

タ

ム

シ

・

ノ

コ

ギ

リ

ク

ハ

ガ

タ

・

ヒ

メ

ク

ハ

ガ

タ

・

ヒ

ラ

タ

ク

ハ

ガ

タ

吉

丁

虫

科

23

タ

マ

ム

シ

・

チ

ハ

タ

マ

モ

シ

・

ク

ロ

タ

マ

ム

シ

・

ケ

ヤ

キ

ナ

ガ

タ

マ

ム

シ

・

ア

オ

マ

ダ

ラ

タ

マ

ム

シ

叩

頭

虫

科

24

シ

モ

フ

リ

コ

メ

ツ

キ

・

ク

シ

コ

メ

ツ

キ

・

オ

ホ

ナ

ガ

コ

メ

ツ

キ

・

サ

ビ

キ

コ

リ

・

ヒ

メ

サ

ビ

キ

コ

リ

・

コ

ナ

ガ

コ

メ

ツ

キ

朽

木

虫

科

25

ク

チ

キ

ム

シ

・

オ

ホ

ク

チ

キ

・

ア

カ

ア

シ

ク

チ

キ

長

朽

木

虫

科

26

ナ

ガ

ク

チ

キ

ム

シ

・

ホ

ソ

ナ

ガ

ク

チ

キ

ム

シ

蛍

科

27

ゲ

ン

ジ

ホ

タ

ル

・

ヘ

イ

ケ

ホ

タ

ル

・

チ

バ

ホ

タ

ル

・

ベ

ニ

ホ

タ

ル

・

キ

ク

ス

ヰ

ダ

マ

シ

・

ヒ

メ

ボ

タ

ル

・

ヒ

メ

キ

ク

ス

ヰ

ダ

マ

シ

長

蠧

科

28

オ

ホ

ナ

ガ

シ

ン

ク

ヰ

地

謄

科

29

マ

メ

ハ

ン

メ

ウ

・

オ

ホ

ツ

チ

ハ

ン

メ

ウ

・

ヒ

メ

ツ

チ

ハ

ン

メ

ウ

花

蚤

科

30

フ

タ

モ

ン

ヒ

メ

ハ

ナ

ノ

ミ

擬

叩

頭

虫

科

31
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コ

メ

ツ

キ

モ

ド

キ

６

有

吻

目

椿

象

科

1

イ

ネ

ガ

メ

・

ク

ロ

ガ

メ

・

ナ

ガ

メ

・

ブ

チ

ヒ

ゲ

ガ

メ

・

イ

チ

モ

ン

ゲ

ガ

メ

・

ト

ホ

シ

ガ

メ

・

ウ

ヅ

ラ

ガ

メ

・

ク

サ

ギ

ガ

メ

・

ア

オ

ク

サ

ガ

メ

・

ハ

ネ

ナ

ガ

ア

ヲ

ガ

メ

・

ア

カ

ス

ヂ

ガ

メ

・

ヱ

ビ

イ

ロ

ガ

メ

・

ト

ゲ

ガ

メ

・

ク

ヌ

ギ

ガ

メ

・

マ

ル

ガ

メ

・

マ

ル

ミ

ラ

ホ

シ

ガ

メ

・

ヒ

ト

マ

ル

ガ

メ

・

オ

ホ

キ

ン

ガ

メ

・

セ

ア

カ

ツ

ノ

ガ

メ

・

キ

ボ

シ

ヒ

メ

マ

ル

ガ

メ

・

コ

ク

ロ

ヂ

ガ

メ

・

チ

ャ

イ

ロ

ガ

メ

・

シ

ラ

ホ

シ

ガ

メ

・

ア

ヲ

ガ

メ

・

ル

リ

ガ

メ

縁

椿

象

科

2

ホ

ソ

ヘ

リ

ガ

メ

・

オ

ホ

ヘ

リ

ガ

メ

・

ハ

ラ

ヒ

ロ

ヘ

リ

ガ

メ

・

ホ

オ

ズ

キ

ガ

メ

・

ハ

リ

ヘ

リ

ガ

メ

・

オ

ホ

ク

モ

ヘ

リ

ガ

メ

長

椿

象

科

3

シ

ロ

ホ

シ

ガ

イ

タ

・

ジ

フ

ヂ

ガ

メ

星

椿

象

科

4

ア

カ

ギ

ホ

シ

ガ

メ

盲

椿

象

科

5

フ

タ

モ

ン

メ

ク

ラ

ガ

メ

食

虫

椿

象

科

6

ヒ

メ

ア

カ

ヘ

リ

サ

シ

ガ

メ

・

ホ

ソ

ア

カ

シ

マ

サ

シ

ガ

メ

・

ア

カ

サ

シ

ガ

メ

・

ヤ

ニ

サ

シ

ガ

メ

軍

配

虫

科

7

ナ

シ

グ

ン

バ

イ

タ

ガ

メ

科

8

タ

ガ

メ

・

コ

オ

ヒ

ム

シ

松

藻

虫

科

9

マ

ツ

モ

ム

シ

・

コ

マ

ツ

モ

ム

シ

丹

水

虫

科

10

マ

ル

ミ

ヅ

ム

シ

風

船

虫

科

11

フ

ウ

セ

ン

ム

シ

・

コ

フ

ウ

セ

ン

・

ヒ

メ

フ

ウ

セ

ン

紅

娘

華

科

12

タ

イ

コ

ウ

チ

・

ミ

ヅ

カ

マ

キ

リ

・

ヒ

メ

ミ

ヅ

カ

マ

キ

リ

カ

ワ

グ

モ

科

13

オ

ホ

カ

ワ

グ

モ

・

ヒ

メ

カ

ワ

グ

モ

・

イ

ト

カ

ハ

グ

モ

蝉

科

14



- 30 -

ク

マ

ゼ

ミ

・

ハ

ル

ゼ

ミ

・

チ

ツ

チ

ゼ

ミ

・

ア

ブ

ラ

ゼ

ミ

・

ヒ

グ

ラ

シ

・

ツ

ク

ツ

ク

ボ

ウ

シ

・

ミ

ン

ミ

ン

ゼ

ミ

・

ニ

イ

ニ

イ

ゼ

ミ

耳

蝉

科

15

ミ

ミ

ヅ

ク

・

コ

ミ

ミ

ヅ

ク

泡

吹

虫

科

16

シ

ロ

オ

ビ

ア

ワ

フ

キ

・

ホ

シ

ア

ハ

フ

キ

・

マ

ツ

ア

ハ

フ

キ

浮

塵

子

科

17

イ

ナ

ヅ

マ

ヨ

コ

バ

ヒ

・

ツ

マ

グ

ロ

ヨ

コ

バ

ヒ

・

イ

ネ

マ

ダ

ラ

ヨ

コ

バ

ヒ

・

ウ

ス

バ

ヒ

メ

ヨ

コ

バ

ヒ

白

鑞

虫

科

18

テ

ン

グ

ス

ケ

バ

・

ス

ケ

バ

ハ

ゴ

ロ

モ

・

ツ

マ

グ

ロ

ス

ケ

バ

・

ア

ヲ

バ

ハ

ゴ

ロ

モ

・

ト

ビ

イ

ロ

ウ

ン

カ

・

セ

ジ

ロ

ウ

ン

カ

・

ヒ

メ

ウ

ン

カ

・

ベ

ッ

コ

ウ

ハ

ゴ

ロ

モ

木

蝨

科

19

ク

ワ

キ

ジ

ラ

メ

・

ナ

シ

キ

ジ

ラ

メ

・

グ

ミ

キ

ジ

ラ

メ

□

科

ア

ブ

ラ

ム

シ

20

ダ

イ

コ

ン

ア

ブ

ラ

・

ト

ッ

ク

リ

ア

ブ

ラ

・

ワ

タ

ア

ブ

ラ

・

ニ

ハ

ト

コ

ア

ブ

ラ

ム

シ

・

キ

ク

ヒ

ゲ

ナ

ガ

ア

ブ

ラ

ム

シ

・

ム

ギ

ヒ

ゲ

ア

ブ

ラ

ム

シ

・

イ

モ

ヒ

ゲ

ナ

ガ

ア

ブ

ラ

・

ク

リ

オ

ホ

ア

ブ

ラ

・

ウ

メ

コ

フ

キ

ア

ブ

ラ

・

バ

ラ

ヒ

ゲ

ナ

ガ

ア

ブ

ラ

綿

虫

科

21

ヌ

ル

デ

オ

ホ

イ

ボ

フ

シ

・

ヌ

ル

デ

イ

ボ

ブ

シ

・

イ

ヌ

フ

シ

ヌ

ル

デ

ハ

ム

シ

粉

蝨

科

22

ミ

カ

ン

コ

ナ

ジ

ラ

ミ

・

ミ

カ

ン

ト

ゲ

コ

ナ

ジ

ラ

ミ

介

殻

虫

科

23

ワ

タ

フ

キ

カ

ヒ

ガ

ラ

・

ヤ

ノ

ネ

カ

ヒ

ガ

ラ

・

ル

ビ

ー

ラ

フ

ム

シ

・

ク

ワ

カ

イ

ガ

ラ

・

ア

カ

マ

ル

カ

ヒ

ガ

ラ

・

マ

ル

カ

ヒ

ガ

ラ

・

カ

メ

ノ

コ

ロ

ウ

ム

シ

・

イ

ボ

タ

ラ

ウ

ム

シ

・

ヒ

ム

ワ

タ

カ

ヒ

ガ

ラ

・

ミ

カ

ン

コ

ナ

カ

イ

ガ

ラ

・

ヒ

ラ

カ

タ

カ

ヒ

ガ

ラ

７

蝨

目ア

タ

マ

ジ

ラ

メ

・

コ

ロ

モ

ジ

ラ

メ

・

ウ

シ

ジ

ラ

メ

・

ヒ

メ

ウ

シ

ジ

ラ

メ

・

ウ

サ

ギ

ジ

ラ

メ

・

ウ

マ

ジ

ラ

メ

・

ブ

タ

ジ

ラ

メ

８

毛

翅

目

ト

ビ

ケ

ラ

科

1

ツ

マ

グ

ロ

ト

ビ

ゲ

ラ

河

石

蚕

科

2

ヒ

ゲ

ナ

ガ

ト

ビ

ゲ

ラ

刳

石

蚕

科

3

ス

ヂ

ヱ

グ

リ

ト

ビ

ケ

ラ

・

ト

ビ

イ

ロ

ヱ

グ

リ

ト

ビ

ゲ

ラ

・

ヱ

グ

リ

ト

ビ

ゲ

ラ

縞

虫

蚕

科

4
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ク

ロ

シ

マ

ト

ビ

ゲ

ラ

９

長

翅

目

擧

尾

虫

科

1

ヤ

マ

ト

シ

リ

ア

ゲ

・

ベ

ツ

カ

フ

シ

リ

ア

ゲ

・

ホ

ソ

マ

ダ

ラ

シ

リ

ア

ゲ

・

キ

バ

ネ

シ

リ

ア

ゲ

・

オ

ホ

シ

リ

ア

ゲ

・

ス

カ

シ

シ

リ

ア

ゲ

脈

翅

目

10

擬

蟷

螂

科

1

ヒ

メ

カ

マ

キ

リ

モ

ド

キ

蛟

蜻

蛉

科

2

ウ

ス

バ

カ

ゲ

ロ

ウ

・

オ

ホ

ウ

ス

バ

カ

ゲ

ロ

ウ

・

コ

ウ

ス

バ

カ

ゲ

ロ

ウ

・

ホ

シ

ウ

ス

バ

カ

ゲ

ロ

ウ

・

ゴ

マ

ダ

ラ

ウ

ス

バ

カ

ゲ

ロ

ウ

角

蜻

蛉

科

3

ツ

ノ

ト

ン

ボ

草

蜻

蛉

科

4

ク

サ

カ

ゲ

ロ

ウ

・

ヨ

ツ

ボ

シ

ク

サ

カ

ゲ

ロ

ウ

廣

翅

蜻

蛉

科

5

ヒ

ロ

バ

カ

ゲ

ロ

ウ

蛇

蜻

蛉

科

6

ヘ

ビ

ト

ン

ボ

直

翅

目

11

蝗

虫

科

1

ハ

ネ

ナ

ガ

イ

ナ

ゴ

・

ナ

キ

イ

ナ

ゴ

・

ツ

マ

グ

ロ

イ

ナ

ゴ

・

ツ

チ

イ

ナ

ゴ

・

コ

バ

ネ

イ

ナ

ゴ

・

ダ

イ

メ

ウ

バ

ッ

タ

・

シ

ャ

ウ

リ

ョ

ウ

バ

ッ

タ

・

キ

チ

キ

チ

バ

ッ

タ

・

オ

ン

ブ

バ

ッ

タ

・

ク

ル

マ

バ

ッ

タ

・

ク

ル

マ

バ

ッ

タ

モ

ド

キ

・

セ

ス

ヂ

ツ

チ

イ

ナ

ゴ

・

カ

ワ

ラ

バ

ッ

タ

・

イ

ボ

バ

ッ

タ

菱

蝗

科

2

ヒ

シ

バ

ッ

タ

・

ツ

チ

ヒ

シ

バ

ッ

タ

コ

ホ

ロ

ギ

科

3

ヱ

ン

マ

コ

ホ

ロ

ギ

・

ク

ロ

コ

ホ

ロ

ギ

・

ミ

ツ

カ

ド

コ

ホ

ロ

ギ

・

オ

カ

メ

コ

ホ

ロ

ギ

・

マ

ツ

ム

シ

・

マ

ダ

ラ

ス

ゞ

ム

シ

・

ス

ゞ

ム

シ

・

カ

ン

タ

ン

・

カ

ネ

タ

タ

キ

螽

斯

科

4

キ

リ

ギ

リ

ス

・

ヤ

ブ

キ

リ

・

ウ

マ

オ

ヒ

ム

シ

・

ク

ツ

ワ

ム

シ

・

イ

ブ

キ

ギ

ス

・

ハ

ネ

ナ

ガ

ギ

ス

・

ツ

ユ

ム

シ

・

セ

ス

ヂ

ツ

ユ

ム

シ

・

コ

バ

ネ

サ

ゝ

キ

リ

・

ク

ビ

キ

リ

バ

ッ

タ

・

ク

ダ

マ

キ

ダ

マ

シ

穴

螽

科

5
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カ

マ

ド

ウ

マ

蟋

螽

科

6

コ

ロ

ギ

ス

竹

節

虫

科

7

ナ

ゝ

フ

シ

・

ト

ゲ

ナ

ゝ

フ

シ

・

ト

ビ

ナ

ゝ

フ

シ

・

エ

ダ

ナ

ゝ

フ

シ

蟷

螂

科

8

カ

マ

キ

リ

・

オ

ホ

カ

マ

キ

リ

・

ハ

ラ

ビ

ロ

カ

マ

キ

リ

蜚

□

科

ゴ

キ

ブ

リ

9

ゴ

キ

ブ

リ

・

チ

ャ

バ

ネ

ゴ

キ

ブ

リ

ケ

ラ

科

10

ケ

ラ

革

翅

目

12

オ

ホ

ハ

サ

ミ

ム

シ

白

蟻

目

13

白

蟻

科

1

イ

ヘ

シ

ロ

ア

リ

□

翅

目

？

14

キ

カ

ハ

ゲ

ラ

・

オ

ホ

ク

ラ

カ

ケ

ハ

ゲ

ラ

蜻

蛉

目

15

蜻

蛉

科

1

テ

フ

ト

ン

ボ

・

ウ

ス

バ

キ

ト

ン

ボ

・

シ

ャ

ウ

ジ

ャ

ウ

ト

ン

ボ

・

オ

ホ

キ

ト

ン

ボ

・

ナ

ン

ハ

ト

ン

ボ

・

シ

オ

カ

ラ

ト

ン

ボ

・

シ

ホ

ヤ

ト

ン

ボ

・

ミ

ヤ

マ

ア

カ

ネ

・

ア

キ

ア

カ

ネ

・

ト

ラ

フ

ト

ン

ボ

・

ノ

シ

メ

ト

ン

ボ

蜻

蜒

科

2

ギ

ン

ヤ

ン

マ

・

オ

ニ

ヤ

ン

マ

・

サ

ナ

ヱ

ト

ン

ボ

・

カ

ト

リ

ヤ

ン

マ

・

ウ

チ

ハ

ト

ン

ボ

豆

娘

科

3

モ

ノ

サ

シ

ト

ン

ボ

・

ア

オ

イ

ト

ン

ボ

・

ヲ

ツ

ネ

ン

イ

ト

ト

ン

ボ

・

キ

イ

イ

ト

ト

ン

ボ

河

蜻

蛉

科

4

カ

ワ

ト

ン

ボ

・

ハ

グ

ロ

カ

ワ

ト

ン

ボ

・

ヤ

ナ

ギ

カ

ワ

ト

ン

ボ

・

ア

オ

ハ

ダ

カ

ト

ン

ボ

病

虫

害

第

９

章
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春

の

一

匹

、

秋

の

万

匹

、

実

に

病

虫

害

ほ

ど

恐

し

い

も

の

は

な

い

。

而

も

そ

の

病

虫

害

の

い

か

な

る

も

の

で

あ

る

か

を

知

ら

ず

、

如

何

に

し

て

防

ぐ

べ

き

か

を

知

ら

ぬ

程

冒

険

な

る

も

の

は

な

い

。

か

く

の

如

く

最

も

重

要

な

る

関

係

を

有

す

る

も

の

に

対

し

て

我

々

は

甚

だ

無

関

心

で

あ

っ

た

。

他

の

調

査

に

し

て

も

此

土

地

の

病

虫

害

を

系

統

的

に

研

究

し

た

る

も

の

は

甚

だ

少

な

い

。

こ

ゝ

に

農

事

試

驗

場

園

藝

分

場

小

林

源

次

先

生

に

御

依

頼

し

て

左

の

如

き

も

の

を

作

製

し

た

わ

。

け

で

あ

る

本

村

作

物

１

普

通

植

物

稲

1
・

に

く

わ

め

い

ち

う

・

ひ

め

と

び

う

ん

か

・

と

び

い

ろ

う

ん

か

・

に

じ

ろ

う

ん

か

・

つ

ま

ぐ

ろ

よ

こ

ば

い

・

い

ね

の

く

ろ

か

め

む

し

・

い

ね

の

こ

あ

お

む

し

・

け

ら

・

い

ち

も

ん

ぢ

せ

ゝ

り

・

た

て

は

ま

き

・

き

り

う

じ

が

が

ん

ぼ

・

い

な

ご

・

い

ね

か

め

む

し

・

あ

は

よ

と

う

・

稲

熱

病

・

胡

麻

葉

枯

病

・

萎

縮

病

・

稲

麹

病

・

紋

枯

病

・

苗

綿

腐

敗

病

・

馬

鹿

苗

病

・

小

粒

菌

核

病

麥

2
・

い

ね

の

こ

め

つ

き

む

し

・

け

ら

・

つ

ま

ぐ

ろ

よ

こ

ば

い

・

あ

は

よ

た

う

・

む

ぎ

も

ぐ

り

ば

へ

・

裸

麦

穂

病

・

銹

病

・

斑

葉

病

・

五

立

枯

病

・

白

渋

病

粟

3
・

あ

は

の

め

い

ち

う

・

あ

は

よ

と

う

む

し

・

あ

を

が

め

む

し

・

つ

ま

ぐ

ろ

よ

こ

ば

ひ

・

さ

ゝ

ら

病

・

黒

穂

病

・

い

も

ち

病

・

赤

渋

病

き

び

4
・

い

ね

よ

た

う

む

し

・

あ

は

の

め

い

が

・

か

ぶ

ら

や

が

・

き

び

く

び

れ

あ

ぶ

ら

・

黒

穂

病

・

い

も

ち

病

た

う

も

ろ

こ

し

5
・

も

ゝ

の

し

ん

く

ひ

虫

・

あ

は

の

め

い

が

・

か

ぶ

ら

や

が

・

き

く

び

れ

あ

ぶ

ら

・

黒

穂

病

・

銹

病

・

ベ

ト

病

貯

穀

の

害

虫

6
・

こ

く

ぞ

う

・

お

ほ

こ

く

ぬ

す

と

・

の

こ

ぎ

り

こ

く

ぬ

す

と

・

も

み

な

が

し

ん

く

ひ

・

い

っ

て

ん

こ

く

が

・

ば

く

が

あ

づ

き

ぞ

う

む

し

２

特

用

植

物

大

豆

1
・

ひ

め

こ

が

ね

・

こ

ふ

き

ぞ

う

む

し

・

ま

め

は

ん

め

う

・

ま

め

し

ん

く

ひ

・

は

ら

び

ろ

が

め

む

し

・

ま

め

ど

く

が

・

ま

め

の

こ

が

ね

・

ま

め

ま

だ

ら

め

い

が

・

ほ

そ

へ

り

か

め

む

し
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・

萎

黄

病

・

斑

紋

病

・

紫

斑

病

小

豆

2
・

あ

づ

き

ぞ

う

む

し

・

ま

め

の

あ

ぶ

ら

む

し

・

あ

づ

き

が

め

む

し

・

あ

づ

き

さ

や

む

し

が

・

ま

め

の

め

ひ

が

・

ま

る

が

め

む

し

・

炭

疽

病

除

虫

菊

3
・

こ

め

つ

き

む

し

・

萎

縮

病

・

立

枯

病

桑

4
・

く

わ

の

か

ひ

が

ら

む

し

・

く

わ

か

み

き

り

・

く

は

の

ひ

め

ぞ

う

む

し

・

く

わ

の

し

ん

と

め

た

ま

ば

ひ

・

き

ん

け

む

し

・

く

わ

の

め

い

が

・

し

わ

き

じ

ら

み

・

紫

紋

羽

病

・

胴

枯

病

・

膏

藥

病

・

白

渋

病

・

赤

渋

病

茶

5
・

ち

ゃ

け

む

し

・

ち

ゃ

み

の

む

し

・

ち

ゃ

の

お

ほ

は

ま

き

・

ち

ゃ

の

ま

る

か

・

ひ

が

ら

む

し

・

つ

ち

ろ

う

む

し

・

赤

葉

枯

病

・

白

斑

病

・

煤

病

ハ

ブ

茶

6
・

ひ

め

こ

が

ね

・

ど

う

が

ね

ぶ

ん

ぶ

ん

（

白

菜

類

に

属

す

る

も

の

多

し

）

蕓

苔

7

蕓

・

斑

点

病

・

褐

紋

病

・

菌

核

病

紫

雲

英

8
・

ま

め

の

あ

ぶ

ら

む

し

・

菌

核

病

・

白

粉

病

甘

庶

9
・

い

ね

よ

た

う

む

し

・

い

な

ご

・

だ

い

め

う

ば

っ

た

・

浮

塵

子

類

（

大

要

稲

と

同

じ

・

黒

穂

病

・

露

菌

病

）

３

蔬

菜

根

菜

類

1
ａ

大

根

・

も

ん

し

ろ

て

う

・

は

い

ま

だ

ら

の

め

い

が

・

だ

い

こ

ん

あ

ぶ

ら

む

し

ｂ

白

菜

類

・

さ

る

は

む

し

・

か

ぶ

ら

は

ば

ち

・

な

が

免

・

な

の

め

い

が

・

よ

た

う

が

・

か

ぶ

ら

や

が

・

た

ま

な

や

が

・

だ

い

こ

の

み

は

む

し

・

？

き

す

じ

の

み

は

む

し

・

ベ

ト

病

・

白

菜

病

・

白

斑

病

・

腐

敗

病

・

立

枯

病
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ｃ

人

参

・

に

ん

じ

ん

の

め

む

し

・

き

あ

げ

は

・

む

ら

さ

き

が

め

む

し

・

腐

敗

病

・

斑

点

病

・

褐

斑

病

ｄ

牛

蒡

・

ご

ぼ

う

の

は

ま

き

も

ど

き

・

ご

ぼ

う

ざ

う

む

し

・

く

さ

ぎ

が

め

む

し

・

ご

ぼ

う

ぎ

ん

す

じ

は

ま

き

・

黒

斑

病

・

白

渋

病

ｅ

さ

つ

ま

い

も

・

な

か

じ

ろ

し

た

ば

い

も

こ

が

・

と

っ

く

り

あ

ぶ

ら

む

し

・

え

び

が

ら

す

ゞ

め

・

紫

紋

羽

病

・

根

腐

病

ｆ

じ

ゃ

が

い

も

・

お

ほ

に

じ

う

や

し

て

ん

と

う

む

し

・

に

じ

う

や

ほ

し

て

ん

と

う

む

し

・

よ

と

う

が

・

と

っ

く

り

あ

ぶ

ら

む

し

・

か

ぶ

ら

や

が

・

疫

病

・

萎

縮

病

・

腐

敗

病

ｇ

さ

と

い

も

・

せ

す

じ

す

ゝ

め

・

い

も

あ

ぶ

ら

む

し

・

い

っ

ぽ

ん

・

腐

敗

病

・

斑

紋

病

・

疫

病

ｈ

や

ま

ね

い

も

・

や

ま

ね

い

も

は

む

し

・

こ

ほ

う

ぎ

・

斑

点

病

・

炭

疽

病

ｉ

百

合

・

ね

だ

に

・

立

枯

病

・

炭

疽

病

・

錆

病

ｊ

く

わ

い

・

く

わ

い

の

あ

ぶ

ら

む

し

・

き

り

う

じ

が

ゞ

ん

ぼ

・

斑

紋

病

ｋ

蓮

・

は

す

も

ん

よ

と

う

・

く

わ

い

く

び

れ

あ

ぶ

ら

む

し

・

腐

敗

病

葉

茎

菜

類

2
ａ

竹

の

子

・

は

ざ

ま

ち

く

ば

ｂ

う

ど

・

う

ど

の

は

ま

き

む

し

・

ひ

め

し

ろ

ぞ

う

む

し

・

し

ら

ほ

し

・

か

め

む

し
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・

褐

紋

病

ｃ

ア

ス

バ

ラ

ガ

ス

・

き

あ

げ

は

・

銹

病

・

茎

枯

病

・

炭

疽

病

ｄ

ち

し

ゃ

・

ベ

ト

病

・

葉

枯

病

ｅ

ほ

う

れ

ん

さ

う

・

ベ

ト

病

・

炭

疽

病

ｆ

し

ゅ

ん

ぎ

く

・

き

く

あ

ぶ

ら

む

し

・

腐

敗

病

・

炭

疽

病

ｇ

ふ

き

・

ふ

き

の

ず

い

む

し

・

あ

わ

の

め

い

ち

ゅ

う

・

ふ

き

ば

っ

た

・

白

星

病

・

黒

斑

病

・

銹

病

葷

辛

類

3
ａ

ね

ぎ

・

ね

ぎ

の

む

く

げ

む

し

・

は

す

も

ん

よ

た

う

・

ひ

な

ば

っ

た

・

た

ま

な

や

が

・

か

ぶ

ら

や

が

・

青

銹

病

・

ベ

ト

病

・

葉

枯

病

ｂ

玉

ね

ぎ

・

け

ら

・

ひ

な

ば

っ

た

・

な

ま

な

や

が

・

か

ぶ

ら

や

が

・

み

つ

か

ど

こ

ほ

う

ぎ

・

黒

穂

病

ｃ

み

つ

ば

・

銹

病

ｄ

せ

り

・

白

星

病

・

紋

点

描

ｅ

し

そ

・

銹

病

・

萎

縮

病

ｆ

し

や

う

が

・

あ

は

の

め

い

ち

う

・

腐

敗

病

・

い

も

ち

病

ｇ

み

ょ

う

が

・

か

う

も

り

が

ｈ

と

う

が

ら

し
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・

炭

疽

病

・

白

星

病

・

斑

点

病

・

黒

黴

病

果

菜

類

4
ａ

瓜

類

・

う

り

は

む

し

・

う

り

め

い

が

・

た

ね

ば

い

・

よ

た

う

む

し

・

と

っ

く

り

あ

ぶ

ら

む

し

・

炭

疽

病

・

ベ

ト

病

・

蔓

割

病

ｂ

ゆ

う

が

ほ

・

う

り

は

む

し

ｃ

茄

子

・

か

ぶ

ら

や

が

・

た

ま

な

や

が

・

お

ほ

に

じ

う

や

ほ

し

て

ん

と

う

む

し

・

に

じ

う

や

ほ

し

て

ん

と

う

む

し

・

ほ

ゝ

づ

き

が

め

む

し

・

と

っ

く

の

あ

ぶ

ら

む

し

・

青

枯

病

・

立

枯

病

・

綿

疫

病

・

褐

点

描

ｄ

と

ま

と

・

と

っ

く

り

あ

ぶ

ら

む

し

・

ほ

ゝ

づ

き

が

め

む

し

・

な

す

の

め

く

ら

が

め

む

し

・

黒

斑

病

・

腐

敗

病

・

白

星

病

ｅ

い

ち

ご

・

い

ち

ご

ぞ

う

む

し

・

ば

ら

の

か

ひ

が

ら

む

し

・

う

す

ば

ひ

め

よ

こ

ば

ひ

・

い

ち

ご

が

め

む

し

・

斑

葉

病

・

葉

枯

病

莢

実

類

5
ａ

い

ん

げ

ん

ま

め

・

ひ

め

こ

が

ね

・

ど

う

が

ね

ぶ

ん

ぶ

ん

・

ま

だ

ら

と

り

ば

・

ま

め

ひ

め

よ

こ

ば

ひ

・

銹

病

・

角

斑

病

・

炭

疽

病

ｂ

う

づ

ら

豆

・

う

ら

な

み

し

じ

み

ｃ

え

ん

ど

う

・

よ

た

う

む

し

・

ほ

そ

へ

り

が

め

む

し

・

よ

と

う

が

・

ま

め

ぞ

う

む

し

・

え

ん

ま

こ

ほ

ろ

ぎ

・

え

ん

ど

ひ

げ

な

が

あ

ぶ

ら

む

し

・

炭

疽

病

・

褐

斑

病

・

白

渋

病

・

弥

地

病

ｄ

そ

ら

ま

め

・

ま

め

の

あ

ぶ

ら

む

し

・

そ

ら

ま

め

ざ

う

む

し

・

銹

病

・

ベ

ト

病

・

褐

斑

病

菌

類

6
ａ

松

茸
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・

き

の

こ

ば

ひ

・

な

め

く

じ

ｂ

椎

茸

多

数

に

付

略

４

果

樹

類

か

ん

き

つ

1
・

い

せ

り

や

か

ひ

が

ら

む

し

・

る

び

ろ

う

む

し

・

ほ

し

か

み

き

り

・

み

か

ん

は

む

ぐ

り

む

し

・

み

か

ん

の

な

か

か

き

か

ひ

が

ら

む

し

・

み

か

ん

の

ま

る

か

ひ

が

ら

む

し

・

ま

る

く

ろ

ほ

し

か

ひ

が

ら

む

し

・

こ

ん

ま

か

ひ

が

ら

む

し

・

あ

げ

は

・

み

か

ん

の

は

ま

き

む

し

・

み

の

む

し

・

あ

を

ば

は

ご

ろ

も

・

こ

あ

を

は

む

ぐ

り

・

あ

か

だ

に

・

さ

び

だ

に

・

濆

瘍

病

・

褐

色

小

円

星

病

・

煤

病

・

褐

色

腐

敗

病

・

裂

果

病

・

炭

疽

病

・

裾

腐

病

・

樹

脂

病

・

斑

葉

病

・

黄

斑

病

柿

2
・

い

ら

む

し

・

か

き

の

み

の

む

し

・

か

め

の

こ

ろ

う

む

し

・

つ

の

ろ

う

む

し

・

ぢ

や

の

か

ひ

が

ら

む

し

・

な

し

の

く

ろ

か

き

か

ひ

が

ら

む

し

・

き

の

か

わ

が

・

か

き

の

こ

な

が

ひ

が

ら

む

し

・

角

斑

性

落

葉

病

・

円

星

性

落

葉

病

・

炭

疽

病

・

黒

星

病

・

根

頭

瘤

腫

病

栗

3
・

く

ぬ

ぎ

か

み

き

り

・

く

す

さ

ん

・

く

り

の

み

の

む

し

・

く

り

の

み

ぞ

う

む

し

・

く

り

あ

ま

だ

ら

あ

ぶ

ら

む

し

・

胴

枯

病

・

斑

点

病

梨

4
・

さ

ん

ほ

し

ぜ

か

い

が

ら

む

し

・

な

し

の

る

り

か

み

き

り

・

な

し

じ

ら

み

・

ぐ

ん

ば

い

む

し

・

ほ

し

け

む

し

・

な

し

の

し

ん

く

ひ

・

な

し

ひ

め

し

ん

く

ひ

・

な

し

の

み

ば

ち

・

黒

斑

病

・

赤

星

病

・

黒

星

病

・

輪

紋

病

・

褐

斑

病

葡

萄

5
・

ふ

い

ち

き

せ

ら

・

ぶ

ど

う

す

か

し

ば

・

ぶ

ど

う

と

ら

か

み

き

り

・

ひ

め

こ

が

ね

・

ま

め

こ

が

ね

・

ど

う

が

ね

ぶ

ん

ぶ

ん

・

黒

痘

病

・

炭

疽

病

・

錆

病

李

6
・

う

め

け

む

し

・

も

ん

し

ろ

し

ゃ

ち

ほ

こ

・

ひ

め

こ

が

ね

・

も

ゝ

の

し

ん

く

ひ

・

も

ゝ

の

ひ

め

し

ん

く

ひ

・

た

ま

が

た

か

ひ

か

ら

む

し

・

す

も

ゝ

は

ま

き

・

日

焼

病

・

黒

斑

病

水

蜜

桃

7
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・

も

ゝ

の

し

ん

く

ひ

・

も

ゝ

ぞ

う

む

し

・

も

ゝ

は

ま

き

あ

ぶ

ら

・

こ

す

か

し

ば

・

う

す

え

ぐ

り

ば

・

炭

疽

病

・

細

菌

性

穿

孔

病

・

樹

脂

病

梅

8
・

う

め

の

け

む

し

・

う

め

し

ゃ

く

と

り

・

く

わ

か

ひ

が

ら

む

し

・

黒

星

病

・

斑

点

病

櫻

9
・

く

わ

か

ひ

が

ら

む

し

・

ぐ

ん

ば

い

む

し

・

も

ん

し

ろ

し

ゃ

ち

ほ

こ

・

う

め

け

む

し

・

も

ゝ

す

ゞ

め

・

さ

く

ら

こ

が

ね

・

天

狗

巣

病

・

穿

孔

病

・

銹

病

菊

10
・

き

く

あ

ぶ

ら

・

き

く

す

ひ

か

み

き

り

・

よ

も

ぎ

は

む

し

・

う

ど

ん

こ

病

・

黒

銹

病

・

褐

銹

病

・

斑

点

病

竹

11
・

た

け

の

ふ

く

ろ

か

ひ

が

ら

む

し

・

た

け

の

ほ

そ

く

ろ

ば

・

ほ

じ

き

く

ち

ば

・

い

ち

も

ん

ぢ

せ

ゝ

り

・

竹

蓐

病

・

天

狗

巣

病

・

斑

点

病

・

煤

病

松

12
・

ま

つ

の

こ

な

か

ひ

が

ら

・

ま

つ

け

む

し

・

ま

つ

は

ま

き

・

ま

つ

の

こ

し

ん

く

い

・

ま

つ

の

は

ば

ち

・

か

み

き

り

・

葉

枯

病

・

銹

病

・

瘻

瘤

病

杦

杦

13
・

す

ぎ

ど

く

が

・

す

じ

こ

か

ね

・

く

ろ

こ

が

ね

・

赤

枯

病

・

瘤

病

人

文

的

方

面

第

二

扁

人

口

第

一

章

１

現

在

人

口

戸

数

二

八

〇

男

七

九

一

人
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女

七

〇

九

人

計

一

五

〇

〇

人

２

部

落

人

口

戸

数

調

査

昭

和

七

年

度
部

落

戸

数

男

女

熊

野

六

六

一

七

二

一

六

四

岩

内

五

〇

一

三

八

一

一

三

下

野

口

五

七

一

五

〇

一

四

三

上

野

口

六

〇

一

七

〇

一

六

九

北

野

口

四

七

一

四

一

一

二

〇

計

二

八

〇

七

九

一

七

〇

九

３

本

村

職

業

別

戸

数

部

落

農

業

商

業

農

兼

工

官

公

吏

其

他

農

兼

商

熊

野

六

〇

〇

二

〇

一

二

岩

内

四

四

二

三

〇

一

〇

下

野

口

五

二

〇

一

一

二

一

上

野

口

四

二

二

二

〇

〇

一

北

野

口

五

〇

二

二

〇

〇

〇

計

二

四

八

六

一

〇

一

四

四

但

昭

和

七

年

度

は

九

月

卅

日

現

在

と

す

４

出

生

及

死

亡要

項

／

年

度

昭

和

２

昭

和

３

昭

和

４

昭

和

５

昭

和

６

昭

和

７

計

年

平

均

出

生

七

一

五

二

四

一

五

八

五

七

四

五

三

二

四

五

六

死

亡

二

三

一

八

三

四

一

六

二

二

一

四

一

二

七

二

二

但

し

昭

和

七

年

度

は

九

月

卅

日

現

在

５

婚

姻

及

離

婚要

項

／

年

度

昭

和

２

昭

和

３

昭

和

４

昭

和

５

昭

和

６

昭

和

７

計

年

平

均

婚

姻

三

六

二

〇

二

〇

二

八

三

九

一

六

一

六

八

二

九

離

婚

〇

三

二

三

四

〇

一

二

二

６

徴

兵

検

査

累

年

比

較

表
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要

項

／

年

度

昭

和

２

昭

和

３

昭

和

４

昭

和

５

昭

和

６

昭

和

７

計

年

平

均

五

．

五

四

甲

種

六

四

五

七

四

五

三

一

一

．

八

八

乙

種

二

二

一

〇

四

一

一

〇

六

．

二

五

丙

種

四

四

九

八

五

五

三

五

７

戸

数

と

一

戸

当

た

り

人

口

戸

人

一

戸

当

た

り

人

口

数

口

最

大

最

小

平

均

二

八

一

五

〇

〇

一

六

一

四

運

輸

及

交

通

第

二

章

１

道

路

イ

種

類

延

長

（

單

位

米

）

幅

員

縣

道

村

道

里

道

計

四

七

七

二

．

七

三

四

七

七

二

．

七

三

二

間

三

四

四

二

．

三

七

ｍ

七

五

八

．

一

九

四

二

〇

〇

．

五

六

九

尺

九

三

七

．

〇

〇

九

三

七

．

〇

〇

七

尺

二

三

五

〇

．

九

〇

八

四

〇

．

〇

〇

三

一

九

〇

．

九

〇

七

尺

以

下

三

四

四

二

．

三

七

ｍ

八

八

一

八

．

八

二

八

四

〇

．

〇

〇

一

三

一

〇

一

．

一

九

計

ロ

分

布

状

況

（

交

通

圖

参

照

）

地

形

上

か

ら

道

路

は

、

西

北

に

発

達

し

東

南

に

疎

な

り

。

縣

道

丙

号

線

河

南

・

龍

神

線

は

東

西

に

岩

内

・

熊

野

を

貫

通

し

、

村

道

御

坊

・

野

口

線

、

丹

生

・

藤

田

線

北

部

貫

通

各

幹

線

を

な

す

。

ハ

修

繕

村

道

年

に

二

度

字

民

出

役

し

て

修

繕

す

縣

道

修

繕

工

夫

一

人

ニ

橋

梁

縣

道

一

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト
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村

道

一

木

橋

・

三

土

橋

２

運

輸

イ

鉄

道

紀

勢

線

は

北

東

丹

生

村

・

矢

田

村

を

赱

り

、

本

村

輸

送

物

は

主

と

し

て

丹

生

村

和

佐

駅

に

よ

る

。

本

村

は

同

駅

配

達

区

域

内

に

あ

り

、

然

れ

ど

も

北

部

・

西

部

村

民

は

多

く

道

成

寺

駅

・

御

坊

駅

を

利

用

す

る

者

多

し

。

停

車

場

位

置駅

名

斈

校

よ

り

熊

野

よ

り

岩

内

よ

り

和

佐

駅

三

一

〇

九

ｍ

二

四

一

〇

三

六

九

七

道

成

寺

駅

一

九

三

五

三

〇

三

五

三

八

六

二

旅

客

運

賃

表

（

和

佐

駅

よ

り

）

田

辺

五

七

紀

伊

由

良

二

二

紀

三

井

寺

八

八

阪

和

天

王

寺

一

九

二

芳

養

四

九

紀

伊

湯

浅

三

八

東

和

歌

山

九

六

大

阪

二

〇

〇

南

部

四

一

藤

並

四

三

和

歌

山

九

九

京

都

二

六

六

岩

代

三

三

紀

伊

宮

原

四

九

和

歌

山

市

一

〇

〇

名

古

屋

四

三

四

切

目

二

四

簑

島

五

七

粉

河

一

三

一

東

京

七

五

五

印

南

一

九

下

津

六

四

橋

本

一

五

八

神

戸

二

五

四

稲

原

一

一

加

茂

郷

六

九

奈

良

二

四

五

下

関

七

五

〇

道

成

寺

八

日

方

七

八

南

海

岸

和

田

一

六

一

御

坊

一

〇

内

原

一

五

南

海

難

波

一

九

六

貨

物

運

賃

表
貨

物

特

別

小

品

扱

一

貨

車

蜜

柑

箱

一

般

貨

物

生

活

必

需

品

地

名

（

８

ｔ

）

三

〇

㎏

一

〇

〇

㎏

三

〇

㎏

一

〇

〇

㎏

(

２

２

㎏)

．
5

田

辺

一

二

〇

．

二

〇

〇

．

四

五

一

円

一

〇

〇

．

四

〇

一

．

〇

〇

円

円

円

和

歌

山

一

二

〇

．

二

〇

〇

．

四

五

一

．

一

〇

〇

．

四

〇

一

．

〇

〇

大

阪

五

五

〇

．

三

〇

〇

．

五

五

一

．

三

〇

〇

．

四

五

一

．

一

〇

神

戸

六

〇

〇

．

四

〇

〇

．

六

〇

一

．

四

〇

〇

．

五

〇

一

．

二

〇

京

都

六

〇

〇

．

四

〇

名

古

屋

七

三

〇

．

四

五

〇

．

七

〇

一

．

六

〇

〇

．

六

〇

一

．

四

〇

東

京

一

二

〇

〇

．

五

五

一

．

〇

五

二

．

四

〇

〇

．

八

五

二

．

〇

〇
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備

考

特

小

は

目

方

に

よ

り

差

あ

れ

ど

も

、

特

に

こ

の

二

種

目

を

出

す

。

神

戸

は

最

も

安

い

所

を

と

る

配

達

賃

及

取

扱

賃

は

㎏

ま

で

十

銭･
･
･
･
･

配

達

賃

30
〃

五

銭･
･
･
･
･

取

扱

賃

（

午

前

六

時

〇

四

分

上

り

仝

六

時

二

〇

分

下

り

に

て

発

車

し

て

要

す

る

時

間

）

旅

客

所

要

時

間

目

的

地

時

間

目

的

地

時

間

田

辺

五

九

分

和

歌

山

市

一

時

間

四

〇

分

南

部

四

九

分

道

成

寺

七

分

印

南

二

〇

分

御

坊

一

二

分

稲

原

一

二

分

由

良

二

六

分

簑

島

五

九

分

湯

浅

四

〇

分

東

和

歌

山

一

時

間

四

〇

分

日

方

一

時

間

二

三

分

和

歌

山

一

時

間

四

四

分

ロ

自

動

車

定

期

自

動

車

1
・

ト

ラ

ッ

ク

一

往

復

川

中

線

（

御

坊

中

央

自

動

車

）

・

旅

客

一

往

復

仝

（

御

坊

南

海

自

動

車

）

運

賃

（

小

学

校

を

起

点

と

す

）

2

旅

客

貨

物

目

的

地

定

期

貸

切

目

的

地

一

台

貸

切

米

一

俵

御

坊

三

〇

銭

一

円

五

〇

銭

御

坊

二

円

五

〇

銭

十

銭

和

佐

二

〇

銭

和

佐

二

．

〇

〇

八

銭

村

内

所

有

乘

物

数

3

・

自

轉

車

二

一

一

・

馬

八

・

舟

六

・

リ

ヤ

カ

ー

六

一

軍

馬

二

私

有

三

・

荷

車

三

九

乘

馬

一

水

利

組

合

二

・

馬

車

六

荷

馬

四

渡

舟

一

小

馬

一
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ハ

郵

便

電

信

電

話

局

名

斈

校

よ

り

熊

野

よ

り

熊

野

よ

り

御

坊

局

四

五

六

八

ｍ

三

八

五

五

二

五

六

八

藤

井

局

一

一

五

九

二

二

五

九

三

〇

八

六

郵

便

集

配

の

回

数

三

等

郵

便

局

御

坊

局

の

区

域

に

し

て

午

前

中

一

度

集

配

教

育

第

三

章

１

小

斈

校

沿

革

本

校

創

立
明

治

九

年

六

月

二

十

三

日

成

仁

小

斈

校

と

称

し

安

樂

寺

を

假

校

舎

と

す

。

通

斈

生

徒

は

野

口

の

み

な

り

。

明

治

十

七

年

十

月

町

村

立

小

斈

校

設

置

区

域

及

校

数

等

改

正

せ

ら

れ

て

、

本

校

は

藤

井

村

の

分

校

と

な

る

。

明

治

二

十

年

四

月

野

口

簡

易

小

斈

校

仝

二

十

一

年

八

月

廿

一

日

の

暴

風

雨

に

至

り

、

倒

壊

家

屋

数

十

の

多

き

に

達

し

近

年

希

有

の

暴

風

、

明

治

二

十

二

年

四

月

一

日

野

口

・

熊

野

・

岩

内

合

併

し

て

野

口

村

と

な

る

。

仝

八

月

二

十

二

日

大

洪

水

あ

り

。

こ

の

天

災

の

爲

諸

般

の

事

業

大

ひ

に

萎

靡

し

挽

回

又

容

易

な

ら

ず

。

就

中

教

育

事

業

の

如

き

殆

ど

顧

慮

す

る

遑

な

く

休

校

二

ヶ

年

余

り

。

校

具

・

諸

記

録

等

流

失

多

く

、

実

に

教

育

上

の

大

障

害

を

な

す

。

明

治

二

十

四

年

四

月

野

口

村

尋

常

小

斈

校

休

業

中

と

て

職

員

な

し

。

明

治

二

十

六

年

十

二

月

校

舎

を

法

林

寺

に

移

す

。

明

治

二

十

九

年

五

月

旧

薗

小

斈

舎

買

入

、

大

字

野

口

西

光

寺

三

〇

九

番

地

に

起

工

、

十

一

月

落

成

移

轉

す

。

明

治

三

十

年

九

月

二

十

二

日

御

眞

影

奉

迎

新

築

移

轉

式

。

明

治

四

十

一

年

八

月

十

二

日

増

築

工

事

着

手

、

仝

四

十

三

年

三

月

落

成

。

明

治

四

十

三

年

六

月

二

十

一

日

古

刀

（

銘

兼

房

）

一

口

及

楠

氏

遺

品

寫

真

一

軸

寄

贈

さ

る

。

大

正

二

年

四

月

一

日

裁

縫

斈

校

附

設

す

。

大

正

五

年

四

月

一

日

裁

縫

斈

校

を

閉

ず

。

大

正

六

年

十

月

十

九

日

今

上

陛

下

御

尊

影

奉

迎

、

大

正

九

年

一

月

増

築

起

工

、

仝

十

年

二

月

落

成

。

大

正

十

年

四

月

高

等

併

置

野

口

村

尋

常

高

等

小

学

校

（

現

在

。
）

○

歴

代

の

校

長

左

の

如

し

藤

田

秀

次

郎

明

治

二

十

九

年

一

月

卅

一

日

よ

り

明

治

三

十

五

年

四

月

三

十

日

に

至

る

間

濱

中

寅

松

仝

三

十

五

年

四

月

三

十

日

仝

三

十

九

年

五

月

二

十

八

日

村

山

英

仝

三

十

九

年

九

月

二

十

三

日

仝

四

十

年

十

一

月

十

八

日

菶

葛

葉

隆

仝

四

十

〇

年

十

一

月

十

八

日

菶

菶

仝

四

十

壱

年

四

月

十

五

日

山

東

敏

二

郎

仝

四

十

一

年

四

月

十

五

日

仝

四

十

三

年

十

一

月

廿

八

日

葛

城

邦

長

仝

四

十

四

年

二

月

十

四

日

大

正

三

年

三

月

三

十

一

日

中

洲

宗

吉

大

正

三

年

三

月

卅

一

日

仝

五

年

三

月

三

十

一

日

野

尻

績

仝

五

年

三

月

三

十

一

日

仝

八

年

三

月

三

十

一

日
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丸

山

乙

松

仝

八

年

三

月

三

十

一

日

仝

十

年

三

月

三

十

一

日

依

岡

信

一

郎

仝

十

年

三

月

三

十

一

日

昭

和

四

年

三

月

三

十

一

日

佐

竹

義

一

昭

和

四

年

三

月

三

十

一

日

赴

任

①

校

地

・

設

備

・

建

物

校

地

総

坪

数

一

三

七

八

．

〇

坪

生

徒

一

人

当

備

考

校

舎

敷

地

一

九

六

．

五

教

室

・

職

員

室

・

便

所

等

運

動

場

五

九

五

．

〇

二

．

〇

〇

内

実

習

地

五

五

五

．

〇

九

．

一

〇

蔬

菜

園

・

水

田

・

果

樹

園

附

温

室

六

．

〇

属

農

舎

五

．

〇

実

習

地

内

建

堆

肥

舎

五

．

〇

訳

物

畜

舎

二

二

．

〇

付

属

地

二

九

．

五

②

生

徒

に

関

す

る

調

査

イ

斈

令

児

童

就

斈

状

況尋

常

科

修

業

者

中

不

就

斈

者

高

等

科

就

学

者

中

年

度

猶

豫

免

除

合

計

男

女

計

男

女

計

男

女

男

女

計

一

一

三

一

二

二

二

三

五

二

〇

一

七

三

七

二

七

二

大

正

十

四

年

一

二

七

一

一

六

二

四

三

二

九

一

六

四

五

一

二

八

八

〃

十

五

年

一

一

二

七

一

一

五

二

四

二

二

五

二

四

四

九

二

九

一

昭

和

二

年

一

二

八

一

二

一

二

四

九

二

二

二

二

四

四

二

九

三

〃

三

年

一

二

六

一

二

三

二

四

九

三

五

二

一

五

六

三

〇

五

〃

四

年

一

〇

一

一

一

一

二

一

二

三

三

二

八

六

一

二

七

三

〃

五

年

一

二

一

一

二

二

二

四

三

二

四

三

一

五

六

二

九

八

〃

六

年

ロ

斈

級

児

童

数

及

教

員

配

置

状

況

斈

斈

児

童

教

員

備

考

級

年

男

女

計

資

格

本

校

勤

続

年

月

氏

名

一

尋

一

一

五

二

三

三

八

小

正

二

年

五

ヶ

月

永

田

一

雄

実

業

教

員

養

成

所

卆

二

尋

二

一

六

一

二

二

八

〃

五

ヶ

月

原

利

子

師

二

卆

三

尋

三

二

四

二

〇

四

四

〃

三

年

五

ヶ

月

佐

竹

義

一

斈

校

長

師

二

卆

四

尋

四

一

九

二

五

四

四

代

用

九

月

一

日

就

職

五

味

英

東

洋

大

斈

卒

業
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斈

斈

児

童

教

員

備

考

級

年

男

女

計

資

格

本

校

勤

続

年

月

氏

名

五

尋

五

一

六

二

二

三

八

小

正

五

ヶ

月

岩

崎

忠

一

実

業

教

員

養

成

所

卒

六

尋

六

一

九

二

〇

三

九

〃

一

年

五

ヶ

月

藪

内

作

一

師

二

卆

七

高

一

二

三

一

八

四

一

〃

一

年

五

ヶ

月

玉

置

錬

太

郎

仝

右

〃

二

一

一

九

二

〇

計

一

四

三

一

四

九

二

九

二

〃

休

職

中

村

ひ

さ

ゑ

師

一

卆

ハ

児

童

成

績

（

昭

和

七

年

九

月

現

在

）

種

身

体

強

弱

ヨ

リ

見

タ

ル

家

庭

ノ

貧

富

ヨ

リ

見

タ

ル

百

分

比

別

強

中

弱

富

中

貧

優

良

児

中

等

児

不

良

児

ニ

健

康

状

態

斈

男

平

均

身

長

平

均

体

重

平

均

胸

囲

眼

疾

ア

ル

者

耳

疾

ア

ル

者

ウ

ミ

ア

ル

者

概

評

年

女

甲

乙

丙

一

．

〇

七

一

七

．

九

一

〇

．

五

五

五

一

〇

六

尋

男

七

八

一

．

〇

八

一

七

．

三

三

〇

．

五

四

三

九

二

一

女

三

五

一

．

一

七

六

二

〇

．

〇

三

〇

．

五

七

七

七

四

九

尋

男

三

七

一

．

一

一

二

一

九

．

〇

四

〇

．

五

六

二

四

二

七

二

女

四

四

一

．

一

八

九

二

二

．

二

九

二

〇

．

五

八

九

五

一

八

二

尋

男

五

一

一

〇

一

．

一

五

三

二

〇

．

五

七

〇

〇

．

五

七

二

二

一

二

六

三

女

四

一

一

一

一

．

二

三

三

二

三

．

九

九

七

〇

．

五

九

八

三

九

七

尋

男

五

一

一

四

一

．

二

二

二

二

二

．

五

八

九

〇

．

五

八

九

二

一

九

四

四

女

六

一

一

一

．

二

九

八

二

六

．

〇

〇

六

〇

．

六

二

二

四

八

四

尋

男

四

一

．

二

四

五

二

四

．

八

五

五

〇

．

五

九

一

二

一

五

五

五

女

四

六

一

．

三

一

〇

二

九

．

九

〇

〇

．

六

四

四

四

一

一

四

尋

男

二

一

．

三

三

六

二

六

．

一

〇

〇

．

五

八

一

二

一

五

三

六

女

五

二

一

．

三

六

三

三

〇

．

九

二

八

〇

．

六

六

二

四

一

四

五

高

男

八

一

．

三

〇

〇

三

〇

．

四

〇

六

〇

．

六

四

九

二

九

七

一

女

一
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斈

男

平

均

身

長

平

均

体

重

平

均

胸

囲

眼

疾

ア

ル

者

耳

疾

ア

ル

者

ウ

ミ

ア

ル

者

概

評

年

女

甲

乙

丙

一

．

三

七

〇

三

〇

．

六

〇

〇

〇

．

六

五

八

〇

五

六

高

男

一

一

．

四

一

〇

三

六

．

九

八

三

〇

．

七

一

一

三

四

二

二

女

三

２

義

務

教

育

以

外

の

斈

校

教

育

イ

高

等

科

入

斈

数

及

尋

常

科

卆

業

生

に

対

す

る

割

合

年

度

尋

常

科

卆

業

者

数

高

等

科

入

斈

者

数

入

斈

の

歩

合

備

考

性

別

昭

和

四

年

度

男

二

二

一

七

六

三

％

女

一

七

一

六

九

五

％

昭

和

五

年

度

男

一

六

一

〇

六

三

％

女

一

八

一

四

七

八

％

昭

和

六

年

度

男

二

七

二

三

八

五

％

女

二

三

一

八

七

八

％

ロ

中

等

斈

校

入

斈

者

数

年

度

中

斈

校

女

斈

校

其

他

備

考

昭

和

四

年

度

一

二

一

農

斈

校

昭

和

五

年

度

四

一

一

農

斈

校

昭

和

六

年

度

三

二

一

農

斈

校

ハ

卒

業

後

の

状

況

・

昭

和

七

年

三

月

尋

常

科

卆

業

五

〇

名

中

中

等

斈

校

に

入

斈

せ

る

者

五

名

1
高

等

科

に

入

斈

せ

る

も

の

四

一

名

2
家

事

に

從

事

せ

る

も

の

二

名

3
就

職

せ

る

も

の

二

名

4

・

昭

和

七

年

三

月

高

等

科

卆

業

二

十

九

名

中

農

斈

校

へ

入

斈

せ

る

も

の

一

名

1
家

事

に

從

事

せ

る

も

の

一

〇

名

2
就

職

せ

る

も

の

一

一

名

3
未

就

職

者

七

名

4
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３

農

業

補

習

斈

校

イ

沿

革
明

治

四

十

年

五

月

十

九

日

創

立

。

野

口

村

立

附

設

農

業

補

習

斈

校

と

称

し

、

野

口

村

小

斈

校

に

附

設

し

、

就

斈

区

域

は

小

斈

校

に

同

じ

。

修

業

年

限

は

二

ヶ

年

と

す

。

明

治

四

十

一

年

十

月

十

六

日

本

村

青

年

会

設

立

す

る

や

、

本

校

を

小

斈

校

に

分

教

場

を

各

支

会

に

於

く

。

其

の

後

青

年

会

改

造

と

共

に

分

教

場

を

熊

野

・

岩

内

の

二

ヶ

所

と

す

。

大

正

九

年

四

月

よ

り

年

限

を

延

長

し

、

豫

科

二

年

・

本

科

四

年

・

研

究

科

二

年

の

八

ヶ

年

と

す

。

大

正

十

年

四

月

よ

り

毎

月

二

日

間

本

校

に

於

い

て

統

一

教

授

を

な

し

、

大

正

十

一

年

度

よ

り

斈

則

を

新

令

に

準

じ

て

変

更

し

、

前

期

二

ヶ

年

後

期

三

ヶ

年

と

な

し

教

授

日

数

を

増

し

、

毎

月

月

夜

一

週

間

を

本

校

に

於

い

て

統

一

教

授

を

な

し

、

他

は

月

水

禽

本

校

及

分

教

場

二

ヶ

所

に

於

い

て

教

授

し

、

漸

次

統

一

気

分

を

作

り

大

正

十

三

年

四

月

よ

り

分

教

場

を

廃

し

て

全

く

統

一

現

在

に

及

ぶ

。

ロ

斈

科

目

及

教

授

時

数

・

教

授

季

節

及

日

数

科

目

豫

科

本

科

研

究

科

普

修

身

・

公

民

三

〇

三

〇

五

六

通

国

語

七

〇

六

〇

二

〇

科

算

術

六

〇

六

〇

二

〇

地

歴

・

理

科

三

六

三

六

実

業

科

農

業

六

〇

七

〇

一

六

〇

合

計

二

五

六

二

五

六

二

五

六

○

修

業

年

限

豫

科

二

年

本

科

三

年

研

究

科

三

年

○

教

授

時

数

一

ヶ

年

間

二

七

〇

時

○

斈

科

課

程

表

斈

科

豫

科

本

科

研

究

科

修

身

・

公

民

道

徳

の

趣

旨

・

公

民

の

心

得

同

上

同

上

国

語

講

讀

・

作

文

同

上

同

上

数

斈

実

用

数

斈

同

上

同

上

地

学

歴

史

日

本

歴

史

・

日

本

地

理

外

国

地

理

・

外

国

史

理

科

日

常

生

活

に

必

須

な

る

事

項

同

上

農

業

地

方

農

業

に

適

切

な

る

事

項

農

業

コ

レ

ハ

豫

科

種

藝

・

園

藝

・

養

蚕

・

農

経

（

）

教

練

・

体

操

普

通

体

操

・

教

練

同

上

同

上
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ハ

生

徒

数豫
科

一

四

人

本

科

一

三

人

研

究

科

人

ニ

就

斈

・

出

席

の

状

況

就

斈

状

況

最

近

三

ヶ

年

一

〇

〇

％

1
出

席

状

況

〃

九

六

．

〇

三

％

2

ホ

生

徒

卒

業

後

の

状

況

卒

業

生

総

数

九

六

人

自

宅

農

業

八

〇

名

他

出

者

一

六

名

ヘ

設

備教

授

用

設

備

掛

図

・

実

験

器

具

、

器

械

・

薬

品

等

一

式

1
実

習

設

備

2

①

斈

校

実

習

地

三

反

六

畝

蔬

菜

園

一

反

八

畝

内

訳

果

樹

園

六

畝

水

田

一

反

二

畝

②

部

落

実

習

地

五

部

落

五

畝

歩

宛

③

委

託

実

習

地

果

樹

園

一

反

歩

建

物

3

①

農

舎

農

具

及

作

業

室

六

坪

②

倉

庫

一

坪

半

③

堆

肥

舎

三

坪

④

鶏

舎

三

〇

坪

⑤

豚

舎

三

坪

⑥

温

床

二

框

⑦

農

具

各

人

使

用

出

来

ル

ダ

ケ

⑧

温

室

六

坪

ト

経

費

昭

和

七

年

度

豫

算

二

六

〇

円

チ

教

授

訓

練

の

施

設

教

授

上

の

施

設

事

項

1

①

教

授

細

目

②

指

導

案

③

成

績

考

査

④

掲

示

教

育

⑤

辨

論

会

・

討

論

会

⑥

青

年

文

庫
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農

業

実

習

上

の

施

設

事

項

2

①

研

究

発

表

会

②

肥

料

試

験

③

品

種

試

験

④

品

評

会

⑤

米

作

増

収

品

評

会

⑥

見

斈

及

視

察

⑦

豊

年

会

⑧

販

賣

実

習

リ

訓

練

上

の

施

設

国

家

的

施

設

1

①

祝

祭

日

・

記

念

日

の

儀

式

擧

行

②

御

眞

影

奉

安

澱

へ

の

最

敬

礼

③

入

隊

兵

の

歓

送

迎

自

治

的

訓

練

2

①

斈

級

自

治

會

②

部

落

通

斈

團

宗

教

的

訓

練

3

①

宗

教

的

講

話

会

②

神

社

・

寺

院

参

拝

③

靈

場

参

拝

ヌ

各

種

團

体

と

の

連

絡

関

係

青

年

訓

練

所

と

の

関

係

1

補

習

斈

校

の

職

員

は

全

部

訓

練

所

の

職

員

た

り

。

又

生

徒

は

殆

ど

訓

練

所

の

生

徒

な

る

が

故

に

二

身

一

体

な

り

。

青

年

会

と

の

連

絡

2

①

職

員

は

全

部

青

年

会

の

顧

問

と

な

り

て

、

相

談

役

と

な

り

又

生

徒

は

全

部

青

年

團

員

た

り

。

②

青

年

團

役

員

に

補

習

斈

校

の

就

斈

出

席

の

督

勵

の

委

託

③

各

種

の

事

業

は

合

同

で

行

ふ

農

會

と

の

連

絡

3

①

農

會

と

一

致

し

て

村

の

農

業

改

良

に

努

力

す

②

農

會

の

実

行

事

項

は

先

ず

生

徒

か

ら

実

行

せ

し

む

③

品

評

会

・

講

習

会

は

合

同

で

行

ふ

ル

季

節

及

日

数月

次

日

数

月

次

日

数

四

月

一

四

十

月

一

二

五

月

一

二

十

一

月

六

月

十

二

月

一

六

七

月

一

五

一

月

一

四

八

月

二

月

一

五

九

月

一

六

三

月

一

四
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（

唱

和

七

年

十

月

現

在

）

オ

教

員

及

受

持

科

目

氏

名

職

名

担

任

斈

科

任

命

年

月

卆

業

学

校

佐

竹

義

一

教

諭

兼

校

長

修

身

・

公

民

昭

和

四

年

四

月

師

範

二

部

永

田

一

雄

教

諭

農

業

昭

和

五

年

四

月

実

業

教

員

養

成

所

岩

崎

忠

一

助

教

諭

農

業

・

理

科

昭

和

七

年

四

月

仝

藪

内

作

一

〃

地

理

・

歴

史

昭

和

六

年

四

月

師

範

二

部

玉

置

錬

太

郎

〃

数

斈

昭

和

六

年

四

月

師

範

二

部

五

味

英

〃

国

語

昭

和

七

年

九

月

東

洋

大

斈

倫

理

文

斈

科

山

本

侃

二

教

諭

専

任

農

業

昭

和

七

年

十

月

千

葉

高

等

園

芸

斈

校

４

各

種

團

体

イ

水

利

組

合

ａ

組

合

員

数

及

区

域

現

在

組

合

員

数

区

域

内

総

戸

数

仝

上

総

人

口

一

七

五

一

五

五

七

八

〇

ｂ

歳

入

出

豫

算

・

歳

入費

途

反

別

割

特

別

税

其

他

の

収

入

計

組

合

費

一

八

四

〇

円

一

八

円

田

九

二

町

歩

預

金

利

子

三

円

一

八

五

八

円

要

品

賣

却

代

五

円

一

反

ニ

付

二

円

前

年

度

繰

越

金

一

〇

円

・

歳

出
科

目

本

年

度

豫

算

額

前

年

度

豫

算

額

比

較

摘

要

管

理

費

一

六

九

〇

〇

一

六

九

〇

〇

給

料

・

雑

給

・

旅

費

・

需

要

費

会

議

費

一

四

〇

〇

一

四

〇

〇

費

用

辨

費

・

需

要

費

水

路

修

繕

費

・

同

浚

渫

費

・

ポ

ン

プ

運

搬

費

・

監

督

費

事

業

費

＊

一

六

〇

〇

〇

一

六

〇

〇

〇

豫

備

費

七

五

〇

〇

七

五

〇

〇

（

＊

一

六

〇

〇

？

）

計

一

八

五

八

〇

〇

一

八

五

八

〇

〇
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ロ

農

会

一

〇

六

六

円

（

昭

和

七

年

度

）

ａ

経

費

会

員

数

三

〇

〇

名

ｂ

役

員

会

長

一

名

副

会

長

一

名

幹

事

一

名

昭

和

七

年

度

野

口

村

農

会

事

業

方

法

桑

樹

栽

培

講

習

会

を

開

催

、

桑

の

品

質

及

増

収

を

圖

ら

ん

と

す

。

1
稲

作

肥

料

講

習

会

を

開

催

、

合

理

的

施

肥

觀

念

の

徹

底

を

期

す

。

2
米

増

収

競

作

を

な

し

、

米

の

増

収

を

圖

ら

ん

と

す

。

3
米

・

麥

採

種

園

を

設

置

し

、

品

質

の

改

良

を

圖

ら

ん

と

す

。

4
出

荷

組

合

の

活

動

を

督

勵

し

、

農

作

物

の

販

賣

を

改

善

せ

ん

と

す

。

5
自

給

肥

料

を

督

勵

し

、

金

肥

の

節

減

を

圖

ら

ん

と

す

。

6
産

米

生

産

者

に

対

し

、

票

箋

の

無

償

交

附

を

な

し

、

一

定

を

期

せ

ん

と

す

。

7
引

続

き

技

術

員

を

設

置

し

、

農

業

の

改

良

発

達

を

圖

ら

ん

と

す

。

8
早

熟

蔬

菜

を

奨

勵

し

、

農

家

経

済

の

充

実

を

期

す

。

9
優

良

農

村

を

視

察

せ

し

め

産

業

の

発

達

を

期

す

。

10

ハ

養

蚕

実

行

組

合

ａ

目

的

農

産

業

に

関

し

組

合

員

の

利

益

増

進

を

圖

る

を

以

て

目

的

と

す

。

ｂ

事

業
養

蚕

の

指

導

奬

勵

1
掃

立

蚕

種

の

統

一

2
蚕

種

の

共

同

購

入

、

共

同

貯

蔵

及

共

同

催

青

3
稚

蚕

の

共

同

飼

育

4
稚

蚕

の

共

同

飼

育

所

、

稚

蚕

共

同

桑

園

の

設

置

5
桑

園

の

改

良

6
産

繭

の

共

同

販

賣

7
養

蚕

に

関

す

る

必

需

品

の

共

同

購

入

8
蚕

病

又

は

桑

樹

病

虫

害

、

凍

害

の

豫

防

駆

除

9
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違

等

災

害

等

の

共

済

及

共

済

資

金

の

積

立

10
基

本

財

産

の

造

成

11
備

荒

貯

蓄

12
講

習

会

、

講

話

会

の

開

催

13
前

各

号

の

外

組

合

の

目

的

を

達

す

る

た

め

必

要

な

る

事

業

14

ｃ

役

員

、

職

員

、

會

員

数

理

事

七

名

（

理

事

中

よ

り

會

長

一

名

を

互

選

す

）

監

事

五

名

會

員

数

一

五

〇

名

ニ

信

用

組

合

野

口

信

用

組

合

、

熊

野

信

用

組

合

の

二

組

あ

り

ａ

役

員

、

会

員

数

理

事

一

五

名

監

事

九

名

評

定

員

一

九

名

ｂ

事

業
本

組

合

の

事

業

年

度

は

暦

年

度

と

す

1

本

組

合

に

余

裕

金

あ

る

時

は

、

産

業

組

合

中

央

金

庫

・

信

用

組

合

聯

合

会

又

は

総

会

の

承

認

を

へ

た

る

銀

行

に

2
之

を

預

け

入

れ

る

も

の

と

す

事

業

執

行

に

関

す

る

細

則

は

理

事

之

を

定

む

3①

信

用

組

合

員

よ

り

貸

付

の

請

求

あ

り

た

る

と

き

は

、

理

事

は

信

用

程

度

表

及

貸

付

金

の

用

途

を

調

査

し

、

其

の

金

額

1
及

貸

付

方

法

を

定

む

る

も

の

と

す

理

事

貸

付

を

な

す

場

合

に

於

て

必

要

と

認

む

る

時

は

、

組

合

員

を

し

て

保

証

人

を

立

て

し

め

又

は

担

保

を

共

せ

2
し

め

る

事

を

要

す

貸

付

金

の

辨

済

期

限

は

一

ヶ

年

内

に

之

を

定

む

3

理

事

は

貸

付

金

使

用

の

概

況

を

監

査

し

、

貸

付

の

目

的

に

反

す

る

も

の

あ

り

と

認

む

る

と

き

は

期

限

前

と

雖

も

4
辨

済

を

な

さ

し

む

こ

と

を

得

貯

金

の

取

扱

は

一

口

拾

銭

以

上

と

す

5
貸

付

金

及

貯

金

の

利

卆

は

左

の

期

限

内

に

於

て

理

事

之

を

定

む

6

イ

貸

付

金

に

付

て

は

年

一

割

以

下

ロ

貯

金

に

付

て

は

年

六

分

五

厘

以

下

②

購

買
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本

組

合

に

於

て

賣

却

す

る

も

の

1

イ

肥

料

・

農

具

ロ

其

他

総

会

の

決

議

を

経

た

る

も

の

理

事

は

組

合

員

の

需

要

を

調

査

し

、

注

文

に

応

じ

物

品

を

買

入

れ

る

べ

き

も

の

と

す

2

組

合

員

は

理

事

の

承

認

を

へ

る

に

非

れ

ば

、

本

組

合

に

於

て

取

扱

ふ

物

品

を

組

合

外

よ

り

組

合

よ

り

購

賣

す

る

3
事

を

得

ず

賣

却

す

べ

き

も

の

ゝ

代

價

は

市

價

を

標

準

と

し

て

理

事

之

を

定

む

4
組

合

員

は

購

賣

物

品

引

取

と

同

時

に

其

の

代

金

を

支

払

ふ

事

を

要

す

5

ホ

青

年

會

沿

革

明

治

四

十

一

年

十

月

設

立

。

野

口

村

青

年

会

と

称

し

、

事

務

所

を

小

斈

校

に

置

く

。

初

代

会

長

は

村

長

中

村

政

市

氏

に

し

て

歴

代

村

長

若

し

く

は

校

長

が

会

長

を

継

承

し

来

り

し

が

、

大

正

十

年

一

月

に

至

り

上

野

口

坂

口

三

郎

氏

会

長

と

な

り

実

務

は

副

会

長

校

長

依

岡

信

一

郎

氏

専

ら

之

に

当

た

る

。

大

正

十

四

年

二

月

熊

野

大

谷

烈

高

会

長

に

選

ば

れ

、

同

時

に

事

務

所

を

村

役

場

に

移

す

。

昭

和

二

年

大

谷

列

高

再

選

、

仝

四

年

辞

任

に

つ

き

下

野

口

林

松

二

氏

会

長

就

任

、

同

六

年

再

選

現

在

に

至

る

。

此

の

間

明

治

四

十

四

年

補

習

教

育

の

施

設

よ

ろ

し

き

の

故

を

以

て

、

時

の

文

部

大

臣

小

松

原

英

太

郎

氏

よ

り

表

彰

せ

ら

れ

た

る

を

始

と

し

て

、

其

の

他

火

災

・

水

害

等

に

際

し

盡

力

せ

る

か

ど

に

よ

り

縣

知

事

或

は

郡

長

よ

り

表

彰

或

は

感

謝

状

を

受

け

た

る

事

頗

る

多

し

。

昭

和

二

年

野

口

村

青

年

會

を

野

口

村

青

年

團

と

改

称

す

。

現

在

会

員

数

正

會

員

五

六

名

客

員

一

三

名

事

業

村

内

道

路

修

繕

奉

仕

冬

季

夜

警

視

察

見

斈

旅

行

各

支

部

対

抗

競

技

大

會

優

良

青

年

表

彰

弁

論

大

会

開

催

ヘ

婦

人

会

沿

革

大

正

九

年

九

月

一

日

本

村

在

住

の

婦

人

全

部

を

以

て

婦

人

会

を

設

定

し

、

処

女

部

・

主

婦

部

の

二

部

に

分

つ

。

校

長

依

岡

信

一

郎

氏

を

会

長

に

藪

内

ツ

ル

ヱ

氏

を

副

会

長

に

推

戴

。

昭

和

三

年

四

月

藪

内

副

会

長

家

事

都

合

に

依

り

辞

職

。

仝

年

四

月

岡

本

タ

ネ

氏

を

副

会

長

に

推

す

。

昭

和

四

年

四

月

依

岡

会

長

轉

任

に

つ

き

、

後

任

校

長

佐

竹

義

一

氏

を

会

長

に

推

戴

す

。

事

業

各

支

会

毎

月

一

回

例

会

を

開

き

、

講

演

会

・

講

習

会

・

雑

誌

後

讀

を

な

す

。

毎

年

一

回

四

月

遠

足

敬

老

会

役

員

及

會

員会

長

一

名

副

会

長

一

名

支

会

長

一

名

幹

事

一

四

名

（

小

斈

校

長

）
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顧

問

一

五

名

会

員

三

七

三

人

村

治

第

四

章

１

歴

代

村

長

伊

藤

弥

十

郎

明

治

二

二

年

四

月

二

〇

日･
･
･
･
･
･
･

明

治

二

三

年

三

月

二

〇

日

鈴

木

立

庵

〃

二

三

年

四

月

二

日･
･
･
･
･
･
･

〃

二

四

年

四

月

二

日

古

谷

久

三

〃

二

四

年

五

月

二

三

日･
･
･
･
･
･
･

〃

二

八

年

八

月

一

八

日

亀

井

文

太

郎

〃

二

八

年

一

〇

月

二

日･
･
･
･
･
･
･

〃

二

九

年

一

〇

月

二

〇

日

木

村

大

次

郎

〃

二

九

年

一

一

月

一

八

日･
･
･
･
･
･
･

〃

三

八

年

二

月

一

二

日

中

村

政

市

〃

三

八

年

四

月

八

日･
･
･
･
･
･
･

〃

四

四

年

七

月

一

日

坂

口

政

市

〃

四

四

年

一

一

月

三

一

日･
･
･
･
･
･
･

大

正

六

年

一

月

一

八

日

？

？

坂

口

藤

楠

大

正

六

年

二

月

七

日･
･
･
･
･
･
･

〃

一

〇

年

二

月

七

日

藤

田

留

吉

（

玉

置

）

〃

一

〇

年

五

月

三

〇

日･
･
･
･
･
･
･

現

在

２

村

会

議

員

氏

名

及

大

字

別

上

野

口

橋

本

秀

松

坂

口

梅

吉

坂

口

三

郎

三

名

下

野

口

佐

竹

高

四

郎

川

口

岩

松

二

名

北

野

口

大

田

岩

吉

前

歌

市

二

名

岩

内

桶

谷

榮

太

郎

田

端

茂

助

二

名

熊

野

井

谷

常

吉

中

村

文

吉

古

谷

楠

太

郎

三

名

神

社

宗

教

第

五

章

１

神

社

イ

熊

野

神

社

野

口

村

大

字

熊

野

南

谷

に

あ

り

、

祝

家

の

傳

に

往

古

塩

屋

浦

の

海

中

よ

り

出

現

ま

し

熊

野

權

現

と

称

し

、

本

く

国

熊

野

權

現

の

旧

蹟

に

し

て

本

社

十

二

社

・

末

社

四

十

社

・

境

内

方

八

町

・

神

主

一

人

・

禰

宜

七

十

五

人

・

神

子

十

二

人

・

神

馬

七

十

五

匹

・

鉾

七

十

五

本

あ

り

。

社

殿

も

荘

麗

に

神

領

も

多

く

、

祭

礼

に

は

神

輿

牟

婁

郡

田

辺

荘

牛

の

鼻

と

云

ふ

所

に

渡

御

す

る

の

例

に

て

、

其

の

式

荘

厳

を

極

め

た

り

と

云

ふ

。

愛

徳

山

縁

起

に

「

南

海

道

淡

路

国

由

津

留

波

山

一

宿

次

皇

城

南

紀

伊

国

富

浦

富

島

暫

息

給

云

々

」

と

見

え

、

富

島

は

塩

屋

の

そ

れ

と

覚

し

く

当

社

地

は

同

島

に

程

遠

か

ら

ね

ば

、

出

雲

の

熊

野

社

を

勧

請

す

る

と

き

暫

く

こ

ゝ

に

鎮

座

あ

り

し

と

思

は

る

。

牛

の

鼻

へ

渡

御

す

る

と

云

ふ

も

、

右

勧

請

の

際

の

古

例

を

傳

へ

た

る

も

の

と

思

は

る

。

近

古

世

乱

れ

て

社

殿

荒

廃

し

、

社

殿

十

二

社

を

遂

に

合

祀

し

て

四

社

と

す

。

續

風

土

記

に

「

本

山

社

、

一

御

前

社

、

大

和

御

前

社

、

大

宮

右

四

社

合

せ

て

熊

野

權

現

と

い

ふ

」

と

あ

る

も

こ

れ

な

り

。

こ

の

四

社

境

内

相

連

り

し

に

回

録

に

罹

り

し

後

、

大

宮

獨

り

区

域

を

別

つ

。

即

ち

享
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保

八

年

十

二

月

境

内

一

万

五

千

二

百

十

二

坪

を

限

定

し

、

堺

石

十

七

基

四

面

に

建

て

ゝ

本

山

境

内

・

大

宮

境

内

と

し

て

藩

よ

り

殺

生

禁

断

の

制

札

を

下

附

さ

る

。

明

治

維

新

後

社

格

調

査

の

際

、

前

三

社

は

合

祀

し

て

村

社

と

な

り

大

宮

は

誤

り

て

無

格

社

と

な

る

。

明

治

八

年

境

内

の

中

六

千

坪

土

地

官

林

と

な

り

し

が

、

同

三

十

六

年

二

月

氏

子

よ

り

払

下

げ

を

受

け

社

有

財

産

と

な

る

。

明

治

四

十

一

年

左

記

各

社

を

合

祀

す

。

ロ

春

日

神

社

岩

内

字

貝

生

に

あ

り

し

村

社

。

寛

文

七

年

九

月

勸

請

す

と

云

ふ

。

纉

風

土

記

に

「

境

内

周

四

町

四

十

二

間

古

は

大

社

に

し

て

免

田

も

あ

り

し

と

ぞ

、

境

内

大

社

の

形

あ

り

」

と

あ

り

。

ハ

王

子

神

社

岩

内

字

田

端

に

あ

り

し

無

格

社

。

白

鳳

元

年

九

月

の

勸

請

と

い

ふ

。

御

幸

記

に

「

十

日

渡

河

参

岩

内

王

子

」

と

あ

る

は

こ

れ

な

り

。

此

辺

日

高

川

岸

に

て

地

形

の

変

遷

甚

し

く

、

當

社

の

源

位

置

も

滅

没

せ

る

も

、

後

人

こ

こ

に

小

祠

を

立

つ

と

い

ふ

。

纉

風

土

記

に

「

也

久

志

波

王

寺

」

と

あ

り

。

ニ

聖

徳

神

社

野

口

字

揚

段

に

あ

り

し

村

社

、

厩

戸

王

子

を

祀

る

。

名

所

図

会

に

云

ふ

「

下

野

口

領

深

林

の

中

に

あ

り

。

こ

の

太

子

初

め

て

佛

典

を

尊

崇

し

給

ひ

し

よ

り

世

に

佛

に

配

し

太

子

堂

と

称

す

る

者

い

と

多

か

り

。

こ

の

神

に

齋

ひ

社

と

称

す

る

は

珍

ら

し

」

と

。

奉

祠

の

由

来

詳

な

ら

ず

。

只

永

正

八

年

の

勸

請

と

い

ふ

。

ホ

春

日

神

社

野

口

字

野

尻

に

あ

り

し

村

社

ヘ

金

刀

比

羅

神

社

野

口

字

三

年

垣

内

に

あ

り

し

無

格

社

ト

大

宮

神

社

熊

野

字

釜

谷

に

あ

り

し

無

格

社

。

実

は

本

社

四

社

の

内

な

り

し

が

、

明

治

六

年

誤

っ

て

無

格

社

と

せ

る

な

り

２

宗

教

イ

寺

院

ａ

安

樂

寺

大

字

野

口

に

あ

り

。

文

明

年

間

和

佐

玉

置

氏

の

臣

伊

藤

治

部

と

い

ふ

者

、

蓮

如

上

人

に

皈

依

し

居

宅

を

道

成

と

な

す

。

其

後

累

代

独

体

に

て

相

続

し

依

然

玉

置

氏

に

仕

ふ

。

紀

伊

藩

祖

徳

川

頼

宣

入

国

の

翌

年

金

屋

淵

へ

川

狩

の

時

降

雨

に

て

当

寺

に

休

息

あ

り

。

当

主

治

郎

右

衛

門

に

謁

を

賜

ふ

。

此

の

縁

故

を

以

て

当

寺

歴

世

藩

主

来

郡

の

際

謁

を

許

さ

る

と

い

ふ

。

寛

永

十

年

六

月

二

日

木

佛

本

尊

並

に

寺

号

を

免

許

せ

ら

る

。

開

基

伊

藤

治

部･
･
･
･

○･
･
･
･

○･
･
･
･

○･
･
･
･

念

西･
･
･
･

淨

西･
･
･
･

智

信･
･
･
･

彗

海･
･
･
･

彗

照･
･
･
･

彗

秋･
･
･
･

惠
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春･
･
･
･

諦

善･
･
･
･

○･
･
･
･

諦

円･
･
･
･

玄

妙･
･
･
･

玄

隆

ｂ

法

林

寺

大

字

野

口

垣

内

眞

宗

本

願

寺

派

承

應

二

年

創

立

明

暦

四

年

寺

号

公

称

宝

永

二

年

本

堂

建

立

寺

有

財

産

田

九

畝

廿

五

歩

畑

二

五

五

坪

宅

地

三

四

坪

ｃ

藥

師

庵

大

字

野

口

字

野

尻

眞

宗

本

願

寺

派

昔

比

叡

山

横

川

の

僧

惠

信

僧

都

、

諸

国

修

業

の

節

立

寄

藪

中

に

あ

り

し

大

木

に

て

三

尊

を

刻

み

藪

の

側

に

七

尺

四

方

の

石

あ

り

て

其

上

に

据

へ

お

か

れ

し

を

、

嘉

永

五

年

の

夏

熊

野

人

元

長

坊

来

り

現

今

の

堂

を

建

立

す

と

い

ふ

。

ｄ

明

境

寺

大

字

岩

内

字

川

瀬

真

宗

本

願

寺

派

創

立

開

基

不

詳

。

も

と

吉

祥

寺

と

云

ふ

。

真

言

宗

の

寺

な

り

し

も

永

正

八

年

村

中

の

も

の

淨

土

真

宗

に

皈

依

し

寺

号

を

改

め

て

改

宗

す

と

云

ふ

。

寺

有

財

産

宅

地

一

七

一

坪

雑

地

一

町

六

反

六

畝

一

六

歩

ｅ

西

福

寺

大

字

熊

野

浄

土

宗

無

量

山

も

と

字

平

野

に

眞

言

宗

の

一

宇

あ

り

、

堂

前

と

云

ふ

字

名

残

れ

り

。

高

野

山

末

な

り

し

が

、

慶

長

六

年

浄

土

宗

の

僧

長

存

堂

宇

を

建

立

し

改

宗

し

て

九

品

寺

末

と

な

る

。

万

治

二

年

感

譽

顕

応

の

時

本

堂

を

再

築

し

文

化

十

一

年

龍

天

の

時

現

位

置

に

移

轉

改

築

す

。

龍

天

中

興

の

業

半

に

し

て

、

文

政

九

年

入

寂

、

爾

後

九

年

無

住

。

天

保

五

年

辨

成

（

志

賀

淨

恩

寺

海

天

弟

子

）

十

六

才

に

し

て

、

本

堂

庫

裡

の

造

作

を

始

め

寺

門

の

経

営

に

盡

す

こ

と

五

十

一

年

な

り

。

昔

此

の

寺

に

虎

の

尾

と

云

い

て

幹

二

尋

に

余

る

櫻

樹

あ

り

、

其

影

全

山

を

お

ほ

ひ

花

時

に

は

花

見

を

兼

ね

て

賽

す

る

人

多

か

り

き

。

寺

有

財

産

田

一

反

二

畝

一

二

歩

畑

二

畝

二

五

歩

雑

地

五

町

六

反

二

畝

一

二

歩

住

職

長

存･
･
･
･

顕

應･
･
･
･

龍

天･
･
･
･

辨

成･
･
･
･

円

達

３

傳

説

イ

呪

咀

傳

説

春

日

神

社

の

手

水

鉢

○

野

口

村

岩

内

の

春

日

神

社

の

前

に

大

き

な

手

水

鉢

が

あ

る

。

或

時

こ

の

側

に

雷

が

落

ち

て

悪

戯

を

す

る

の

で

祭

神

が

足

を

捕

へ

雷

手

水

鉢

の

下

へ

お

し

こ

ん

で

し

ま

っ

た

。

そ

れ

か

ら

此

の

村

へ

は

雷

が

落

ち

な

い

と

い

ふ

。

○

藥

師

庵

の

石

野

口

字

野

尻

藥

師

庵

の

前

の

石

に

も

之

と

同

様

を

傳

説

が

あ

る

。
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ロ

樹

木

傳

説

○

鳶

松

昔

日

高

川

に

大

洪

水

の

あ

っ

た

時

一

羽

の

鳶

が

命

か

ら

が

ら

野

口

山

の

頂

へ

の

が

れ

た

。

そ

し

て

し

ば

ら

く

あ

た

り

の

物

す

ご

い

有

様

に

見

と

れ

て

ゐ

た

が

、

ふ

と

ど

こ

か

へ

飛

ん

で

行

き

た

く

な

り

立

た

う

と

す

れ

ど

も

足

が

地

に

つ

い

た

ま

ゝ

身

動

き

も

出

来

ぬ

、

ビ

ー

ン

ヒ

ョ

ロ

ヒ

ョ

ロ

と

悲

し

ん

で

も

が

け

ば

も

が

く

ほ

ど

不

思

議

に

足

が

地

に

吸

ひ

こ

ま

れ

て

行

く

、

段

々

弱

っ

て

声

も

か

す

れ

遂

に

化

し

て

松

の

木

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

今

の

鳶

松

は

即

ち

之

で

あ

る

と

い

ふ

。

○

山

田

荘

異

聞

（

一

名

熊

野

谷

大

蛇

の

由

来

）

昔

紀

伊

国

日

高

郡

山

田

荘

の

山

奥

に

大

蛇

あ

り

。

時

々

里

に

現

れ

て

畑

作

を

害

し

、

人

を

損

か

こ

と

再

三

。

里

人

大

ひ

に

困

却

せ

り

。

た

ま

た

ま

荒

山

三

郎

長

政

、

荒

木

金

吾

義

剛

の

二

人

來

住

し

其

大

蛇

を

退

治

せ

ん

と

て

大

き

な

籠

の

様

な

る

箱

の

中

に

入

り

山

中

に

到

り

て

、

大

蛇

の

現

る

を

待

つ

。

夜

半

大

蛇

現

れ

二

人

の

入

れ

る

箱

を

十

重

二

十

重

に

ま

き

し

め

つ

け

ん

と

す

。

両

人

即

ち

中

よ

り

一

刀

の

も

と

に

切

り

す

て

以

て

退

治

せ

り

と

云

ふ

。

ハ

岩

石

傳

説

○

赤

松

大

字

岩

内

鈴

木

家

の

下

に

赤

岩

と

て

大

き

な

岩

が

日

高

川

に

突

出

し

て

い

る

。

古

傳

に

大

水

が

出

て

激

流

が

来

る

ご

と

に

、

こ

の

岩

が

水

を

は

ね

か

へ

し

て

い

つ

も

堤

防

の

缺

潰

を

防

い

だ

。

そ

し

て

此

の

岩

の

下

に

一

種

の

魔

物

が

住

ん

で

ゐ

て

人

や

船

が

行

く

と

直

に

呑

ん

で

し

ま

ふ

の

が

例

で

あ

っ

た

が

、

い

つ

し

か

其

れ

が

無

く

な

っ

て

「

す

ゞ

き

」

と

云

ふ

魚

に

な

っ

た

と

云

ふ

こ

と

で

あ

る

。

現

に

こ

の

岩

の

上

に

呑

ま

れ

た

多

く

の

人

の

墓

が

あ

る

。

産

業

及

経

済

調

査

第

六

章

１

野

口

村

職

業

別

人

口

農

業

商

業

農

兼

工

農

兼

商

官

公

吏

其

他

計

二

四

八

六

一

〇

四

一

四

二

七

三

全

戸

数

二

七

三

の

中

二

四

八

戸

ま

で

は

農

業

で

あ

る

。

尚

其

の

他

の

も

の

も

多

少

の

田

畑

は

耕

作

し

て

ゐ

る

故

に

全

村

殆

ど

純

農

と

云

っ

て

よ

い

。

こ

の

純

農

村

こ

そ

農

村

の

特

質

を

現

さ

な

け

れ

ば

農

村

の

生

命

は

ど

こ

へ

行

っ

て

留

め

ら

れ

る

か

。

吾

々

教

育

者

は

こ

の

統

計

に

よ

っ

て

教

育

的

活

動

を

根

本

的

に

改

革

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

眞

の

農

民

を

養

ふ

べ

く

農

村

教

育

の

根

本

を

打

ち

た

て

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

２

土

地

イ

面

積
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種

目

面

積

田

一

七

四

三

畑

五

九

七

宅

地

四

五

七

山

林

一

七

三

七？

計

四

一

二

六

此

の

調

査

に

よ

る

と

、

我

野

口

村

は

農

（

田

）

に

よ

っ

て

生

き

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

が

明

に

證

明

さ

れ

て

ゐ

る

。
山

林

も

村

の

割

合

に

面

積

は

広

い

が

、

山

が

浅

く

て

海

岸

に

近

く

森

林

と

云

ふ

や

う

な

こ

と

は

望

の

な

い

山

で

あ

る

。

茲

に

於

て

田

の

利

用

が

痛

切

に

感

ず

る

。

二

毛

作

よ

り

も

三

毛

作

、

四

毛

作

と

研

究

し

て

行

か

ね

ば

な

ら

ぬ

。

ロ

土

地

所

有

の

自

村

持

・

他

村

持

の

区

分

自

村

持

他

村

持

田

一

〇

二

〇

〇

七

二

二

六

畑

五

一

一

〇

八

六

〇

宅

地

三

一

〇

一

八

〇

山

林

一

六

六

一

〇

七

六

我

村

の

生

命

線

は

田

に

あ

る

こ

と

は

前

の

統

計

に

よ

っ

て

明

と

な

っ

た

が

、

こ

の

生

命

線

の

半

分

近

く

も

他

村

の

人

に

所

有

さ

れ

て

ゐ

る

と

云

ふ

こ

と

は

甚

だ

残

念

で

あ

る

。

こ

の

表

を

見

て

発

憤

せ

ざ

る

者

は

な

か

ろ

う

。

第

二

国

民

教

育

も

こ

の

点

に

重

点

を

お

か

ね

ば

な

ら

ぬ

。

ハ

自

作

・

小

作

別

農

家

全

戸

数

二

四

八

自

作

小

作

自

作

戸

数

四

〇

自

作

兼

小

作

戸

数

一

三

二

田

七

五

，

三

町

九

八

．

九

町

小

作

戸

数

八

〇

耕

地

一

戸

平

均

九

反

歩

畑

二

八

．

三

三

一

．

四

自

作

地

よ

り

小

作

地

の

方

遙

か

に

多

い

こ

と

は

な

に

よ

り

残

念

で

あ

る

。

な

ん

と

か

し

て

小

作

地

を

全

農

地

の

1/3

位

に

た

い

も

の

で

あ

る

。

五

年

計

画

で

に

し

十

年

計

画

で

位

に

し

た

い

も

の

で

あ

る

。

1/2

1/3
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ニ

土

地

所

有

者

別

調

戸

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

土

地

ヲ

全

然

所

有

シ

ナ

イ

者

宅

地

ノ

ミ

所

有

ス

ル

者

田

畑

一

畝

カ

ラ

一

反

マ

デ

所

有

ス

ル

者

田

畑

一

反

カ

ラ

五

反

マ

デ

所

有

ス

ル

者

五

反

カ

ラ

一

町

マ

デ

ノ

所

有

者

一

町

カ

ラ

二

町

マ

デ

ノ

所

有

者

二

町

カ

ラ

五

町

マ

デ

ノ

所

有

者

五

町

以

上

ノ

所

有

者

但

畑

ノ

中

開

墾

畑

ハ

加

入

セ

ズ

こ

の

統

計

グ

ラ

フ

に

よ

っ

て

、

小

作

農

の

多

い

理

も

明

に

判

る

。

土

地

の

全

然

所

有

し

な

い

戸

数

の

多

い

こ

と

に

驚

く

。

こ

の

戸

数

が

五

反

か

ら

一

町

ま

で

の

戸

数

と

な

り

か

わ

っ

て

居

れ

ば

稍

理

想

に

近

い

村

と

な

る

。

村

の

田

地

を

全

戸

数

に

割

当

て

る

と

平

均

六

反

四

畝

歩

で

、

畑

地

は

二

反

二

畝

で

あ

る

。

こ

の

平

均

ま

で

ど

う

し

て

も

努

力

し

た

い

。

（

三

年

間

平

均

）

３

農

業

生

産

物

イ

穀

類

項

目

作

付

反

別

収

穫

高

價

格

米

一

六

二

五

〇

四

五

二

九

〇

〇

一

二

七

〇

六

六

〇

〇

町

石

麦

六

九

五

〇

一

三

九

〇

〇

〇

二

一

六

〇

〇

〇

〇

豆

類

七

五

〇

一

六

〇

〇

〇

二

〇

一

三

〇

〇

其

他

二

三

〇

一

五

〇

〇

〇

ロ

蔬

菜

類

項

目

作

付

反

別

収

穫

高

〆

價

格

（

円

）

（

）

西

瓜

二

五

一

二

一

五

〇

〇

〇

〇

三

二

二

五

〇

〇

町

茄

子

一

三

二

一

〇

五

〇

〇

〇

〇

九

二

〇

〇

〇

胡

瓜

六

二

五

五

〇

〇

〇

〇

六

〇

〇

〇

〇
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項

目

作

付

反

別

収

穫

高

〆

價

格

（

円

）

（

）

大

根

四

八

九

六

二

四

〇

〇

〇

〇

四

五

〇

〇

〇

〇

町

甘

藷

三

二

二

一

九

二

〇

〇

〇

〇

一

七

二

八

〇

〇

葉

菜

類

二

三

〇

一

二

〇

〇

〇

〇

牛

蒡

四

五

〇

〇

〇

里

芋

一

五

〇

九

〇

〇

〇

〇

其

他

二

五

三

四

〇

〇

ハ

果

樹

類
項

目

作

付

反

別

収

穫

高

夏

橙

七

五

〇

七

六

五

〇

〇

〇

町

温

州

三

八

〇

四

九

〇

〇

〇

〇

柿

二

五

〇

二

〇

〇

〇

〇

〇

其

他

一

〇

〇

五

〇

〇

〇

〇

ニ

特

用

作

物項

目

作

付

反

別

収

穫

高

桑

三

五

九

〇

一

八

〇

〇

〇

〇

〇

町

除

虫

菊

三

六

二

一

五

〇

〇

〇

〇

其

他

二

一

〇

四

〇

〇

〇

〇

ホ

畜

産

及

養

蚕

鶏

1

・

飼

育

数

一

六

一

一

羽

・

産

卵

数

一

八

七

二

貫

・

價

格

二

八

〇

八

円

牛

2

・

飼

育

数

一

七

四

頭

・

犢

（

年

産

）

三

〇

頭

・

賣

上

高

一

五

〇

〇

円

馬

3
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蚕

4

・

飼

育

枚

数

六

一

一

枚

・

産

繭

高

八

四

二

〇

貫

・

價

格

二

八

三

一

四

円

ヘ

農

業

生

産

高

総

額

二

十

一

万

六

千

二

百

四

十

九

円

以

上

の

統

計

を

見

る

時

蔬

菜

・

園

藝

の

方

は

ま

だ

ま

だ

研

究

努

力

の

余

地

あ

り

と

見

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

畜

産

方

面

の

貧

弱

な

る

こ

と

は

云

は

ず

も

が

な

。

養

鶏

な

ど

は

こ

ん

な

こ

と

で

は

問

題

に

な

ら

ぬ

。

今

の

所

で

は

一

戸

平

均

十

羽

位

で

あ

る

。

こ

れ

で

は

子

供

の

遊

び

の

ま

ゝ

ご

と

の

様

な

も

の

で

あ

る

。

せ

め

て

一

戸

平

均

五

〇

羽

位

飼

は

ね

ば

養

鶏

と

云

ふ

名

は

つ

け

ら

れ

な

い

。

４

林

業

生

産

物

林

業

生

産

物

高

一

万

〇

六

四

〇

円

項

目

産

額

價

格

薪

一

〇

〇

〇

〇

〇

〇

六

五

〇

〇

〇

〇

〆

円

木

材

五

〇

〇

〇

一

五

〇

〇

〇

石

松

茸

五

〇

〇

〇

〇

〇

〇

四

〇

〇

〇

〇

〇

斤

筍

九

〇

〇

〇

林

業

は

望

み

な

い

か

ら

、

山

地

を

開

墾

す

る

の

が

最

も

経

済

的

で

あ

る

。

開

墾

の

余

裕

は

ま

だ

ま

だ

沢

山

あ

る

。

５

工

業

生

産

物

イ

瓦

業

瓦

産

額

二

七

〇

〇

円

ロ

其

他

（

木

工

）

産

額

二

一

〇

〇

円

ハ

工

業

生

産

物

高

四

八

〇

〇

円

（

？

）

二

三

一

六

八

九

円

ニ

総

生

産

價

格

６

農

業

生

産

費

イ

種

苗

代

一

五

二

一

六

円

・

稲

の

種

代
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播

種

量

三

二

．

五

石

種

代

六

五

〇

円

・

麦

の

種

代

播

種

量

二

〇

．

七

石

種

代

二

六

五

円

六

〇

箋

・

蔬

菜

類

種

代

一

〇

六

円
五

〇

〇

円

・

果

樹

類

種

苗

代

種

苗

の

中

で

蔬

菜

の

種

子

は

共

同

で

播

種

園

を

経

営

し

て

自

村

で

採

取

す

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

。

ロ

肥

料

代

合

計

三

五

四

六

五

円

稲

二

四

三

七

五

円

内

訳

麦

四

八

六

五

円

豆

類

二

二

五

円

西

瓜

五

〇

〇

円

茄

子

三

〇

〇

円

胡

瓜

一

〇

〇

円

大

根

六

〇

〇

円

甘

藷

二

〇

〇

円

其

他

蔬

菜

類

五

〇

〇

円

果

樹

三

八

〇

〇

円

計

三

五

四

六

五

円

一

戸

平

均

一

三

二

円

反

当

二

円

の

肥

料

代

と

す

る

と

全

村

額

四

六

六

〇

円

反

当

二

円

の

肥

料

代

と

す

る

と

一

戸

平

均

一

八

円

ハ

農

具

消

耗

費

二

九

四

〇

円

ニ

藥

剤

費

一

二

四

五

円

ホ

労

働

費

九

九

六

〇

〇

円

へ

其

他

四

九

八

円

肥

料

代

は

平

均

一

戸

約

一

三

二

円

も

使

っ

て

ゐ

る

が

、

こ

ん

な

こ

と

で

は

ど

ん

な

に

汗

を

流

し

て

働

い

て

も

、

百

姓

は

頭

上

は

な

い

。

金

肥

は

二

円

以

下

に

し

て

、

一

戸

平

均

一

八

円

位

に

し

な

け

れ

ば

勘

定

の

合

ふ

百

姓

は

出

来
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な

い

。

こ

れ

に

は

自

給

肥

料

研

究

が

必

要

で

あ

る

。

農

業

藥

剤

は

共

同

で

購

入

し

て

、

共

同

駆

除

豫

防

が

必

要

で

あ

る

。

７

其

の

他

産

業

の

生

産

費

一

〇

二

〇

四

円

８

総

生

産

費

代

一

五

一

〇

二

三

円

９

産

業

上

利

益

イ

生

産

額

か

ら

生

産

費

減

じ

た

る

産

業

利

益

金

八

〇

六

六

六

円

ロ

他

村

へ

支

払

ふ

べ

き

小

作

料

三

〇

九

九

七

円

五

〇

銭

ハ

全

村

に

於

け

る

産

業

純

益

金

四

九

六

六

八

円

五

〇

銭

一

戸

平

均

一

九

四

円

七

〇

銭

ニ

生

産

業

以

外

の

職

業

よ

り

の

収

入

ａ

商

業

六

戸

二

四

〇

〇

円

ｂ

蔬

菜

小

賣

商

（

農

閑

利

用

）

・

人

数

五

九

人

・

一

日

平

均

利

益

一

円

七

五

箋

・

一

年

間

利

益

五

三

八

三

円

七

五

箋

ｃ

農

閑

期

土

工

・

人

数

一

日

平

均

五

四

人

・

一

年

労

働

日

数

一

人

ニ

付

六

〇

日

・

賃

金

一

日

平

均

一

人

ニ

付

八

五

箋

・

全

員

一

日

平

均

四

五

円

九

〇

銭

・

一

年

平

均

二

九

〇

四

円

ｄ

運

搬

業

・

人

数

五

人

（

？

）

・

労

働

日

数

一

年

平

均

一

人

ニ

付

二

四

〇

円

・

一

日

平

均

運

賃

一

人

ニ

付

二

円

・

全

員

一

年

間

二

四

〇

〇

円

ｅ

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

・

教

員

七

人

五

一

一

〇

円

・

銀

行

員

其

他

一

〇

人

四

〇

〇

〇

円

・

仲

介

業

五

人

四

五

〇

〇

円
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・

他

出

子

弟

送

金

一

二

五

人

四

七

五

〇

円

ｆ

生

産

業

以

外

の

職

業

に

て

他

村

よ

り

の

収

入

三

一

四

四

七

円

七

五

箋

ｇ

動

産

よ

り

の

収

入

二

八

一

〇

〇

円

ｈ

全

村

生

活

費

一

覧

表

一

家

一

日

平

均

全

村

一

日

平

均

一

人

一

年

平

均

一

家

一

年

平

均

全

村

一

年

平

均

一

人

一

日

平

均

（

）

（

）

（

）

箋

箋

（

円

）

（

円

）

（

円

）

円

食

費

一

五

〇

〇

七

五

〇

〇

二

〇

〇

二

五

五

四

七

五

二

七

三

七

五

五

三

四

六

六

七

五

被

服

費

四

〇

〇

二

〇

〇

〇

五

六

二

〇

一

四

八

五

九

四

二

五

二

〇

五

一

三

〇

〇

住

宅

費

三

八

〇

一

九

〇

〇

五

三

三

九

一

四

〇

〇

七

〇

〇

〇

一

八

六

九

〇

〇

〇

酒

費

一

〇

〇

五

〇

〇

一

四

〇

五

三

六

五

一

八

二

五

五

一

二

八

二

五

日

用

品

代

一

五

〇

七

五

〇

二

一

〇

七

五

四

七

五

二

七

三

七

五

七

六

〇

二

三

七

煙

草

代

九

〇

四

五

〇

一

二

六

五

三

二

八

一

六

四

三

四

六

一

六

八

三

医

藥

代

八

〇

四

〇

〇

一

一

二

四

三

〇

〇

一

五

〇

〇

四

〇

〇

五

〇

〇

六

〇

三

〇

〇

八

四

三

二

一

九

一

〇

九

五

二

九

二

四

二

五

普

通

交

際

費

教

育

費

一

〇

〇

五

〇

〇

一

四

〇

五

三

六

五

一

八

二

五

五

一

二

八

二

五

旅

行

費

三

〇

一

五

〇

四

二

一

五

一

〇

〇

五

〇

〇

一

三

三

五

〇

〇

信

仰

費

一

六

八

〇

二

二

四

八

六

〇

三

〇

〇

八

〇

一

〇

〇

娯

樂

費

一

六

八

〇

二

二

四

八

六

〇

三

〇

〇

八

〇

一

〇

〇

其

他

一

四

〇

七

〇

〇

一

九

六

七

五

一

〇

二

五

五

〇

六

八

〇

八

五

〇

計

三

〇

六

二

一

五

三

一

〇

四

一

九

七

一

一

〇

八

九

五

五

九

〇

七

五

一

三

一

八

二

〇

二

〇

生

活

費

を

出

来

る

丈

緊

縮

し

た

家

庭

を

標

準

と

し

て

あ

げ

た

も

の

で

あ

る

か

ら

、

事

実

は

之

以

上

の

額

に

上

が

っ

て

ゐ

る

だ

ら

う

と

思

ふ

ｉ

税

金

調
当

村

役

場

取

扱

税

金(

円)

他

村

民

納

税

額(

円)

自

村

民

納

税

額(

円)

一

戸

平

均

（

円

）

国

税

三

七

八

九

四

〇

一

二

六

三

一

〇

二

五

二

六

三

〇

八

九

七

縣

税

七

四

六

五

八

一

七

六

八

三

四

五

六

九

七

四

七

二

〇

二

八

村

税

七

六

四

四

九

八

一

〇

一

〇

四

八

六

六

三

四

五

〇

二

三

六

一

計

一

八

九

〇

〇

一

九

四

〇

四

一

九

二

一

四

八

五

八

二

七

五

二

八

八

ｊ

全

村

収

入

計

算

概

要
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①

収

入

・

生

産

額

総

計

二

三

一

六

八

九

円

・

生

産

以

外

の

収

入

五

九

五

四

七

円

七

五

箋

・

総

収

入

二

九

一

二

三

六

円

七

五

箋

②

支

出

・

生

産

費

総

額

一

五

一

〇

二

三

円

・

他

村

へ

納

め

る

小

作

料

三

〇

九

九

七

円

五

〇

銭

・

生

活

費

総

額

一

三

一

八

二

〇

円

二

〇

銭

・

納

税

金

総

額

一

四

八

五

八

円

二

七

銭

・

支

出

総

額

三

二

八

六

九

八

円

九

七

銭

ｋ

収

支

差

引

不

足

三

七

四

六

二

円

二

二

銭

ｌ

村

全

体

の

年

々

負

債

増

加

額

三

七

四

六

二

円

二

二

銭

一

戸

平

均

の

負

債

増

加

額

一

三

三

円

三

二

銭

経

済

調

査

中

生

産

の

方

面

は

、

事

実

に

近

い

ま

で

調

査

せ

る

も

、

消

費

方

面

は

調

査

困

難

に

し

て

、

中

以

下

の

生

活

を

し

て

ゐ

る

一

家

を

標

準

と

し

て

調

査

せ

る

も

の

な

る

を

以

て

事

実

と

符

合

し

に

く

い

か

も

知

れ

ぬ

。

し

か

し

余

り

大

差

な

し

と

信

じ

て

ゐ

る

。

不

況

襲

来

の

折

か

ら

収

支

相

償

っ

た

生

活

を

す

る

こ

と

刻

下

の

急

務

で

あ

る

。

そ

れ

に

は

生

産

の

合

理

化

、

労

働

力

の

増

加

を

図

る

と

共

に

、

消

費

経

済

の

節

約

を

図

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

。

し

か

も

こ

れ

は

全

村

一

致

し

て

行

ふ

事

肝

要

で

あ

る

。

産

業

振

興

上

の

諸

機

関

10

イ

生

産

物

の

販

賣

先

ロ

消

費

物

購

賣
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大

湯

岩

阪

浅

出

夏

橙

・

松

茸

繭

里

芋

繭

神

夏

橙

・

ト

マ

ト

蔬

菜

丹

戸

類

生

野

繭

口

和

湯

丹

生

歌

西

瓜

蔬

菜

類

田

川

川

中

山

繭

鶏

卵

辺

藤

真

妻

穀

類

田

農

具

湯

蔬

菜

類

日

用

品

牛

乳

木

材

川

御

酒

・

醤

油

野

藤

坊

田

御

日

用

品

・

肥

料

口

坊

酉

・

牛

乳

呉

服

類

・

薬

剤

塩

屋

名

田

民

俗

第

七

章

１

俚

謡

イ

熊

野

神

社

神

樂

歌

・

は

つ

王

子

の

峯

の

細

道

ほ

そ

く

と

も

、

お

ゝ

つ

れ

だ

に

行

か

ば

車

路

と

せ

う

。

・

は

つ

王

子

の

峯

の

道

こ

そ

お

は

し

ま

せ

、

お

ゝ

お

は

し

ま

せ

。

春

吹

上

の

ほ

で

の

寒

さ

に

。

・

東

山

か

う

ら

う

の

峯

に

、

お

ぼ

ろ

出

で

お

ゝ

お

ほ

う

出

で

、

外

山

に

お

つ

る

じ

や

う

の

早

さ

よ

。

・

奥

山

や

大

峯

枚

に

そ

な

れ

出

で

、

お

ゝ

そ

な

れ

出

で

、

峰

な

る

花

を

折

く

ざ

す

と

よ

。
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・

朝

日

さ

す

夕

日

輝

く

熊

野

山

、

オ

ゝ

熊

野

山

、

い

づ

れ

も

だ

け

に

雲

や

か

ゝ

ら

む

。

・

筑

紫

船

上

が

る

と

き

け

は

べ

に

つ

け

て

オ

オ

べ

に

つ

け

て

は

ぐ

ろ

め

さ

れ

て

出

で

て

す

き

屋

を

・

日

の

御

子

は

日

の

山

か

ら

で

お

は

し

ま

す

。

オ

オ

お

は

し

ま

す

。

帯

紐

と

い

て

今

ぞ

ま

し

ま

す

。

・

き

う

た

ち

は

揃

ゆ

る

を

り

は

深

山

な

る

オ

オ

深

山

な

る

大

く

ろ

小

く

ろ

も

お

し

か

ら

ず

。

・

こ

の

御

前

の

ま

し

ま

す

さ

き

は

地

も

ゆ

る

ぐ

お

ゝ

地

も

ゆ

る

ぐ

木

く

さ

の

な

び

く

ち

ゃ

う

の

早

さ

よ

。

・

こ

の

御

前

の

け

ふ

の

御

幸

に

逢

は

う

と

て

、

オ

ゝ

逢

ほ

う

と

て

、

い

さ

な

る

神

も

今

ぞ

ま

し

ま

す

。

ロ

石

突

歌

・

こ

こ

の

屋

敷

は

前

か

ら

繁

昌

、

今

は

若

世

で

尚

繁

昌

・

こ

こ

の

屋

敷

の

乾

の

す

ま

に

鶴

と

亀

と

か

舞

を

ま

ふ

ハ

盆

踊

歌

・

揃

た

揃

た

よ

踊

子

が

揃

た

、

東

の

角

か

ら

西

へ

舞

へ

・

踊

子

等

麦

飯

み

た

よ

に

ば

ら

つ

く

な

、

お

月

様

の

様

に

丸

く

な

れ

ニ

手

鞠

歌

・

と

ん

お

寺

の

道

成

寺

、

釣

鐘

お

ろ

い

て

身

を

か

く

し

安

珍

清

姫

蛇

に

化

け

て

、

七

重

に

ば

け

て

一

廻

り

く

・

ほ

う

ね

ん

じ

や

う

の

尻

ま

く

り

、

落

し

た

ら

ま

く

ら

る

る

。

落

と

さ

ぬ

や

う

に

し

っ

か

り

な

さ

れ

て

受

け

な

さ

れ

。

ヘ

子

守

歌

・

舟

子

呼

ん

だ

の

清

姫

さ

ん

か

、

な

ぜ

に

こ

の

橋

渡

ら

れ

ぬ

。

・

朝

の

疾

う

か

ら

庄

屋

さ

ん

ど

こ

へ

、

免

状

た

ば

に

吉

原

へ

。

・

三

尾

の

う

る

め

に

若

野

の

卵

野

口

牛

蒡

に

和

田

大

根

。

・

小

石

川

さ

ん

池

田

の

角

力

で

、

お

目

の

ま

ふ

程

投

げ

ら

れ

た

。

・

鳶

山

か

ら

熊

野

谷

見

れ

ば

、

は

だ

か

馬

か

よ

倉

が

な

い

。

野

口

の

庄

屋

某

か

っ

て

、

鳶

山

に

の

ぼ

り

熊

野

谷

を

下

敢

し

て

此

の

一

首

を

戯

作

す

。

熊

野

は

古

来

苛

税

に

な

く

貧

村

た

り

。

こ

れ

を

傳

へ

多

く

も

の

切

歯

危

腕

、

皆

臥

薪

嘗

胆

を

誓

ふ

。

明

治

に

至

り（

地

租

改

正

と

共

に

賦

課

公

正

と

な

り

、

村

民

殆

ど

蘇

生

の

恩

あ

り

。

爾

後

産

を

な

す

も

の

相

踵

ぎ

、

熊

野

の

谷

白

亜

の

倉

建

並

ぶ

に

至

る

）
。

・

お

前

ど

こ

か

ら

私

紀

州

日

高

、

日

高

ど

こ

な

ら

岩

内

じ

ゃ

。

・

天

田

・

岩

内

・

神

森

・

野

口

・

金

屋

越

へ

た

ら

和

佐

・

江

川

。

・

私

歌

好

き

歌

は

に

ゃ

な

ら

ぬ

、

歌

で

こ

の

身

が

は

つ

る

と

も

。

・

今

宵

雲

り

て

明

日

雨

降

れ

ば

、

天

の

川

を

ば

渡

ら

り

か

。
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・

私

等

山

行

き

破

れ

た

着

物

、

行

き

と

戻

り

に

木

に

か

ゝ

る

。

・

時

は

時

節

で

あ

き

ら

め

な

さ

い

、

や

か

た

舟

さ

へ

大

根

つ

む

。

・

私

家

の

こ

の

こ

は

も

う

ね

る

さ

か

に

、

誰

も

や

か

ま

し

云

は

ん

す

な

。

・

誰

も

や

か

ま

し

云

へ

へ

ん

け

れ

ど

、

私

家

の

お

爺

さ

ん

枕

の

音

。

・

歌

は

歌

が

ち

道

通

り

が

ち

、

今

度

お

寺

へ

詣

り

が

ち

。

・

一

人

山

道

淋

し

て

な

ら

ぬ

、

声

を

か

け

く

れ

ほ

と

と

ぎ

す

。

・

声

は

す

れ

ど

も

姿

は

見

え

ぬ

、

あ

な

た

深

山

ほ

と

ゝ

ぎ

す

。

・

斯

し

て

斯

う

す

り

ゃ

斯

う

な

る

こ

と

ゝ

知

り

つ

ゝ

こ

う

な

っ

た

。

・

往

ん

で

ね

よ

か

よ

蕎

麦

屋

へ

よ

ろ

か

、

何

も

勘

定

で

往

ん

で

ね

よ

。

・

こ

け

こ

鶏

死

ぬ

ま

で

歌

ふ

、

死

ん

で

か

ら

鳴

く

法

螺

の

貝

。

・

お

前

お

下

り

私

は

上

り

、

姿

見

か

は

す

汽

車

と

汽

車

。

・

蒸

気

出

て

行

く

煙

は

残

る

、

残

る

煙

は

癪

の

種

。

・

將

棋

出

て

行

く

桂

馬

は

残

る

、

残

る

桂

馬

は

角

の

種

。

・

朝

も

は

よ

か

ら

起

き

よ

う

お

前

、

親

と

金

と

は

使

う

ま

い

ら

。

・

歌

に

歌

て

も

囃

の

な

い

は

、

寺

の

坊

主

の

な

い

如

く

。

・

寺

に

坊

さ

ん

は

お

ろ

か

な

れ

ど

も

、

井

戸

に

釣

瓶

の

な

い

如

く

。

・

泣

い

て

く

れ

る

か

出

舟

の

時

に

、

鳥

な

く

さ

へ

気

に

か

ゝ

る

。

・

鳥

泣

く

の

を

気

に

か

け

よ

す

な

、

こ

こ

は

森

の

下

い

つ

も

な

く

。

・

博

奕

打

ち

ゃ

せ

ず

大

酒

の

ま

ず

、

な

ん

で

身

上

が

し

も

た

や

ら

。

・

死

ぬ

る

病

は

唐

天

竺

の

耆

婆

の

藥

も

叶

や

せ

ぬ

。

カ

ナ

・

麦

の

飯

を

ば

角

立

て

食

へ

ば

牛

と

も

見

え

ず

馬

さ

う

で

な

し

。

・

こ

ん

な

泣

く

子

を

私

ゆ

す

る

の

も

飯

の

種

じ

ゃ

と

思

や

こ

そ

。

ト

麦

打

歌

・

私

と

お

前

と

強

力

つ

れ

て

、

せ

め

て

廿

日

の

旅

し

た

い

。

２

童

戯
複

雑

と

な

る

を

以

て

、

童

戯

の

種

類

の

み

を

上

げ

方

法

等

の

説

明

は

省

略

す

。

イ

男

子

の

遊

戯

・

首

切

り

・

竹

馬

・

雪

足
七

，

八

尺

位

の

青

竹

二

本

の

節

を

揃

へ

て

、

下

よ

り

一

節

目

又

は

二

節

目

辺

に

、

木

片

を

左

右

よ

り

は

さ

ん

で

確

と

む

す

び

こ

の

上

に

乗

っ

て

歩

む

。

高

い

程

自

慢

で

高

さ

擔

ま

で

届

く

も

の

も

あ

り

。

冬

の

遊

戯

な

り

。
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・

お

せ

お

せ

ま

ゝ

こ

冬

季

寒

さ

し

の

ぎ

に

行

ふ

。

・

蜘

蛛

の

喧

嘩

女

郎

蜘

蛛

を

と

り

細

き

棒

の

先

に

て

ま

き

あ

ひ

を

さ

せ

る

。

・

鉄

砲

・

紙

に

し

こ

ん

だ

火

薬

に

よ

り

ビ

ス

ト

ル

形

鉄

砲

を

な

ら

す

。

・

石

鉄

砲

竹

の

節

を

は

さ

み

て

大

穴

と

小

穴

を

前

後

に

あ

け

、

割

竹

を

ま

げ

て

之

に

は

さ

む

。

割

竹

の

前

部

を

ひ

い

て

放

て

ば

石

・

豆

は

弾

い

て

飛

ぶ

・

水

鉄

砲

・

紙

鉄

砲

・

鉄

砲

の

實

を

飛

ば

す

杦

杦

・

石

遣

り
二

，

三

尺

の

竹

の

先

端

よ

り

二

つ

に

割

り

第

一

の

節

に

て

止

め

其

れ

に

帳

を

は

さ

ん

で

わ

づ

か

に

開

き

お

き

之

に

手

頃

の

石

を

挟

み

て

一

直

線

に

な

る

時

は

石

は

高

く

遠

く

飛

ぶ

。

・

紙

鳶之

を

と

ば

す

を

上

す

と

い

ふ

。

種

類

は

武

者

及

英

雄

の

半

身

を

描

け

る

普

通

の

小

紙

鳶

に

奴

紙

鳶

と

す

。

一

月

よ

り

三

月

に

か

け

て

の

遊

び

な

り

・

蜻

蛉

か

え

し

や

ん

ま

の

雌

を

つ

な

い

で

竿

の

先

に

結

び

一

定

の

長

さ

だ

け

自

由

に

飛

ば

す

。

雄

の

来

る

を

誘

ひ

捕

る

「

お

し

べ

や

ん

ま

・

こ

う

し

べ

や

ん

ま

雌

奴

に

負

け

て

に

ぐ

る

や

な

い

か

い

な

」

と

呼

び

乍

ら

追

ひ

か

け

る

。

夏

の

夕

方

の

長

閑

な

田

園

風

景

で

あ

る

・

輪

廻

し

竹

の

輪

、

桶

の

た

が

の

ぬ

け

た

も

の

、

針

金

の

輪

等

を

竹

の

棒

Ｙ

形

に

し

た

る

も

の

に

し

て

ま

わ

し

遊

ぶ

。

・

券

直

径

一

・

二

寸

の

円

形

馬

糞

紙

の

表

に

武

將

又

は

古

英

雄

の

肖

像

画

を

は

り

つ

け

た

る

も

の

一

を

も

っ

て

他

を

う

ち

、

叩

き

か

へ

せ

ば

勝

と

す

。

一

名

か

や

し

と

い

ふ

。

・

蜻

蛉長

さ

二

・

三

寸

、

幅

三

・

四

分

の

う

す

き

竹

片

の

両

翼

を

そ

ぎ

、

中

央

に

細

き

棒

を

貫

き

て

Ｔ

字

型

と

し

、

そ

れ

を

両

掌

に

す

り

ま

わ

し

乍

ら

勢

よ

く

飛

ば

す

。

形

と

ん

ぼ

の

如

し

。

・

じ

ゃ

ん

け

ん

と

び

二

人

一

組

と

な

る

、

一

人

は

と

び

一

人

は

じ

ゃ

ん

け

ん

を

な

す

。

石

に

て

勝

て

ば

幾

足

、

鋏

に

て

勝

て

ば

幾

足

と

き

め

お

き

と

び

手

は

一

定

の

数

だ

け

と

び

一

定

の

距

離

を

早

く

来

れ

ば

勝

と

な

る

。

・

石

け

り

の

如

き

場

所

を

と

り

枡

の

中

に

石

或

は

瓦

の

か

け

を

一

間

ご

と

に

け

っ

て

ゆ

く

・

ぶ

ん

ぶ

ん

長

さ

二

・

三

寸

幅

四

・

五

分

ば

か

り

の

竹

片

の

中

央

に

穴

を

あ

け

、

こ

れ

に

絲

を

通

し

両

手

に

か

け

廻

し

つ

ゝ

、
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糸

に

緩

を

か

く

。

か

く

て

よ

き

程

に

よ

り

の

か

ゝ

り

し

時

、

両

手

を

左

右

に

引

き

或

は

ゆ

る

む

れ

ば

、

竹

片

は

音

を

発

し

て

ま

わ

る

・

手

裏

劔
薄

の

葉

を

成

る

べ

く

中

筋

の

堅

き

を

と

り

、

手

前

一

寸

位

の

処

に

豫

め

中

筋

と

直

角

に

さ

し

を

き

先

方

は

其

の

両

端

よ

り

中

筋

に

並

行

し

て

さ

き

脚

と

し

、

之

を

左

手

に

把

持

し

て

右

手

の

人

差

指

に

て

弾

く

や

う

に

切

れ

ば

飛

ぶ

こ

と

矢

の

如

し

・

ず

ず

玉

み

ゝ

づ

を

多

く

糸

に

結

ぶ

。

之

を

餌

と

し

う

な

ぎ

・

蝦

・

か

に

を

つ

る

。

・

鰡

飛磧

、

池

堤

な

ど

に

於

け

る

遊

戯

也

。

扁

平

な

る

手

頃

の

石

を

拾

ひ

、

水

面

に

平

行

し

て

投

ぐ

れ

ば

水

面

を

す

れ

す

れ

に

処

々

水

を

撥

き

つ

ゝ

前

方

へ

と

び

去

る

。

一

階･
･
･

二

階･
･
･

三

階

と

唱

ふ

・

京

見

た

か

一

人

の

両

耳

の

辺

を

両

手

で

お

さ

へ

上

げ

て

「

京

見

た

か

、

大

阪

見

た

か

」

と

云

ふ

、

・

ぱ

ん四

角

な

紙

を

三

角

に

二

つ

折

し

各

の

耳

を

中

央

へ

つ

ぶ

し

た

ゝ

み

、

其

端

の

一

方

を

持

ち

て

力

任

せ

に

拂

へ

ば

両

耳

同

時

に

開

き

「

ぱ

ん

」

と

大

な

る

音

す

ロ

女

子

の

遊

戯

・

な

ゝ

こ

。

。
「

、

小

布

片

に

て

一

寸

乃

至

二

寸

四

角

の

袋

を

作

り

小

石

を

入

れ

る

通

例

七

つ

な

る

が

故

に

こ

の

名

あ

り

お

一
ヒ

イ

お

二

、

お

三

」

と

歌

に

合

せ

て

一

袋

を

高

く

投

げ

上

げ

、

落

来

ら

ぬ

間

に

残

る

六

つ

散

乱

せ

る

袋

を

或

は

集

め

フ

ウ

ミ

イ

或

い

は

捌

き

、

手

早

く

落

来

る

袋

を

受

く

る

。

其

間

唇

、

鼻

、

眼

等

種

々

の

仕

草

を

な

す

・

は

じ

き
小

さ

き

石

を

適

当

な

数

を

出

し

合

ひ

、

板

の

間

な

ど

へ

ま

き

、

適

当

に

近

接

せ

る

二

つ

の

石

の

間

に

假

線

を

引

き

、

何

れ

か

目

的

の

石

を

爪

に

は

じ

き

、

打

合

せ

取

も

て

行

く

遊

戯

・

手

ま

り

つ

き

大

阪

、

大

阪

で

ど

ん

、

や

す

や

で

ど

ん

、

や

す

や

ま

か

せ

の

お

は

ぐ

ろ

は

い

、

幾

ら

で

す

、

五

百

で

す

、

も

う

一

寸

ま

か

ら

ん

か

す

か

ら

ん

か

ほ

い

、

あ

な

た

の

こ

と

な

ら

ま

け

と

く

に

、

あ

い

、

あ

ふ

、

あ

み

、

あ

よ

、

あ

む

、

あ

な

、

あ

や

、

あ

こ

、

あ

と

、

天

王

寺

の

お

猿

さ

ん

、

赤

い

お

べ

べ

が

大

そ

う

す

き

で

、

て

ゝ

ち

や

ん

・

て

ゝ

ち

や

ん

、

こ

ん

ば

ん

、

お

よ

め

を

も

ろ

て

ご

ざ

い

の

す

い

も

ん

、

ご

鮒

の

は

ま

や

き

一

ぺ

ん

お

す

ゝ

り

ま

タ

イ

せ

う

か

、

二

は

い

お

す

ゝ

り

ま

し

ょ

う

か

、

三

ば

い

め

に

お

さ

か

を

た

て

ゝ

、

て

ゝ

ち

ゃ

ん

・

て

ゝ

ち

や

ん

は

て

な

い

、

は

て

な

い

は

て

は

て

、

は

て

な

い

拾

度

一

回

す

み

ま

し

た

。

一

の

一

の

一

ま

わ

り

チ

ョ

ウ

ヒ

イ

・

草

笛麦

の

黒

穂

の

嫩

茎

、

た

ん

ほ

ゝ

の

花

軸

に

て

笛

を

作

り

、

口

に

く

わ

へ

て

シ

イ

ビ

ビ･
･
･
･
･
･

と

吹

く
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・

か

く

れ

ん

ぼ

数

人

の

子

供

が

集

り

、

一

人

の

鬼

を

選

出

し

、

鬼

が

目

か

く

し

を

し

て

数

を

数

へ

る

間

に

、

各

自

木

の

か

げ

家

の

軒

に

か

く

れ

、

鬼

が

そ

れ

を

さ

が

し

出

す

遊

戯

で

あ

る

・

ち

ん

ち

ん

ぱ

○

○

○

○

○

の

如

き

圖

を

地

上

に

描

き

、

石

・

瓦

の

か

け

を

円

の

中

に

投

げ

入

れ

飛

ん

で

遊

ぶ

○

○

・

縄

飛

び

縄

の

両

方

を

二

人

が

持

ち

之

を

廻

し

て

飛

ぶ

遊

で

あ

る

・

う

地

上

に

適

当

な

四

角

型

を

描

き

之

を

図

の

如

く

手

の

平

で

と

り

に

行

く

に

と

り

・

く

の

如

き

図

を

書

き

小

石

を

弾

い

て

一

枡

づ

ゝ

取

り

に

行

く

・

朝

顔

え

え

大

勢

手

を

つ

な

い

で

輪

に

な

り

「

朝

顔

え

え

、

朝

は

ひ

ら

い

て

夜

す

ぼ

む

。

さ

っ

き

振

袖

、

岩

に

こ

し

か

け

ど

な

た

も

ご

き

げ

ん

、

こ

な

た

も

ご

き

げ

ん

。

お

尻

合

せ

て

ぷ

っ

ぷ

っ

ぷ

」

と

歌

ひ

廻

る

・

ま

ゝ

ご

と

遊

び

木

の

葉

、

貝

殻

等

を

集

め

、

草

な

ど

切

り

て

家

庭

生

活

を

ま

ね

す

ハ

男

女

共

通

の

遊

戯

・

子

買

ひ

・

蝙

蝠

来

ひ

夏

の

夕

方

ま

た

月

夜

の

晩

な

ど

大

勢

と

靴

、

草

履

等

を

空

高

く

投

げ

上

げ

「

こ

う

も

り

来

い

、

草

履

や

ら

」

と

呼

ん

で

遊

ぶ

。

夏

の

夕

方

の

山

村

風

景

で

趣

の

あ

る

も

の

で

あ

る

・

筍

の

巻

き

巻

き

大

勢

一

列

に

手

を

つ

な

ぎ

「

筍

の

ま

き

巻

い

て

も

巻

い

て

も

ま

き

」

と

呼

び

乍

ら

最

初

の

一

人

を

中

く

く

心

に

し

て

ぐ

る

ぐ

る

ま

き

動

け

ぬ

様

に

な

る

と

と

く

・

雨

か

日

和

か

跳

び

飛

び

廻

り

あ

げ

た

方

の

足

の

履

物

を

前

へ

高

く

上

げ

「

雨

か

日

和

か

」

と

云

ふ

。

履

物

が

上

向

け

ば

日

和

、

下

向

け

ば

雨
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中

の

中

の

坊

さ

ん

数

名

手

を

つ

な

ぎ

合

ひ

円

を

作

る

。

一

名

は

眼

を

と

じ

て

円

の

中

央

に

坐

す

。

皆

こ

れ

を

廻

っ

て

「

中

の

中

の

坊

坊

さ

ん

、

何

故

丈

が

低

い

。

親

の

日

に

海

老

食

て

其

れ

で

丈

が

低

い

、

立

っ

て

見

よ

後

に

誰

が

ゐ

る

」

と

云

い

終

り

て

立

留

る

。

中

央

の

者

之

に

対

へ

て

云

い

、

中

て

ら

れ

し

者

代

っ

て

中

央

に

立

つ

、

中

ら

な

け

れ

ば

同

じ

こ

と

を

く

り

か

へ

す

・

す

べ

す

べ

日

高

川

の

堤

防

な

ど

適

当

な

傾

斜

の

と

こ

ろ

で

、

高

い

処

か

ら

低

い

所

へ

す

べ

っ

て

行

く

・

た

ん

ぽ

ゝ

た

ん

ぽ

ゝ

の

冠

毛

あ

る

も

の

を

持

ち

「

酒

買

う

て

こ

い

、

酢

買

ふ

て

来

い

」

と

云

っ

て

息

を

吹

き

か

け

て

飛

ば

す

・

笹

舟笹

の

葉

な

ど

に

て

小

舟

を

作

り

、

小

川

に

浮

べ

て

樂

し

む

３

郷

土

行

事

○

正

月

元

旦

（

以

下

主

と

し

て

旧

暦

に

よ

る

）

・

初

水

男

子

が

早

朝

起

き

て

、

其

日

使

用

の

水

を

く

む

・

年

始

ま

わ

り

各

交

際

の

家

へ

礼

に

廻

る

・

家

内

履

物

を

新

に

す

。

食

器

も

新

し

く

す

る

所

あ

り

・

雑

煮

を

朝

た

き

た

る

の

み

に

て

、

其

日

物

を

煮

ず

・

子

供

等

は

家

々

へ

「

お

目

出

度

う

」

を

云

い

て

廻

り

、

串

柿

と

蜜

柑

を

貰

ふ

・

朝

掃

除

せ

ず

。

福

を

は

き

出

す

と

称

し

て

・

シ

メ

ナ

ハ

を

張

る

。

こ

れ

に

は

ウ

ラ

ジ

ロ

・

モ

ッ

コ

ク

・

ユ

ズ

リ

ハ

・

橙

を

つ

け

る

・

由

良

開

山

又

は

和

佐

の

開

山

へ

参

詣

す

。

福

を

受

く

と

い

ふ

・

床

の

間

に

は

鏡

餅

を

か

ざ

り

、

み

か

ん

・

柿

等

を

供

ふ

・

門

松

は

神

社

、

佛

閣

に

は

立

て

る

も

一

般

に

は

少

し

・

子

供

の

遊

び

か

る

た

・

た

こ

あ

げ

・

す

ご

ろ

く

・

羽

子

つ

き

○

二

日

・

書

初

め

天

下

太

平

・

松

竹

梅

等

書

き

て

、

神

棚

に

供

へ

お

き

一

四

日

の

ど

ん

ど

に

て

こ

れ

を

や

く

。

其

の

日

高

く

上

る

時

は

上

達

す

と

云

ふ

・

打

初

め

白

紙

に

弊

を

切

り

田

に

立

ち

二

鍬

、

三

鍬

打

つ

○

三

日

・

オ

シ

メ

サ

ゲ

と

称

し

て

「

シ

メ

ナ

ワ

」

を

下

し

て

、

之

に

飯

を

供

ふ

。

神

棚

の

も

の

の

み

残

し

置

く

・

三

ヶ

日

も

今

日

で

終

な

れ

ば

、

各

自

仕

事

の

計

画

を

立

つ



- 74 -

○

七

日

（

七

日

正

月

）

・

朝

菜

の

葉

・

な

づ

な

等

を

入

れ

雑

炊

を

炊

き

、

家

内

之

に

祝

ふ

。

な

づ

な

は

昔

か

ら

二

子

や

し

き

に

て

は

採

る

な

と

云

ふ

○

十

四

日

・

ど

ん

ど

各

自

の

家

の

「

シ

メ

ナ

ハ

」

門

松

等

を

川

の

岸

、

道

の

辻

等

に

持

ち

集

り

之

を

焼

く

。

二

日

の

書

初

め

も

こ

の

時

に

長

き

竹

の

棒

に

は

さ

み

て

火

に

や

く

。

又

神

棚

に

供

へ

た

る

餅

も

焼

き

て

、

家

内

分

か

ち

て

食

ふ

○

十

五

日

（

中

正

月

）

・

中

正

月

と

称

す

。

朝

各

戸

あ

づ

き

か

い

を

た

き

て

家

内

祝

ふ

。

又

神

棚

に

も

餅

の

切

り

た

る

も

の

と

共

に

供

ふ

・

又

「

ナ

レ

ナ

レ

」

と

称

し

て

柿

、

枇

杷

、

桃

、

李

等

の

木

を

少

し

な

た

に

て

切

り

「

な

れ

な

れ

柿

の

木

な

ら

ね

ば

ぶ

ち

切

っ

て

釜

の

下

の

火

い

け

に

し

よ

う

」

と

称

し

そ

の

木

の

葉

に

か

ゆ

を

供

ふ

○

二

月

一

日

（

二

正

月

）

・

二

月

一

日

を

二

正

月

と

称

し

業

を

休

み

餅

を

つ

き

て

食

す

○

節

分

・

節

分

夜

に

は

ヒ

ヒ

ラ

ギ

の

葉

を

家

の

戸

口

に

さ

す

。

又

出

入

口

に

鰯

の

頭

を

棒

に

さ

し

て

お

く

・

豆

ま

き

先

づ

川

に

至

り

て

小

さ

き

美

し

き

石

を

閏

年

は

十

三

、

平

年

に

は

十

二

拾

ひ

来

る

。

之

を

豆

と

共

に

枡

に

入

れ

お

く

。

四

方

の

戸

を

し

め

切

り

主

人

は

こ

の

枡

を

持

っ

て

表

の

戸

を

少

し

ば

か

り

開

け

、

其

の

石

を

外

に

ほ

り

出

し

「

鬼

は

外

」

と

称

し

、

今

度

は

豆

を

屋

敷

に

ま

き

て

「

福

は

内

」

と

称

す

。

か

く

す

る

こ

と

三

回

に

し

て

終

る

・

昔

は

裸

参

り

と

称

し

、

此

晩

裸

体

に

シ

メ

を

張

り

て

神

佛

に

参

拝

せ

り

○

初

午

・

二

月

初

め

て

の

午

の

日

に

稲

荷

社

の

祭

を

行

ひ

、

各

所

に

餅

ま

き

あ

り

○

卯

月

八

日

・

釈

尊

降

誕

の

日

な

れ

ば

、

家

ご

と

に

團

子

を

作

り

う

つ

ぎ

・

つ

ゝ

じ

等

の

花

を

高

く

棒

の

先

に

結

び

門

先

に

立

つ

。

各

寺

院

に

は

御

堂

に

裸

の

釈

尊

体

を

祭

り

甘

茶

を

作

る

。

子

供

等

は

お

寺

へ

甘

茶

を

も

ら

い

に

行

き

、

そ

れ

に

て

字

を

書

く

（

卯

月

八

日

は

四

月

八

日

な

り

、

二

月

に

は

十

五

日

釈

尊

涅

槃

会

を

各

寺

院

に

て

行

ふ

な

り

）

○

三

月

三

日

・

節

句

と

称

す

。

親

類

近

所

に

て

男

子

の

生

み

た

る

家

へ

は

男

人

形

、

例

へ

ば

天

神

さ

ん

・

清

正

虎

・

ち

ん

ち

ん

馬

等

を

贈

り

、

女

子

の

生

ま

れ

た

る

家

へ

は

内

裏

さ

ん

・

き

ぬ

び

な

は

ん

・

箒

を

贈

る

。

贈

ら

れ

た

る

家

に

て

は

色

附

の

餅

を

つ

き

て

、

そ

の

家

に

配

る

。

之

を

節

句

初

と

言

ふ

・

こ

の

日

は

ど

の

家

に

も

人

形

を

か

ざ

り

、

草

餅

を

そ

な

へ

、

桃

の

花

、

白

酒

、

菱

餅

を

供

ふ

。

又

ひ

な

菓

子

と

称

し

、

人

魚

の

形

を

し

た

菓

子

を

桃

の

花

な

ど

に

つ

っ

て

供

ふ

・

各

戸

ま

き

ず

し

を

作

り

て

、

之

を

折

に

つ

め

山

上

り

と

称

し

見

は

ら

し

の

よ

い

所

に

上

り

て

之

を

食

す

○

三

月

二

十

一

日

前

後

彼

岸
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・

寺

で

餅

ま

き

、

供

養

を

な

し

、

彼

岸

参

り

と

称

し

て

参

詣

す

。

お

は

ぎ

、

七

と

こ

参

り

○

四

月

二

十

七

・

八

日

・

道

成

寺

会

式

。

軽

業

・

見

せ

物

・

餅

ま

き

・

店

な

ど

あ

り

。

村

人

多

数

参

詣

・

行

樂

す

○

四

月

二

十

日

前

後

・

招

魂

祭

道

成

寺

招

魂

碑

の

前

に

て

、

郡

内

戰

没

軍

人

の

慰

靈

祭

あ

り

。

余

興

と

し

て

角

力

・

投

餅

等

あ

り

○

五

月

五

日

・

男

の

節

句

と

称

す

。

男

の

子

の

あ

る

家

に

は

鯉

の

ぼ

り

・

絵

の

ぼ

り

を

立

つ

・

五

月

人

形

を

か

ざ

る

・

各

戸

で

は

「

か

し

は

餅

」

を

作

る

。

今

は

「

さ

る

と

り

し

ば

ら

」

の

葉

に

て

包

む

。

又

あ

し

の

葉

に

て

包

み

た

る

「

ち

ま

き

」

を

も

製

す

・

こ

の

日

は

又

し

ょ

う

ぶ

節

句

と

称

し

て

「

し

ょ

う

ぶ

」

と

よ

も

ぎ

を

屋

根

裏

に

さ

し

又

し

ょ

う

ぶ

風

呂

を

焚

く

。

又

し

ょ

う

ぶ

に

て

鉢

巻

す

れ

ば

病

に

か

か

ら

ぬ

と

称

す

○

毛

付

休

・

夏

至

前

後

に

於

い

て

一

字

田

の

植

付

の

終

り

た

る

時

「

毛

付

休

み

」

と

称

し

「

か

し

は

餅

」

を

作

り

て

食

し

業

を

休

む

。

此

頃

楊

梅

の

実

赤

ら

む

を

以

て

子

供

等

之

を

と

り

に

ゆ

く

。

○

牛

休

み

・

五

月

の

丑

の

日

を

牛

休

み

と

称

す

。

各

業

を

休

み

小

麦

餅

を

作

り

、

田

毎

に

栗

の

小

枝

に

つ

け

て

供

へ

家

に

て

も

食

ふ

。

早

朝

よ

り

牛

を

川

に

入

れ

て

洗

ひ

、

食

物

も

平

常

よ

り

よ

き

物

を

あ

た

う

。

蓋

し

平

常

の

労

を

謝

す

る

な

り

○

夏

祭

り

・

七

月

十

七

日

夏

祭

り

と

称

し

業

を

休

む

○

十

七

夜

・

七

月

十

七

日

夜

は

道

成

寺

の

十

七

夜

と

称

し

、

各

人

納

涼

が

て

ら

に

参

詣

す

○

夏

越

し

・

七

月

三

十

日

を

「

夏

越

し

」

と

称

し

、

住

吉

神

社

の

祭

な

り

。

由

良

住

吉

神

社

に

参

詣

す

○

七

月

七

日

。

「

」

。

。

・

七

日

盆

と

称

す

こ

の

日

は

地

獄

の

釜

の

ふ

た

開

く

日

な

り

と

云

ふ

各

戸

に

て

は

佛

具

を

磨

き

盆

を

迎

へ

る

準

備

を

な

す

昔

は

「

た

な

ば

た

」

の

行

事

あ

り

し

も

今

日

此

の

辺

に

は

な

し

○

盆

會

・

十

三

日

は

佛

の

来

る

日

と

て

、

子

供

等

は

小

さ

き

提

灯

に

火

を

つ

け

、

川

の

岸

或

は

寺

の

墓

場

に

至

り

「

提

灯

で

迎

へ

ま

せ

う

、

お

そ

け

り

ゃ

お

駕

で

む

か

へ

ま

し

ょ

う

」

と

呼

び

佛

を

迎

へ

に

行

く

。

家

に

軒

提

灯

を

と

ぼ

す

。

家

に

は

鉦

の

声

聞

こ

ゑ

て

、

佛

カ

ゴ

の

来

る

が

如

き

感

事

す

○

七

月

十

四

日

・

十

五

日
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・

盆

會

に

て

各

戸

に

は

佛

を

ま

つ

り

、

な

す

び

・

西

瓜

・

か

き

等

を

蓮

の

葉

に

盛

り

て

供

ふ

。

夕

方

よ

り

家

内

揃

っ

て

墓

に

参

り

、

お

花

・

線

香

等

を

供

ふ

。

十

六

日

朝

之

等

を

日

高

川

に

流

す

、

之

を

佛

を

送

る

と

云

ふ

。

又

水

棚

と

称

し

て

軒

の

下

に

、

竹

に

て

あ

み

た

る

棚

を

作

り

之

に

前

記

の

も

の

を

供

ふ

○

八

朔

・

八

月

一

日

を

八

朔

と

称

し

、

各

家

業

を

休

み

餅

を

つ

く

。

こ

れ

を

「

に

が

餅

」

と

い

ふ

。

こ

の

頃

よ

り

昼

休

み

は

や

め

ら

れ

夜

業

を

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

即

ち

其

の

餅

を

食

へ

ば

昼

休

み

は

無

く

な

り

、

夜

業

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な

る

の

で

「

に

が

餅

」

と

称

す

る

な

り

と

○

野

分

休

み

・

二

百

十

日

も

無

事

に

す

め

ば

、

そ

の

前

後

に

野

分

休

み

と

称

し

て

業

を

休

む

○

九

月

十

三

日

（

新

）

・

乃

木

祭

。

乃

木

大

將

の

あ

り

し

日

を

回

顧

す

○

十

月

十

七

日

神

嘗

祭

・

氏

神

祭

礼

・

十

六

日

は

宵

宮

と

称

し

、

神

社

に

夕

方

よ

り

参

拝

す

。

十

七

日

は

本

祭

に

て

祭

式

あ

り

。

渡

御

・

競

馬

・

四

ッ

太

鼓

・

屋

台

・

山

車

・

獅

子

舞

等

の

催

物

あ

り

、

人

出

多

し

。

こ

の

日

家

々

に

は

「

甘

酒

「

な

れ

ず

し

」

を

作

り

、

神

々

へ

供

へ

自

分

等

も

食

ふ

」

○

亥

の

子

・

十

一

月

中

の

亥

の

日

に

、

亥

の

子

と

称

し

て

神

を

祭

る

。

即

ち

赤

飯

を

た

き

て

之

に

て

握

飯

を

作

る

。

平

時

の

年

は

十

二

個

、

閏

年

は

十

三

個

枡

に

盛

り

て

供

ふ

。

こ

の

他

み

か

ん

・

柿

等

を

も

神

々

に

供

ふ

。

昔

は

子

供

等

は

つ

と

に

て

、

き

ね

を

作

り

家

々

に

つ

き

廻

り

て

み

か

ん

・

柿

等

を

貰

ひ

し

と

云

へ

ど

も

、

い

ま

は

そ

の

こ

と

な

し

○

こ

き

あ

げ

・

農

家

に

て

は

今

年

の

稲

を

取

り

入

れ

て

、

全

部

も

み

取

り

た

る

時

に

は

「

こ

き

上

げ

」

と

称

し

て

、

農

具

に

飯

を

供

へ

、

自

分

等

も

御

馳

走

す

○

明

治

節

十

一

月

三

日

・

体

育

デ

ー

・

山

登

り

・

運

動

会

○

報

因

講

・

十

一

月

中

眞

宗

の

家

に

て

は

、

報

恩

講

と

称

し

開

祖

親

鸞

上

人

の

祭

り

を

行

ふ

。

各

家

に

は

餅

を

つ

き

、

僧

侶

を

招

き

て

佛

事

を

営

み

、

親

類

縁

者

も

参

拝

す

○

誓

文

払

ひ

・

大

賣

出

し

・

年

の

市

○

十

二

月

三

十

一

日

、

。

、

。

・

大

晦

日

と

称

し

其

年

の

最

後

の

日

な

れ

ば

各

戸

家

を

掃

除

し

迎

春

の

準

備

を

な

す

又

神

社

に

参

拝

し

旧

年

の

加

護

を

謝

す

こ

の

晩

お

そ

く

ま

で

起

き

て

「

に

し

め

」

を

製

す

４

郷

土

方

言

訛

語
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い

き

な

り

（

直

ぐ

な

）

ア

の

部
あ

い

た

（

明

日

）

い

き

の

せ

に

（

引

続

き

）

あ

い

つ

（

彼

奴

）

い

げ

（

湯

気

）

あ

い

ま

ち

（

誤

）

い

け

る

（

生

き

る

）

あ

が

（

我

）

い

ご

く

（

動

く

）

あ

が

え

ゝ

（

我

家

）

い

こ

す

（

火

を

起

こ

す

）

あ

か

べ

（

人

に

反

抗

の

態

度

）

い

ぢ

く

る

（

弄

ぶ

）

あ

き

ん

ど

（

商

人

）

い

し

ご

ら

（

石

の

多

い

こ

と

）

あ

さ

げ

（

朝

食

前

の

仕

事

）

い

そ

し

い

（

甲

斐

甲

斐

し

い

）

あ

さ

っ

ぱ

ら

（

朝

早

く

か

ら

）

い

た

い

た

（

子

供

の

痛

い

所

）

あ

た

（

頭

）

い

と

は

ん

（

娘

）

あ

っ

ぽ

（

馬

鹿

）

い

び

つ

（

正

し

か

ら

ざ

る

形

）

あ

て

す

っ

ぽ

（

当

推

量

）

い

や

し

ん

ぼ

（

卑

し

い

人

）

あ

な

っ

こ

（

穴

）

い

ら

つ

（

急

ぐ

）

あ

が

り

と

（

上

り

口

）

い

ら

う

（

弄

ぶ

）

あ

ば

え

た

（

あ

ま

え

る

子

）

い

り

じ

ゃ

こ

（

小

魚

の

ほ

し

た

も

の

）

あ

ば

す

く

（

用

意

足

り

な

い

）

い

れ

も

ん

（

入

れ

物

）

あ

ほ

く

さ

い

（

馬

鹿

ら

し

い

）

い

ろ

せ

も

な

い

（

碌

で

も

な

い

物

）

あ

ほ

っ

た

れ

（

馬

鹿

目

が

）

い

ん

（

は

い

）

あ

や

か

る

（

似

る

）

い

ん

め

う

（

忌

事

）

あ

ら

く

た

い

（

あ

ら

っ

ぽ

い

）

い

ろ

せ

と

（

色

々

）

ウ

の

部

あ

ん

じ

ょ

う

（

味

よ

く

）

あ

ん

か

（

こ

た

つ

）

う

（

鰻

）

あ

る

き

（

村

の

令

達

ふ

れ

あ

る

く

使

丁

）

う

か

う

か

（

心

落

ち

つ

か

ざ

る

様

）

あ

ら

だ

よ

（

あ

る

の

に

）

う

ざ

う

ざ

云

ふ

な

（

戯

談

云

ふ

な

）

あ

ん

ら

（

彼

等

）

う

ざ

つ

く

（

右

同

）

う

そ

ぎ

た

な

い

（

薄

汚

い

）

イ

の

部
い

（

え

）

う

ち

べ

ん

け

い

（

自

分

の

家

で

え

ら

い

子

）

い

か

き

（

笊

）

う

づ

く

（

痛

む

）

い

か

な

こ

と

（

大

層

な

こ

と

）

う

つ

ご

る

（

う

つ

む

く

）

い

き

づ

む

（

息

詰

む

）

う

と

い

（

愚

）
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う

ま

う

ま

と

（

巧

に

）

お

ぶ

と

ぞ

う

り

（

大

人

の

は

く

草

履

）

う

ら

（

及

公

）

お

ま

ん

（

饅

頭

）

う

ん

こ

（

糞

）

お

も

し

（

重

石

）

お

め

れ

た

（

目

出

度

い

こ

と

）

エ

の

部
え

さ

（

餌

）

お

き

な

こ

と

（

沢

山

）

え

づ

く

（

嘔

吐

を

催

す

）

お

ろ

か

た

（

大

方

）

え

づ

い

（

狡

猾

）

お

ん

し

ゃ

（

汝

）

え

つ

り

（

壁

の

中

の

竹

）

お

ん

た

（

雄

）

カ

の

部

え

し

む

（

羨

む

）

え

い

え

（

否

）

が

い

な

（

荒

っ

ぽ

い

）

え

ら

う

（

大

層

）

が

い

た

ら

く

な

（

右

同

）

が

い

な

（

大

層

な

）

オ

の

部
お

あ

し

（

銭

）

が

あ

た

ろ

（

河

童

）

お

い

し

い

（

う

ま

い

）

か

い

ね

（

家

の

ま

わ

り

）

お

い

ぞ

（

お

尻

）

が

き

す

っ

ぽ

（

子

供

を

あ

ざ

け

る

時

）

お

い

る

し

な

（

御

免

な

）

か

さ

や

ぶ

ち

（

祭

の

明

く

る

日

）

お

か

ず

（

副

食

物

）

か

し

ん

（

菓

子

）

お

か

ん

（

母

）

か

だ

（

臭

気

）

お

し

き

な

こ

と

（

沢

山

）

か

た

っ

ぽ

（

片

一

方

）

お

こ

る

（

叱

る

）

か

な

ご

（

稲

板

）

お

こ

ら

い

（

お

許

し

下

さ

い

）

か

な

は

ず

な

と

こ

（

危

機

）

お

こ

し

（

腰

巻

）

か

ら

（

体

躯

）

お

し

き

せ

（

晩

酌

）

か

ら

っ

ぽ

（

空

虚

）

お

じ

く

そ

た

け

（

臆

病

者

）

か

は

せ

（

風

雨

の

方

向

か

わ

る

）

お

た

ぐ

ら

（

あ

ぐ

ら

）

か

ん

わ

る

い

（

考

え

わ

る

い

）

お

っ

さ

ん

（

和

尚

）

か

ん

ぎ

（

鍵

）

お

っ

ぱ

い

（

沢

山

）

か

ん

ち

（

片

目

）

お

と

こ

し

（

下

男

）

か

ん

て

き

（

こ

ん

ろ

）

お

と

（

父

）

か

ん

の

っ

さ

ん

（

神

主

）

お

と

ゝ

（

弟

）

か

ん

よ

り

（

紙

捻

）

お

な

ら

（

屁

）

か

ん

ご

（

籠

）

お

ば

さ

（

一

生

嫁

せ

ざ

る

女

）

か

ん

ぞ

う

（

根

の

残

っ

た

も

の

）

お

ひ

き

（

贈

物

を

受

け

た

時

中

に

入

れ

る

物

）
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が

ん

ば

こ

（

棺

）

く

び

ま

き

（

襟

巻

）

く

ゆ

る

（

崩

れ

る

）

キ

の

部
き

あ

が

り

（

調

子

に

の

る

こ

と

）

ぐ

る

（

共

謀

す

る

こ

と

）

ケ

の

部

き

あ

が

り

も

の

（

気

上

り

者

）

き

し

な

（

来

る

途

中

）

け

し

（

決

勝

）

き

せ

ろ

（

煙

管

）

げ

す

っ

と

（

最

下

位

）

き

た

な

か

（

半

反

）

け

た

い

（

怪

体

）

き

っ

そ

う

よ

う

（

幸

先

よ

い

）

け

っ

こ

じ

ん

（

お

人

好

し

）

ぎ

っ

ち

ょ

（

左

き

ゝ

）

け

つ

ね

（

狐

）

ぎ

っ

し

り

（

一

ぱ

い

）

け

な

ぐ

さ

い

（

き

な

ぐ

さ

い

）

き

な

こ

（

豆

の

粉

）

け

な

り

が

る

（

羨

し

い

）

き

ん

の

う

（

昨

日

）

け

む

た

い

（

煙

い

）

き

の

み

（

椿

の

実

）

け

ろ

り

（

意

外

の

さ

ま

）

き

ば

る

（

辛

抱

す

る

）

げ

ん

く

そ

わ

る

い

（

げ

ん

が

悪

い

）

ぎ

う

ち

ゝ

（

牛

乳

）

け

ん

け

（

狐

）

き

ょ

ね

ん

（

去

年

）

け

ん

ぺ

ん

（

ペ

ン

）

コ

の

部

き

ょ

ろ

た

き

（

軽

率

な

者

）

き

れ

こ

む

（

財

産

を

少

く

す

る

）

こ

い

さ

（

今

夜

）

き

ん

ご

（

細

泥

）

ご

い

さ

れ

ま

せ

（

御

免

下

さ

い

ま

せ

）

き

り

も

ん

（

着

物

）

こ

い

ど

ん

（

下

女

）

ご

う

さ

い

わ

く

（

立

腹

應

心

す

る

）

ク

の

部
く

さ

す

（

悪

し

ざ

ま

に

云

ふ

）

ご

う

し

ん

さ

ん

（

神

棚

）

く

き

（

つ

け

な

）

ご

う

た

れ

（

遊

蕩

）

く

じ

う

（

片

荷

）

こ

が

い

な

（

こ

の

様

な

）

く

そ

ば

い

（

く

す

ぐ

っ

た

い

）

ご

く

ど

（

放

蕩

者

）

く

そ

ど

ん

（

愚

鈍

）

こ

ゝ

た

い

（

こ

ゝ

ら

あ

た

り

）

く

だ

ま

く

（

管

巻

く

）

ご

し

（

一

し

ょ

う

に

、

共

に

）

く

ち

な

は

（

蛇

）

こ

し

（

料

見

）

ぐ

つ

（

都

合

）

こ

げ

ら

（

焦

）

ぐ

づ

る

（

難

題

を

持

ち

か

け

る

）

こ

た

ゆ

る

（

疲

労

す

る

）

く

に

う

（

賣

買

貸

借

用

旋

業

者

）

ご

つ

い

（

丈

夫

な

）

ぐ

に

ゃ

ぐ

に

ゃ

（

柔

軟

な

る

さ

ま

）

ご

っ

か

り

（

一

度

に

多

く

）

こ

っ

て

（

牡

牛

）
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ご

て

つ

く

（

紛

擾

す

る

）

し

ぶ

ち

ん

（

吝

稟

）

？

こ

な

（

大

根

等

の

間

引

菜

）

し

ゃ

が

む

（

屈

む

）

こ

な

す

（

貶

す

）

し

ゃ

か

ん

（

左

官

）

ご

ふ

ん

（

白

墨

）

し

ゃ

く

ば

る

（

硬

直

）

こ

べ

（

額

）

し

ゃ

っ

ぽ

（

帽

子

）

ご

む

て

ん

（

ご

む

ま

り

）

し

ゃ

も

な

い

こ

と

（

仕

様

も

な

い

こ

と

）

ご

り

ご

り

云

ふ

（

大

い

に

こ

り

る

）

し

ゃ

ろ

（

煙

草

入

）

こ

は

い

（

堅

い

）

し

ゃ

ん

し

ゃ

ん

（

湯

の

わ

い

て

ゐ

る

こ

と

）

こ

ん

こ

（

沢

庵

）

し

ゃ

ん

し

ゃ

ん

三

つ

（

合

づ

）

こ

ん

こ

ん

（

狐

）

し

ゃ

う

て

ん

に

（

先

刻

）

こ

ん

じ

（

乞

食

）

じ

ゃ

う

じ

（

常

に

）

こ

ん

だ

（

今

度

）

し

ょ

っ

こ

い

（

し

め

っ

ぽ

い

）

こ

ん

に

ゃ

（

舌

）

し

ょ

の

つ

け

（

最

初

）

ご

ん

ぱ

ち

（

虎

杖

）

し

り

ふ

り

お

ま

す

（

せ

き

れ

い

）

し

ろ

き

ん

（

銀

貨

）

サ

の

部
さ

い

し

ぶ

ね

（

渡

舟

）

し

ん

ど

い

（

だ

る

い

）

さ

い

め

（

境

介

）

じ

ん

べ

（

袖

な

し

着

物

）

さ

か

（

故

に

）

し

わ

く

ち

ゃ

（

し

は

だ

ら

け

）

ス

の

部

さ

く

い

（

も

ろ

い

）

さ

し

げ

た

（

足

駄

）

す

く

ど

（

枯

葉

）

さ

ぶ

し

い

（

淋

し

い

）

す

こ

た

ん

く

う

（

当

て

が

は

づ

れ

る

）

さ

ら

い

（

新

し

い

）

ず

い

き

（

里

芋

の

茎

）

さ

ら

く

よ

い

（

手

取

早

い

）

す

こ

（

頭

）

さ

ん

じ

ゃ

く

（

兵

児

帯

）

す

こ

い

（

悪

賢

い

）

す

ご

く

（

抜

く

）

シ

の

部

（

）

し

あ

さ

っ

て

（

明

後

々

日

）

す

す

こ

な

り

実

の

沢

山

鳴

っ

て

ゐ

る

こ

と

し

こ

る

（

叫

ぶ

）

す

お

け

（

漬

物

）

じ

っ

ち

り

（

実

意

に

）

す

っ

ち

ょ

な

い

（

素

気

な

い

）

し

な

（

途

）

す

っ

こ

り

（

全

部

）

し

な

う

（

萎

）

す

こ

っ

と

（

裕

一

枚

）

し

な

ら

づ

よ

い

（

弱

き

様

な

れ

ど

強

い

）

す

て

ん

こ

（

山

の

頂

）

じ

ば

く

る

（

滑

稽

な

こ

と

を

す

る

）

す

ね

き

り

（

バ

ッ

チ

の

短

き

も

の

）

じ

ば

ん

（

襦

袢

）

す

の

こ

（

床

下

）
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す

ば

く

ら

も

の

（

づ

る

い

）

た

き

も

ん

（

薪

）

ず

ぶ

ぬ

れ

（

頭

か

ら

ぬ

れ

る

）

た

く

し

あ

げ

る

（

ま

き

上

げ

る

）

す

ま

っ

こ

（

隅

）

た

ご

る

（

咳

を

す

る

）

す

る

火

（

マ

ッ

チ

）

た

つ

る

（

閉

め

る

）

た

に

っ

こ

（

谷

の

底

）

セ

の

部
せ

き

だ

（

雪

駄

）

た

ね

る

（

尋

ね

る

）

せ

き

た

ん

（

石

油

）

た

の

い

し

（

田

に

し

）

せ

ご

し

（

骨

な

り

に

魚

を

つ

く

る

）

た

ば

る

（

神

佛

の

供

物

を

下

げ

る

）

せ

ゝ

る

（

弄

）

だ

び

（

樋

の

出

口

）

せ

た

ろ

う

（

負

ふ

）

た

ま

か

ら

（

初

め

か

ら

）

せ

ち

が

う

（

い

ぢ

め

る

）

だ

る

（

下

肥

）

せ

な

か

（

背

）

た

ん

ご

（

肥

桶

）

せ

ぶ

る

（

強

い

て

請

ふ

）

た

ん

た

（

風

呂

）

せ

ん

せ

（

先

生

）

た

ん

と

（

沢

山

）

せ

ん

ぞ

ん

（

先

祖

）

だ

ん

な

し

（

金

持

の

家

）

せ

ん

ち

（

便

所

）

た

ん

び

（

度

ご

と

）

ソ

の

部

チ

の

部

そ

い

（

そ

れ

）

ち

ぎ

（

秤

）

ぞ

う

に

ん

（

雑

煮

）

ぢ

き

に

（

直

に

）

そ

が

い

な

（

そ

ん

な

）

ち

く

し

ょ

う

げ

な

（

小

さ

な

）

ぞ

く

し

よ

な

（

毒

々

し

い

）

ぢ

ち

め

（

ま

じ

め

）

そ

こ

た

り

（

そ

こ

ら

あ

た

り

）

ち

っ

こ

（

小

さ

な

人

）

そ

つ

ご

す

る

（

釣

合

う

）

ち

っ

こ

け

な

（

小

さ

な

）

そ

こ

た

い

（

そ

こ

ら

あ

た

り

）

ち

っ

ち

（

虫

）

ぞ

れ

（

癩

病

）

ぢ

ど

さ

ん

（

地

蔵

尊

）

ち

び

く

さ

（

少

し

ば

か

り

）

タ

の

部
だ

い

（

誰

）

ぢ

べ

た

（

地

面

）

た

い

が

い

（

大

層

、

大

方

）

ち

ぼ

（

す

り

）

た

い

し

た

（

大

な

る

）

ち

ゃ

あ

（

茶

）

だ

い

じ

な

い

（

差

支

へ

な

い

）

ち

ゃ

か

し

は

い

（

や

か

ま

し

い

わ

い

）

だ

い

ど

（

誰

か

）

ち

ゃ

っ

と

（

急

に

）

だ

か

え

る

（

抱

く

）

ち

ゃ

ん

ぶ

く

ろ

（

茶

袋

）

た

か

る

（

止

る

）

ち

ょ

い

ち

ょ

い

（

歩

き

出

す

）
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ち

ょ

っ

こ

と

（

少

し

ば

か

り

）

て

ば

し

こ

い

（

き

び

し

い

）

ち

ょ

ら

か

す

（

あ

や

す

）

て

の

ご

い

（

手

拭

）

ち

ょ

ろ

い

（

弱

い

）

で

ぼ

ち

ん

（

出

額

）

ち

ょ

ろ

ま

か

す

（

ご

ま

か

す

）

て

ま

い

里

（

て

ま

り

）

ち

ょ

ん

ち

ょ

（

苗

）

て

え

ろ

（

大

層

）

ち

ら

か

す

（

散

）

て

ん

き

り

（

最

上

）

ぢ

り

ぢ

り

（

漸

く

）

て

ん

ご

（

た

は

む

る

）

ち

ん

（

坐

る

こ

と

）

て

ん

て

（

手

抜

）

ち

ん

ち

ろ

（

こ

ほ

ろ

ぎ

）

て

ん

て

こ

ま

ひ

（

多

忙

の

時

）

て

ん

な

い

か

う

（

賄

賂

つ

か

ふ

）

ツ

の

部
づ

ぐ

し

（

柿

の

熟

し

た

る

も

の

）

て

ん

で

あ

わ

ぬ

（

間

に

合

は

ぬ

）

ト

の

部

つ

く

も

る

（

蹲

踞

）

づ

ご

が

に

（

か

に

）

と

い

（

遠

い

）

つ

ち

の

こ

（

槌

）

と

が

（

罪

）

づ

つ

な

い

（

苦

し

い

）

ど

き

つ

い

（

き

び

し

い

）

つ

ね

ぎ

（

普

段

着

）

ど

き

ど

き

（

は

ら

は

ら

す

る

）

つ

ぼ

か

ん

（

缺

損

）

ど

く

し

ょ

う

（

大

層

）

づ

ぼ

ら

（

放

蕩

者

）

ど

た

ま

（

頭

）

つ

ば

く

ろ

（

つ

ば

め

）

ど

づ

く

（

打

つ

）

つ

は

る

（

芽

ぐ

む

）

ど

っ

さ

り

（

役

者

の

最

上

級

者

）

づ

ん

づ

く

し

（

肥

満

の

人

）

ど

っ

さ

り

（

沢

山

）

と

っ

と

き

（

よ

そ

ゆ

き

）

テ

の

部
て

が

う

（

な

ぶ

る

）

と

ゝ

（

魚

）

て

き

（

対

称

）

と

ぶ

く

ろ

（

戸

袋

）

て

き

は

き

（

敏

捷

）

ど

も

な

ら

（

腕

白

）

で

き

も

ん

（

腫

物

）

と

ら

げ

ば

ゞ

（

産

婆

）

て

こ

づ

る

（

持

ち

あ

ぐ

む

）

と

り

つ

く

（

た

ゝ

る

）

で

こ

ぽ

こ

（

凸

凹

）

ど

ろ

べ

（

泥

）

て

ば

し

こ

う

（

大

層

）

ど

ろ

べ

た

（

泥

に

汚

る

ゝ

こ

と

）

て

し

ょ

う

（

小

皿

）

ど

ん

ざ

（

ど

て

ら

）

て

た

ふ

（

手

傳

ふ

）

と

ん

と

（

ち

っ

と

も

）

て

っ

き

り

（

必

常

の

）

ど

ん

ば

い

こ

（

目

高

）

て

ゝ

（

手

）

と

ん

び

（

鳶

）
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ね

ぶ

ち

（

値

）

ナ

の

部
な

い

な

い

（

か

く

し

て

お

く

こ

と

）

ね

ん

し

ゃ

（

物

を

丁

ね

い

に

す

る

人

）

な

い

な

い

（

な

い

し

ょ

）

ね

ん

ね

（

寝

）

な

が

い

こ

と

（

長

い

間

）

ね

じ

っ

こ

（

筒

袖

）

な

か

せ

（

仲

仕

）

ね

つ

い

（

執

拗

）

な

か

ど

る

（

二

人

に

て

荷

ふ

）

ね

ぶ

る

（

眠

）

ノ

の

部

な

き

み

そ

（

泣

き

易

き

も

の

）

な

っ

と

か

し

て

く

れ

（

何

と

か

し

て

下

さ

い

）

の

ー

（

ね

）

な

め

ら

（

土

気

の

な

い

所

）

の

こ

ぎ

（

野

抜

）

な

り

わ

る

い

（

風

悪

い

）

の

さ

ば

る

（

そ

り

か

へ

る

）

の

し

（

主

）

ニ

の

部に

い

（

兄

）

の

し

ろ

（

苗

代

）

に

へ

く

り

か

へ

る

（

煮

へ

か

へ

る

）

の

す

（

上

）

山

を

の

す

に

ぎ

ら

す

（

贈

賄

）

の

ゝ

こ

（

綿

入

れ

）

に

く

そ

げ

な

（

憎

ら

し

い

）

の

ぶ

と

い

（

圖

太

い

）

に

ぐ

る

（

に

げ

る

）

の

ぼ

（

圖

抜

け

て

大

き

い

）

に

た

り

よ

っ

た

り

（

似

通ﾌ

）

の

ろ

（

馬

鹿

）

に

っ

ち

ゃ

く

ち

（

物

の

ね

ば

る

形

）

の

ん

だ

く

れ

（

酒

の

み

）

に

っ

て

ん

こ

ぼ

し

太

陽

の

直

射

日

光

の

下

に

居

る

の

ん

の

（

幟

）

小

児

（

）

に

や

う

（

う

め

う

め

）

の

っ

け

（

冒

頭

）

に

ん

に

（

握

飯

）

の

っ

ぽ

（

丈

の

別

に

高

い

も

の

）

ハ

の

部

に

ん

ぎ

や

か

（

賑

）

は

い

（

魚

は

え

）

ヌ

の

部
ぬ

く

ど

り

（

ふ

と

こ

ろ

手

）

は

が

い

（

残

念

）

ぬ

け

さ

く

（

馬

鹿

）

は

き

だ

め

（

ご

み

た

め

）

ぬ

す

っ

と

（

盗

人

）

は

き

も

ん

（

履

物

）

ぬ

ら

り

く

ら

り

（

は

っ

き

り

し

な

い

も

の

）

は

し

く

れ

（

端

）

ぬ

っ

と

こ

せ

（

無

知

無

能

の

者

）

は

し

り

ご

く

（

競

赱

）

は

ち

（

馬

鹿

）

ネ

の

部
ね

き

（

縁

）

は

っ

さ

い

（

父

母

の

軽

率

な

者

）

ね

じ

く

す

む

（

ひ

ね

く

れ

る

）

は

っ

た

い

粉

（

麦

の

粉

）

ね

じ

っ

こ

（

筒

袖

）

ぱ

っ

ぱ

（

煙

草

）

ね

づ

め

（

ね

づ

み

）

は

て

き

り

（

際

限

）
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は

な

ご

（

鼻

緒

）

ふ

う

た

い

（

風

袋

の

重

さ

）

ヘ

の

部

ば

ゞ

（

糞

）

は

ゞ

い

（

き

た

な

い

）

へ

ー

き

り

（

仕

切

り

）

ば

べ

（

勝

負

な

し

）

ぺ

け

（

不

成

立

）

ば

る

ゝ

（

露

見

す

る

）

へ

こ

た

れ

る

（

疲

れ

る

）

は

ん

こ

（

印

鑑

）

へ

こ

ど

く

る

（

こ

ろ

び

落

ち

る

）

は

ん

ど

ん

（

土

曜

日

）

へ

さ

ゆ

る

（

押

へ

る

）

ば

ん

ば

（

絵

画

）

へ

し

ぼ

る

（

縮

少

す

る

）

へ

た

ば

る

（

弱

り

こ

む

）

ヒ

の

部
ひ

き

ひ

き

（

物

を

贈

答

し

な

い

こ

と

）

べ

た

ま

け

（

全

敗

）

ひ

い

（

日

・

火

・

樋

）

へ

ち

（

縁

）

ひ

く

げ

た

（

日

和

下

駄

）

べ

っ

こ

（

差

出

口

）

ひ

し

る

（

叫

ぶ

）

べ

っ

た

り

（

一

面

）

ひ

ど

こ

（

か

ま

ど

）

へ

っ

つ

い

（

か

ま

ど

）

ひ

だ

る

い

（

空

腹

を

感

じ

る

）

へ

つ

る

（

削

）

び

っ

し

り

（

常

に

）

へ

ら

（

側

）

ひ

て

も

ん

（

単

衣

）

へ

ら

っ

こ

（

無

遠

慮

）

ひ

な

か

（

半

日

）

へ

ん

が

い

（

謝

絶

す

る

）

ひ

ね

（

古

）

べ

ん

こ

つ

（

辨

舌

）

ひ

ね

く

る

（

弄

）

べ

べ

（

着

物

）

ホ

の

部

ひ

の

こ

（

仲

介

人

）

ひ

や

こ

い

（

冷

）

ほ

い

た

ら

（

そ

う

し

た

ら

）

ひ

ょ

っ

こ

り

（

突

然

）

ほ

ー

が

い

（

頬

）

ひ

ょ

っ

と

こ

（

青

二

才

）

ほ

ー

け

（

箒

）

び

ん

ぎ

（

便

宜

）

ほ

う

こ

人

（

雇

人

）

び

ん

ぼ

（

貧

乏

）

ほ

り

（

小

溝

）

ほ

か

す

（

捨

て

る

）

フ

の

部ぶ

ー

（

茶

・

湯

）

ぼ

く

と

（

棒

）

ぶ

え

ん

（

魚

の

生

）

ほ

け

る

（

さ

へ

づ

る

）

ふ

せ

る

（

種

を

下

す

）

ほ

け

ら

か

す

（

見

せ

び

ら

か

す

）

ふ

た

る

（

溢

る

）

ぼ

た

（

蕾

）

ふ

つ

（

菜

の

頭

）

ほ

た

ゆ

る

（

戯

）

ふ

っ

き

ん

（

布

巾

）

ほ

ち

ょ

（

包

丁

）
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ぼ

っ

つ

り

（

提

か

ご

）

み

や

う

じ

（

虹

）

ム

の

部

ぼ

て

（

魚

行

商

人

）

ぼ

て

れ

ん

（

張

れ

る

こ

と

）

む

か

つ

く

（

不

快

）

ほ

と

こ

ろ

（

ふ

と

こ

ろ

）

む

き

に

な

っ

て

（

眞

劔

に

な

っ

て

）

ぼ

ろ

く

そ

（

悪

罵

）

む

く

す

け

（

全

く

）

ぼ

ろ

く

ち

（

よ

い

金

儲

）

む

ご

い

（

あ

れ

な

）

ぼ

ん

さ

ん

（

金

持

の

子

供

）

む

さ

い

（

汚

い

）

ぽ

ん

ぽ

ん

（

腹

・

子

供

）

む

せ

く

る

（

む

せ

る

）

ぼ

っ

ち

ゃ

ん

（

金

持

の

子

の

尊

称

）

む

し

る

（

奪

ふ

）

む

っ

し

り

（

沢

山

）

マ

の

部
ま

ー

（

今

）

ま

ー

一

日

む

ね

く

そ

わ

り

（

不

快

に

感

ず

）

ま

い

だ

れ

（

前

掛

）

む

な

ぐ

ら

（

胸

）

メ

の

部

ま

い

が

み

（

丁

稚

）

ま

し

（

比

較

的

よ

い

）

め

く

さ

（

目

の

悪

い

人

）

ま

ぜ

（

南

風

）

め

っ

ぽ

う

か

い

（

大

層

）

ま

せ

く

れ

（

早

熟

）

め

け

ん

（

眉

け

ん

）

ま

ぜ

め

し

（

五

目

め

し

）

め

ご

（

芽

）

ま

た

い

（

お

と

な

し

）

め

っ

そ

う

（

目

分

量

）

ま

た

ぐ

ら

（

股

）

め

っ

た

む

し

ょ

う

（

む

や

み

に

）

ま

ち

ゃ

う

（

眞

面

目

）

め

ん

た

（

雌

）

ま

っ

と

（

も

っ

と

）

め

ん

め

（

銘

々

）

モ

の

部

ま

ぶ

い

（

ま

ば

ゆ

い

）

ま

め

こ

（

豆

）

も

り

ど

ん

（

子

守

）

ま

ん

ま

と

（

う

ま

く

）

も

え

く

さ

し

（

余

燼

）

も

う

（

中

）

ミ

の

部み

し

ろ

（

筵

）

も

づ

（

頭

の

う

し

ろ

）

み

せ

も

ん

（

見

せ

も

の

）

も

じ

く

（

破

か

い

す

る

）

み

ぞ

こ

（

溝

）

も

ち

ゃ

そ

び

（

玩

具

）

み

っ

ち

ゃ

（

痘

痕

）

も

ゝ

た

ぶ

ら

（

股

）

み

て

（

田

の

溝

）

も

や

い

（

仲

間

）

み

な

こ

と

（

水

の

落

口

）

も

ん

ち

ゃ

く

れ

（

紛

擾

）

み

ゝ

ご

（

耳

だ

れ

）

も

り

子

（

子

守

）

ヤ

の

部

み

や

げ

（

着

物

の

縫

い

上

げ

）
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や

く

だ

（

い

た

づ

ら

）

よ

は

れ

（

寝

小

便

）

や

せ

く

（

夜

食

）

よ

ま

い

（

愚

痴

）

ラ

の

部

や

け

（

無

茶

）

や

け

た

く

れ

（

自

暴

）

ら

っ

し

も

な

い

（

埒

も

な

い

）

リ

の

部

や

い

と

（

灸

）

や

け

ん

ど

（

や

け

ど

）

り

こ

ん

（

悧

口

）

や

ゝ

こ

し

い

（

ま

ぎ

ら

は

し

）

り

ん

り

き

（

人

力

車

）

ユ

の

部

ロ

の

部

ゆ

い

た

い

こ

と

ゆ

い

（

直

言

を

好

む

人

）

ろ

ー

も

ん

（

老

耄

）

ワ

の

部

や

ん

べ

（

昨

夜

）

わ

か

い

し

（

若

者

連

中

）

ヨ

の

部
よ

し

け

（

余

計

）

〃

（

下

男

）

よ

ぐ

み

（

蓬

）

わ

ご

（

腋

臭

）

よ

し

（

な

さ

い

）

わ

や

（

混

沌

紊

乱

の

様

）

よ

じ

む

る

（

一

所

に

集

む

）

わ

り

（

わ

る

い

）

よ

た

ん

ぼ

（

醉

漢

）

よ

つ

ひ

と

（

終

夜

）

よ

な

べ

（

夜

業

）

我

が

村

に

於

け

る

衛

生

保

健

状

態

第

八

章

１

要

項

イ

食

に

関

す

る

調

査

・

家

庭

日

常

の

献

立

・

間

食

の

種

目

一

覧

表

・

本

村

自

足

の

食

品

と

栄

養

價

・

村

民

食

事

時

間

の

調

査

・

標

準

量

に

対

す

る

実

量

の

偏

差

、

人

員

及

百

分

比

・

偏

差

の

斈

年

平

均

及

全

平

均

・

副

食

物

食

品

別

一

覧

表

・

村

民

の

出

産

時

及

病

時

に

於

け

る

食

物
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・

村

民

の

離

乳

期

調

査

・

哺

乳

種

類

・

哺

乳

時

間

の

調

査

ロ

衣

に

関

す

る

調

査

・

家

庭

の

衣

服

枚

数

地

質

別

・

種

類

別

・

季

節

別

・

上

下

別

・

年

令

別

・

入

浴

回

数

及

一

回

に

入

浴

す

る

人

数

の

調

査

ハ

住

に

関

す

る

調

査

・

住

居

の

配

置

及

方

向

・

住

居

、

台

所

、

便

所

の

向

・

井

戸

、

台

所

及

井

戸

、

便

所

の

距

離

・

井

戸

の

種

類

調

査

ニ

村

民

の

睡

眠

時

間

の

調

査

・

斈

令

児

童

に

於

け

る

標

準

睡

眠

時

間

と

本

村

斈

令

児

童

睡

眠

時

間

と

の

比

較

ホ
・

家

庭

常

備

薬

の

調

査

・

家

庭

療

法

の

調

査

・

医

師

及

助

産

婦

・

出

生

及

乳

児

死

亡

累

年

比

較

・

傳

染

病

者

累

年

比

較

２

各

論

○

食

に

関

す

る

調

査

・

家

庭

日

常

の

献

立

六

月

二

十

日

よ

り

二

十

六

日

迄

、

八

月

一

日

よ

り

六

日

迄

、

九

月

二

十

日

よ

り

二

十

六

日

迄

の

三

回

に

亘

っ

て

、

高

等

科

女

子

二

十

七

名

延

日

数

五

六

七

日

間

の

、

献

立

調

査

の

結

果

を

見

る

に

、

大

隊

食

品

の

範

囲

が

狭

く

純

農

村

な

る

故

、

殆

ど

自

家

生

産

物

に

限

ら

れ

て

居

る

。

営

（

栄

）

養

方

面

の

考

慮

は

少

し

も

行

わ

れ

ず

「

朝

も

お

粥

、

晝

も

お

粥

・

晩

に

も

や

っ

ぱ

り

お

粥

」

式

の

同

材

料

が

縦

或

は

横

に

数

回

連

続

さ

れ

て

い

る

こ

と

は

度

々

見

受

け

ら

れ

る

。

尚

料

理

の

種

類

、

盛

付

上

、

組

合

せ

上

に

つ

い

て

の

い

か

が

は

し

い

点

を

多

々

存

す

る

の

で

あ

る

。



- 88 -

次

に

調

査

票

を

掲

ぐ

朝

食

四

ツ

茶

晝

食

八

ツ

茶

晩

食

お

粥

お

粥

白

飯

お

か

ゆ

お

か

ゆ

54%

53%

22%

47%

55%

沢

庵

漬

沢

庵

漬

煮

魚

沢

庵

漬

沢

庵

漬

お

粥

お

粥

白

飯

お

粥

・

白

飯

お

か

ゆ

23%

13%

11 %

7%

8%

（

し

た

し

）

（

し

た

し

）

茄

子

の

浅

漬

ゆ

で

菜

焼

魚

焼

魚

ゆ

で

菜

麦

飯

麦

飯

五

目

飯

お

か

ゆ

お

か

ゆ

5%

12%

9%

7%

5%

沢

庵

漬

沢

庵

漬

ゆ

で

菜

金

山

寺

味

噌

茄

子

の

味

噌

和

お

粥

お

粥

麦

飯

麦

飯

お

か

ゆ

4%

6%

9%

6%

5%

ら

っ

ょ

う

漬

茄

子

の

浅

漬

い

り

な

ご

茄

子

の

浅

漬

瓜

の

漬

物

き

お

粥

お

粥

麦

飯

お

か

ゆ

お

か

ゆ

4%

5%

7%

6%

5%

ゆ

で

菜

梅

干

焼

魚

ゆ

で

菜

茄

子

の

煮

付

麦

飯

麦

飯

麦

飯

お

か

ゆ

五

目

飯

4%

5%

7%

4%

5%

い

り

な

ご

い

り

な

ご

里

芋

の

煮

付

ら

っ

き

ょ

う

漬

沢

庵

漬

麦

飯

お

粥

麦

飯

お

か

ゆ

お

か

ゆ

4%

3%

7%

4%

3%

瓜

の

漬

物

ら

っ

き

ょ

う

漬

味

噌

汁

茄

子

の

浅

漬

里

芋

の

煮

付

麦

飯

麦

飯

お

か

ゆ

お

か

ゆ

米

飯

4%

3%

7%

4%

3%

沢

庵

漬

ゆ

で

菜

ず

い

き

の

煮

付

梅

干

か

し

わ

お

か

ゆ

麦

飯

麦

飯

お

か

ゆ

4%

7%

4%

3%

瓜

の

漬

物

か

つ

お

節

沢

庵

漬

野

菜

の

煮

付

麦

飯

麦

飯

お

か

ゆ

5%

4%

3%

煮

魚

味

噌

汁

茄

子

の

煮

付

麦

飯

麦

飯

お

か

ゆ

5%

4%

3%

梅

干

梅

干

ひ

じ

き

の

煮

付

麦

飯

麦

飯

お

か

ゆ

4%

3%

2%

ず

い

き

の

煮

付

茄

子

の

味

噌

和

味

噌

汁

之

に

依

っ

て

本

校

家

事

科

は

献

立

作

成

上

の

指

導

を

、

理

論

的

と

実

習

の

両

者

よ

り

充

分

に

な

し

、

自

家

産

物

な

る

が

故

の

大

食

主

義

、

浪

費

主

義

、

一

度

一

度

が

簡

單

な

申

し

分

的

な

、

食

事

で

あ

る

所

か

ら

来

る

回

数

の

多

い

事

等

を

避

け

て

、

営

（

栄

）

養

と

、

経

済

（

時

間

・

労

働

・

金

銭

）

に

立

脚

し

た

経

済

的

営

養

法

の

指

導

を

進

め

て

行

く

べ

き

で

あ

る

。
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○

間

食

の

種

目

一

覧

表
春

期

夏

期

秋

期

冬

期

あ

ら

れ

苺

び

わ

柿

栗

梨

椎

自

大

豆

の

い

っ

た

西

瓜

蚕

豆

無

花

果

か

ん

し

ょ

物

家

も

ち

葡

萄

な

し

ゆ

で

豆

か

き

夏

蜜

柑

水

蜜

桃

れ

い

し

ゅ

用

い

り

ご

め

ト

マ

ト

山

桃

甘

蔗

ゆ

す

ら

も

ゝ

す

も

ゝ

甘

藷

夏

蜜

柑

と

う

が

ら

し

賜

せ

ん

べ

い

類

キ

ャ

ラ

メ

ル

類

砂

糖

用

饅

頭

類

あ

め

だ

ま

類

○

児

童

の

辨

当

調

査

・

主

食

の

温

量

に

関

す

る

調

査

我

が

国

民

の

体

格

が

、

西

洋

諸

国

の

其

れ

に

比

し

て

遜

色

あ

る

理

由

は

、

一

に

家

庭

婦

人

の

食

物

に

対

す

る

営

養

観

念

の

不

足

よ

り

来

る

も

の

で

あ

ら

う

と

思

ふ

。

さ

て

斈

校

が

児

童

を

通

し

て

、

家

庭

の

人

々

に

営

養

問

題

に

対

す

る

正

し

い

知

識

と

理

解

と

を

附

與

す

る

こ

と

は

、

食

糧

問

題

解

決

の

有

力

な

る

一

手

段

で

あ

る

。

こ

の

立

場

に

立

っ

て

、

我

校

に

於

い

て

九

月

十

日

、

九

月

二

十

日

、

十

月

一

日

の

三

回

に

亘

っ

て

尋

常

科

全

部

に

対

す

る

児

童

の

辨

当

調

査

を

行

ひ

栄

養

改

善

の

一

策

と

し

た

の

で

あ

る

。

次

に

そ

の

一

部

を

あ

げ

る

。
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○本村自足の食品と営養價

cal cal食 品 名 蛋白質 脂 肪 含水炭素 カ ロ リ １００ 食 品 名 蛋白質 脂 肪 含水炭素 カ ロ リ １００
－ ヲ － ヲ

／ １ ０ 得ル数量 ／ １ ０ 得ル数量

０ｇ ０ｇ

米 飯 匁 せ り 匁3.2% 0.05% 32.3% 146cal 68g 18 2.0% 0.1% 3.2% 22cal 465g 121
3.3 0.1 29.2 134 75 20 20.3 0. 5 42.0 260 39 10米麦飯 ぜんまい7:3

3.8 0.2 18.7 94 106 28 25.7 1.7 47.3 315 32 8麦 飯 蚕豆（乾）

10.4 3.6 69.7 362 28 7 0.7 - 3.7 18 555 148き び 大 根

1.2 0.3 13.3 62 161 43 2.6 0.1 4.5 30 333 89粥 筍

1.4 0.1 6.0 31 322 86 34.7 18.0 27.7 423 24 7沢 庵 大 豆

1.0 0.1 3.1 18 556 148 1.6 0.1 8.0 40 250 67茄 子 玉 葱

0.9 0.1 7.9 37 270 72 20.1 1.6 43.0 274 37 10らっきょう なたまめ

2.5 0.5 1.2 20 500 139 1.3 0.4 7.4 39 256 63小 松 菜 人 参

0.9 0.1 2.0 13 769 205 12.2 13.8 14.7 239 42 11き う り ね ぎ

1.4 0.1 11.7 55 182 49 2.3 0.3 1.7 19 526 140里 芋 菠 薐 草

4.1 2.1 41.0 20.4 49 13 1.5 0.1 19.2 86 116 31づ い き 馬 鈴 薯

5.4 0.5 10.0 68 119 32 2.9 0.6 10.9 62 161 43青 豌 豆 松 茸

20.4 1.1 53.2 312 32 9 2.4 0.6 0.8 19 526 140いんげん豆 三河島菜

18.9 1.2 57.8 326 31 8 0.9 0.1 2.5 15 667 178う づ ら 豆 み つ ば

1.2 0.5 4.1 26 385 103 3.3 0.1 24.2 114 88 23白 瓜 ゆ り

6.6 0.5 12.4 83 120 32 1.7 0.1 10.9 53 189 60ゑんどう未熟 れんこん

1.6 0.1 2.8 1.9 13.2 25 2.8 0.1 1.4 18 551 148か ぶ ら わ ら び

0.7 0.1 6.1 2.9 31.5 9.3 0.9 2.9 39.6 20.4 4.3 1.2南 瓜 千切大根

1.7 0.2 28.8 12.6 7.9 0.1 11.4 0.1 25.2 119 91 24さ つ ま 芋 牛 蒡

2.1 0.2 0.2 11 90.9 24.0 19.7 44.2 19.4 57.1 18 5京 菜 ごま（黒）

3.1 13 769 205 0.9 1.2 7.5 96 217 58こんにゃく 梅 干

2.8 0.1 18.0 86 116 31じねんじょ

0.8 0.3 13.6 62 161 43し や う が
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○個人別標準量並に実量比較表（尋 三）

学 年 姓 名 身 長 体 重 体表 面積 辨当定量 主食実温量 基礎営容量 総営養量 主食一回標準 偏 差/

120 22.1 0.89 535 659 1047 1876 449 1.47津 村

119 26.1 1.05 330 404 1235 2195 527 0.77夏 目

118 21.3 0.85 340 414 1000 1777 426 0.95尋 山 添

121 24.1 0.98 340 414 1153 2051 492 0.84黒 租

119 22.6 0.91 430 530 1071 1905 458 1.15山添ス

122 23.0 0.94 460 567 1106 1966 472 1.20三 東

110 19.3 0.70 385 474 824 1465 352 1.35大 林

123 22.5 0.90 450 554 1059 1882 452 1.23中 原

117 19.9 0.78 275 337 918 1632 392 0.86男 若 狭

118 21.1 0.84 304 375 988 1757 422 0.89南 方

117 21.6 0.85 320 395 1000 1777 426 0.92前 田

113 18.3 0.69 356 439 812 1444 347 1.27平 野

113 19.5 0.74 350 438 871 1549 372 1.18尋 古 谷

111 18.8 0.70 470 579 824 1465 352 1.64三 中 村

109 16.8 0.61 220 271 718 1221 293 0.93辻 浦

112 19.0 0.71 355 413 835 1481 357 1.16女 夏 目

118 20.7 0.82 220 271 976 1735 417 0.99西 山

○標準量に対する定量の偏差人員及百分比
１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 計 百分比

8 6 5 0 0 2 21 55.3%（ ）＋ 男

4 2 4 0 0 0 10 33.3１ 女

12 8 9 0 0 2 31 88.6人 員 計

0 1 6 4 4 2 17 44.7（ ）－ 男

0 1 2 5 6 6 20 66.6１ 女

0 2 8 9 10 8 37 101.3人 員 計

備 調 査 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

8 4 7 3 11 6 4 5 4 6 4 6 38 30考 人 員
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○村民の食事時間調査

朝 食 四 ツ 茶 晝 食 八 ツ 茶 晩 食

年 齢 調査人員 時 刻 時 間 時 刻 時 間 時 刻 時 間 時 刻 時 間 時 刻 時 間

60 25 6:20:00 6:00 9:19:00 5:00 11:15:20 11:20 3:05:00 5:00 6:27:00 6:00
50 35 6:04:00 6:26 9:12:00 6:30 11:23:34 7:51 3:06:00 6:00 6:46:34 10:20
40 25 6:15:00 15:00 9:15:00 5:00 11:50:30 7:15 3:02:00 6:20 6:30:54 12:05
30 30 6:22:30 5:45 11:51:52 9:42 3:00:00 6:00 6:56:00 11:48
20 75 6:05:20 7:09 11:21:36 8:30 3:06:00 4:30 6:37:43 8:39
10 50 6:14:30 9:15 9:20:00 8:15 10:53:30 8:25 3:05:00 10:15 8:44:30 18:00

上は九月一日より六日迄、児童の各家庭に於ける、食事時刻及時間を調査し、その平均をとったものであるが、之によって

一度一度の食事は簡単で、申し分的分子が多量に含まれてゐる事、食事回数の多くなって来る理由も、自ら明らかとなって

○偏差の斈年平均及全平均

要項＼斈年 １ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 年 合 計 平 均6

8 7 11 4 4 4 38男 人 員

1.398 1.226 1.057 0.757 0.637 0.930 1.001子 標準対実

4 3 6 5 6 6 30女 人 員

1.548 0.977 1.196 0.812 0.592 0.822 0.991子 標準対実

68計 人 員

0.996全 平 均

・計算の方法 （白石氏の調査方法を参考とす）

74.49○体表面積＝体重 × 身 長 ×
４７ ７２８

0.85 20.6kg 122.5cm㎡ ＝

朝晝晩の比率は温量に於ては３：３：４で昼食は３０％にあたる

○晝食（辨当全量）の中副食物として２０％を除き標準量を決定す

○米飯１００ｇの中温量を１５４ として計算するCal

○米食実温量＝１５４ × 辨当実量 × （ － ）Cal 1 0.2

○基礎営養量＝單位体表面積 × 体表面積 × （時間）24

○單位体面積要求量

５才～７才 ＝ ３６ （約） １日Cal

８才～１０ ＝ ４９ （尋１ ～ 尋３）Cal
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１１才～１４ ＝ ５８ （尋４ ～ 尋６）Cal

○総営養量 ＝ （ 基礎営養量 ＋ 基礎営養量／２ ＋ 基礎営養量／ ）÷ ９／１０10

○主食一回標準量 ＝ 総営養量 × ／ ×（ － ）30 100 1 0.2

○村民睡眠時間調査 ○斈令児童に於ける標準睡眠時間と

本村斈令児童睡眠時間との比較年 令 調査人員 平均就寝時刻 平均起床時刻 平均睡眠時間

年 令 標 準 時 間 実 際 時 間70 10 8 30 5 30 9 00時 分 時 分 時 分

時 分 時 分65 8 8 20 5 00 8 40 18 9 30 8 17
60 5 9 57 5 00 7 03 16 10 00 7 48
55 9 9 20 5 00 7 43 14 10 30 8 50
50 15 10 00 4 48 6 48 12 11 00 9 05
45 6 11 00 4 00 5 52 10 11 30 10 43
40 15 10 25 4 17 7 50 8 12 00 9 43
35 7 9 15 5 05 8 17 5 6 12 30 10 53～

＊ 左掲睡眠時間表ト実際時間と異ナル30 9 9 30 5 47 7 53
写シアヤマリナルベシ25 15 9 13 5 06 8 17

18 10 9 50 6 07 7 48
○村民の離乳期調査16 8 9 18 5 06 8 50

哺乳期間 二年二ヶ月 一年三ヶ月 二 年 八 ヶ 月14 20 8 37 5 27 9 05
12 16 8 25 5 30 10 43 13 5 12 10該 当 数

哺乳期間 二年六ヶ月 三年二ヶ月 五年三ヶ月10 13 8 12 6 55 9 43
8 20 7 51 5 34 10 53 11 6 2該 当 数

年 ヶ月6 20 7 30 6 23 11 30 1 9平 均

名5 12 7 28 6 58 6 0調査人員

○哺乳時間調査

＊左は６０名の乳児について３日間の平均をとった午 前 午 後

。 。時 刻 7:08:00 11:03:30 2:31 6:15 9:30 ものである 大体大人の食事前にのませるらしい

分 秒 分 秒 分 秒 分 秒 分時 間 10 03 15 30 8 20 10 30 19
○哺乳種類

種 類 母 乳 牛 乳 ラクトーゲン ミ ル ク 母乳･オモユ オ モ ユ

－ － －該当数 63 915
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調

査

の

結

果

本

校

に

於

て

は

、

正

食

者

の

数

よ

り

も

偏

食

者

の

数

の

方

が

多

い

位

で

、

全

く

家

庭

営

養

観

念

の

軽

薄

な

事

は

之

で

も

知

れ

る

の

で

あ

る

。

次

に

辨

当

の

副

食

の

調

査

を

し

て

見

た

の

で

あ

る

が

、

調

査

人

員

六

十

八

名

中

副

食

ら

し

い

も

の

が

な

く

、

只

醤

油

を

か

け

て

食

し

て

ゐ

る

も

の

が

三

名

も

あ

っ

た

。

大

体

に

於

て

一

年

生

は

辨

当

の

持

殆

免

で

あ

る

か

ら

、

副

食

等

も

概

し

て

よ

く

食

事

時

間

も

よ

い

が

、

上

級

の

者

は

一

般

に

早

く

終

ら

う

と

す

る

傾

向

が

あ

る

。

女

子

等

は

殊

に

小

さ

い

辨

当

を

重

宝

が

っ

て

ゐ

る

ら

し

い

。

こ

の

風

は

一

時

も

早

く

な

ほ

さ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

○

副

食

物

食

品

別

一

覧

表

動

調

査

人

員

三

三

焼

魚

さ

ば

太

刀

魚

鶏

鮭

煮

魚

た

ち

を

さ

ば

鯉

い

り

な

ご

か

つ

を

ぶ

し

物

食

品

名

性

数

量

6

4

2

1

8

2

1

3

6

植

調

査

人

員

四

二

梅

干

沢

庵

松

茸

煮

豆

海

苔

昆

布

の

煮

付

高

野

豆

腐

べ

に

し

ょ

う

が

菜

の

煮

付

醤

油

物

食

品

名

性

数

量

12

4

7

2

1

2

3

1

5

3

○

村

民

の

出

産

及

病

時

に

於

け

る

食

物

調

査

人

員

七

五

名

や

わ

ら

か

米

飯

主

食

品

名

粥

食

数

量

50

10

副

食

品

名

梅

干

魚

ず

い

き

ふ

昆

布

高

野

豆

腐

か

ん

ぴ

ょ

う

食

数

量

15

75

60

75

50

15

10

○

出

産

時

に

於

け

る

迷

信

及

信

仰

・

ほ

う

き

を

か

つ

い

だ

ら

、

ほ

う

き

の

子

供

が

出

来

る

。

・

つ

る

も

の

を

食

べ

た

ら

悪

い

。

・

蜜

柑

の

二

袋

一

緒

に

な

っ

た

も

の

を

食

べ

た

ら

二

子

を

産

む

。

・

火

事

に

驚

い

た

ら

、

赤

い

あ

ざ

の

あ

る

子

供

が

出

来

る

。

・

子

供

の

生

ま

れ

る

時

鍋

の

耳

を

か

い

た

ら

、

耳

の

な

い

子

が

出

来

る

。

・

ほ

う

き

を

ま

た

ご

え

た

ら

悪

い

。

○

食

事

の

保

存

状

態

・

御

飯

蓋

を

せ

ず

金

網

で

ふ

せ

て

を

く

四

風

通

し

の

よ

い

所

へ

つ

る

す

三

井

戸

へ

つ

る

す

六
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・

副

食

涼

し

い

所

へ

お

く

四

よ

く

煮

つ

め

て

箸

を

さ

ゝ

な

い

三

た

き

か

へ

す

七

井

戸

へ

つ

る

す

八

金

網

で

ふ

せ

て

お

く

二

･

農

産

物

葱

類

土

の

中

へ

埋

め

る

一

〇

暗

い

所

に

お

く

一

〇

水

中

に

つ

け

て

お

く

五

芋

類

す

り

ぬ

か

の

中

へ

埋

め

て

お

く

一

〇

土

の

中

へ

埋

め

て

お

く

一

〇

芋

穴

へ

入

れ

る

五

ね

づ

み

入

ら

ず

へ

入

れ

る

五

菜

類

塩

押

し

を

す

る

一

〇

水

へ

つ

け

て

を

く

九

暗

い

所

へ

お

く

五

牛

蒡

土

中

へ

埋

め

藁

を

の

せ

て

を

く

二

〇

大

根

沢

庵

漬

に

す

る

二

〇

干

大

根

（

丸

な

り

）

一

五

き

ざ

ん

で

ほ

す

一

五

茄

子

浅

漬

け

に

す

一

五

す

り

ぬ

か

へ

埋

め

る

一

〇

湿

っ

た

布

を

き

せ

る

三

果

物

金

山

寺

味

噌

の

中

へ

入

れ

る

四

酒

の

中

へ

つ

け

る

五

す

り

ぬ

か

へ

埋

め

る

一

〇

す

桶

へ

入

れ

る

一

〇
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○

衣

に

関

す

る

調

査

五

年

、

六

年

高

等

の

女

子

を

通

じ

て

、

各

自

家

庭

の

全

員

の

衣

服

枚

数

、

地

質

別

、

種

類

別

、

季

節

別

、

上

下

別

、

年

令

別

を

調

査

し

た

結

果

、

枚

数

は

総

体

に

不

足

な

き

よ

う

で

あ

る

が

、

上

着

の

枚

数

と

下

着

の

そ

れ

と

を

よ

く

比

較

し

て

見

る

と

、

概

し

て

下

着

の

方

が

少

な

い

の

で

あ

る

。

下

着

は

洗

濯

が

容

易

で

あ

る

か

ら

で

、

あ

る

と

思

ふ

か

も

知

れ

な

い

が

、

先

づ

下

着

は

上

着

よ

り

も

多

く

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

と

思

ふ

。

・

女

子

の

部

夏

物

冬

物

要

上

着

下

着

上

着

下

着

項

上

下

羽

織

袷

綿

入

年

木

綿

毛

絹

木

綿

毛

絹

木

綿

毛

絹

木

綿

毛

絹

令

60

9

1

4

4

3

6

0

3

7

0

3

3

0

2

5

4

50

9

3

6

4

3

4

0.5

2.6

8

2

6

3

0

1

4

3

40

10

1

5

3

3

5

0.7

0.7

7

2

4.5

2

0

2

2

3

30

4.5

5

5.5

6.5

6

5.5

4.5

3

8

7

10

2

0.5

0

4

5

20

6

2

1.45

3

3

3.7

1.6

2

2.5

3

3

2.4

1.6

0.9

2

4

10

7.5

2.3

0.4

3.5

3

2.3

0.8

1

3

1

2

1.5

1

1

2

3

・

男

子

の

部

夏

物

冬

物

要

上

着

下

着

上

着

下

着

項

上

下

羽

織

袷

綿

入

年

木

綿

毛

絹

木

綿

毛

絹

木

綿

毛

絹

木

綿

毛

絹

令

60

7.7

1

3.7

4.5

3

4.3

1

2.5

5.5

0

3.3

2

0

1

5

3.2

50

4.5

0.5

0.5

4

2

2.5

0

3

4

0

2

2

0

1

3

3

40

4

2.1

1.6

4

4

2

1.2

3.3

4

0.6

2.6

3.6

2

0.4

3

3

30

4

0.8

1

5

6

2.5

1

2.5

3

0

2.7

0.5

0

0.3

4

3

20

4.3

1.3

2.4

3.4

3.3

1.4

1.7

1

3.6

1.7

3.3

2.3

0.5

1.5

5

3

10

6

3.3

2

2

2.0

2.5

1.5

2.3

3.7

1.7

1.7

3.3

0.7

0.3

4

4

○

住

に

関

す

る

調

査

農

村

の

住

居

は

家

族

安

息

の

場

所

、

事

業

筑

源

の

場

所

で

あ

る

と

同

時

に

、

農

を

行

ふ

作

業

場

で

も

・

住

居

の

配

置

及

び

方

向

あ

る

。

そ

の

作

業

を

な

す

方

面

か

ら

考

へ

て

見

る

に

、

割

合

都

合

よ

く

出

来

て

ゐ

る

様

に

思

ふ

が

、
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衛

生

方

面

及

台

所

改

善

の

立

場

よ

り

考

察

す

れ

ば

ま

だ

ま

だ

改

善

点

は

あ

る

。

・

住

居

の

数

量

及

び

方

向

調

査

戸

数

二

〇

一

四

四

四

二

東

東

東

北

北

井

シ

バ

ヤ

戸

ナ

ヤ

隠

居

シ

バ

ヤ

隠

居

フ

建

フ

ロ

便

所

フ

ロ

フ

ロ

台

所

ロ

便

所

便

所

便

台

所

台

所

住

所

築

西

住

台

所

北

南

北

北

住

住

居

住

居

フ

便

様

ロ

居

居

居

所

台

所

南

東

鶏

舎

シ

バ

ナ

ヤ

ヤ

式

ナ

ヤ

隠

居

ナ

隠

ヤ

居

井

戸

西

西

西

南

南

・

住

居

・

台

所

・

便

所

の

向

き

調

査

戸

数

四

四

箇

所

住

居

台

所

便

所

*

1

デ

ー

タ

ー

の

写

し

間

違

い

？

向

東

西

南

北

東

西

南

北

東

西

南

北

*

1

全

体

と

の

割

合

（

％

）

8.3

8.6

8.3

0.1

20

0

4

76

25

4

67

4

・

井

戸

～

台

所

、

井

戸

～

便

所

の

距

離

箇

所

平

均

平

均

*
*

2

3

記

入

漏

れ

距

離

*

～

0

1

2

5

7

8

9

3

1

2

3

4

5

6

9

4

2

3

該

当

戸

計

計

5

3

3

5

1

1

1

19

1

6

2

3

2

3

2

19
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表

題

な

し

（

）

内

は

・

井

戸

の

種

類

）

の

調

査

*

（

*

4

4

章

博

銘

々

種

類

ぽ

ん

ぷ

は

ね

つ

る

べ

く

る

ま

振

り

つ

る

べ

河

水

泉

該

当

戸

14

6

1

21

1

2

○

家

庭

常

備

薬

調

査

戸

数

一

八

風

邪

藥

復

（

腹

）

藥

傷

藥

小

児

・

婦

人

藥

品

名

数

量

品

名

数

量

品

名

数

量

品

名

数

量

六

神

丸

八

ま

く

り

八

あ

ん

ま

こ

う

や

く

一

八

気

づ

け

藥

三

せ

き

と

め

九

せ

め

ん

一

六

水

銀

軟

膏

五

虫

下

し

一

ト

ン

プ

ク

一

八

寄

応

丸

一

〇

石

炭

酸

軟

膏

六

か

つ

し

ょ

べ

い

二

ア

ン

チ

ピ

リ

ン

三

き

な

円

三

ヨ

ー

ド

チ

ン

キ

一

産

婦

湯

一

風

邪

熱

さ

ま

し

一

七

う

に

こ

う

ろ

う

八

オ

ゾ

四

女

神

丸

二

急

活

丸

四

て

き

め

ん

散

一

メ

ン

ソ

レ

ー

タ

ム

三

実

母

散

七

万

能

丸

一

腹

痛

妙

藥

一

〇

あ

か

ぎ

れ

こ

四

中

将

蕩

五

風

邪

藥

四

と

ら

や

六

リ

ス

リ

ン

三

ね

っ

ぴ

り

ん

一

下

り

止

め

三

ワ

セ

リ

ン

一

頭

痛

散

二

和

歌

の

浦

五

ピ

ッ

ク

二一

天

一

丸

二

そ

う

め

い

散

四

歯

痛

藥

流

感

散

一

じ

ゃ

こ

う

散

二

き

づ

ぐ

す

り

二一

当

世

丸

一

き

た

ん

丸

一

の

う

じ

ょ

う

た

ん

せ

き

二

ま

ん

き

ん

そ

う

三

ピ

リ

ン

丸

二

仁

丹

一

沈

熱

二

せ

ん

き

藥

六

○

家

庭

療

法

の

調

査

調

査

戸

数

一

八

病

名

品

目

数

病

名

品

目

数

風

邪

藥

び

わ

の

葉

二

み

ゝ

ご

ど

ぜ

う

三

す

も

ゝ

一

ご

ま

油

一

お

ぼ

こ

一

五

味

噌

漬

の

茄

子

の

汁

一

は

こ

べ

三

お

も

と

の

根

三

（

せ

き

）

た

ま

ね

ぎ

三

雪

の

下

一
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病

名

品

目

数

病

名

品

目

数

三

み

の

虫

一

な

め

く

じ

を

砂

糖

で

も

ん

で

黒

焼

に

す

る

ね

つ

さ

ま

し

み

ゝ

づ

二

は

ぶ

草

二

腹

ぐ

す

り

に

ら

一

八

霜

ば

れ

し

ょ

う

が

の

葉

四

み

こ

し

草

二

よ

む

ぎ

一

に

ん

に

く

三

か

ぶ

ら

の

焼

い

た

も

の

一

つ

わ

ぶ

き

一

か

ら

す

瓜

六

た

ん

ぽ

ゝ

二

で

も

の

じ

ゅ

う

や

く

二

じ

ゃ

が

芋

五

じ

ゅ

う

や

く

を

つ

わ

の

葉

で

包

ん

で

焼

一

せ

ん

ぷ

り

六

く

婦

人

藥

さ

ふ

ら

ん

二

蜂

に

さ

ゝ

れ

べ

ん

け

い

草

三

き

ゝ

ゃ

う

根

？

六

た

時

み

ゝ

ず

の

汁

七

は

ぶ

草

一

雪

の

下

二

血

の

道

い

ち

じ

く

三

ア

ン

モ

に

ヤ

二

ひ

め

が

に

二

吸

取

石

一

か

ら

す

の

子

の

黒

焼

四

に

ら

二

腎

臓

西

瓜

糖

四

あ

ぶ

み

ゝ

ず

の

汁

三

小

児

藥

山

ま

ゆ

三

ア

ン

モ

ニ

ヤ

三

た

は

し

の

水

四

は

ぶ

草

三

（

き

も

が

へ

り

）

虫

藥

く

さ

ぎ

の

虫

二

吸

取

石

三

か

し

の

木

の

虫

？

む

か

で

の

油

二

い

な

ご

三

む

か

で

べ

ん

け

い

草

一

傷

藥

た

ら

の

木

を

煎

じ

て

の

む

二

朝

顔

の

葉

二

（

破

傷

風

）

ア

ン

モ

ニ

ヤ

一

や

け

ど

醤

油

三

に

ら

の

葉

を

も

む

一

油

四

は

ぶ

草

二

瓜

の

水

五

は

く

そ

三

足

ぶ

く

れ

柿

の

渋

二

み

ゝ

ず

の

汁

二

あ

ざ

み

と

麦

飯

を

ま

ぜ

て

つ

け

る

四

け

む

し

に

さ

梅

酢

三

歯

痛

蛇

の

か

た

び

ら

一

さ

れ

た

時

よ

も

ぎ

三

ひ

き

つ

け

雪

の

下

二

か

ま

き

り

の

赤

の

黒

焼

三

り

ゃ

う

ま

ち
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○医師及助産婦

・医師は村に一人もなく、校医は隣村にあり。

・助産婦は村に一人あれども御坊より迎へること多し。上の如き状態なれども、御坊に接近せるを以て不便を感ぜず。

○傳染病者累年比較
要項 ＼ 年度 計 平 均 備 考2 3 4 5 6

0 1 4 0 3 8 1.7肺 結 核

0 0 1 0 0 1 0.35レ プ ラ

○出生及乳児死亡

男 女

年度 ＼ 要項 出 生 死 亡 差 引 出 生 死 亡 差 引 差引男女計

28 3 25 43 7 36 612

24 3 21 28 3 25 463

23 2 21 19 4 15 364

35 6 29 23 1 22 515

30 4 26 27 5 22 486

140 18 132 140 20 120 242計

28 3.2 26.4 28 4 24 48.4年 平 均
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一

『

野

口

村

村

誌

』

あ

る

を

『

日

高

郡

誌

』

に

て

知

り

、

是

を

借

覧

せ

ん

と

し

て

、

そ

の

後

更

に

『

野

口

郷

、
土

調

査

』

一

巻

行

は

れ

た

る

事

判

り

、

先

づ

本

書

の

筆

寫

に

取

掛

り

た

り

。

一

、

原

本

は

謄

寫

版

刷

、

美

濃

半

紙

に

て

、

発

行

當

時

郡

内

官

公

署

、

斈

校

等

に

配

付

せ

ら

れ

た

る

も

の

ゝ

如

く

。

寫

本

の

原

本

は

矢

田

村

役

場

に

あ

り

た

る

も

の

な

り

。

一

、

本

書

編

纂

の

趣

旨

、

方

針

は

序

文

に

明

ら

か

な

る

如

く

、

従

来

各

地

に

行

は

れ

た

る

所

謂

村

誌

と

や

ゝ

趣

を

異

に

し

、

村

の

生

活

実

態

の

把

握

に

重

き

を

置

き

、

以

て

教

育

方

針

の

参

考

に

資

せ

ん

と

せ

る

も

の

ゝ

如

し

。

一

，

就

中

興

味

深

き

は

、

村

の

経

済

方

面

に

或

は

衛

生

方

面

に

し

て

、

今

後

の

村

誌

編

纂

方

針

は

唯

に

神

社

佛

閣

の

考

證

方

面

に

止

ま

る

こ

と

な

く

、

或

時

代

の

或

村

の

食

生

活

、

或

は

衣

・

住

の

点

に

重

点

を

お

く

等

幾

多

参

考

と

す

べ

き

点

多

し

。

一

，

も

し

そ

れ

経

済

、

衛

生

、

植

物

、

生

物

面

に

注

ぎ

た

る

努

力

を

、

神

社

佛

閣

の

考

證

に

、

更

に

神

社

佛

閣

を

通

じ

て

の

吾

等

の

祖

先

の

生

活

面

に

ふ

れ

ん

か

、

更

に

一

層

の

興

あ

り

し

も

の

と

思

は

れ

る

。

一

九

四

九

、

一

一

、

二

七

夜

晴

雨

の

音

を

聴

き

つ

ゝ

筆

寫

の

ペ

ン

を

擱

き

て清

水

長
一
郎

○

使

用

済

み

書

類

の

裏

に

ペ

ン

に

て

、

親

爺

が

寫

筆

も

の

を

『

一

太

郎

』

で

活

字

化

す

る

。

V
er.12

○

親

爺

の

寫

本

時

に

生

じ

た

の

か

最

初

か

ら

か

不

明

だ

が

、

第

二

篇

以

降

目

次

と

本

文

の

関

連

性

が

な

く

、

苦

労

し

た

。

ま

た

原

本

の

通

り

筆

写

し

た

結

果

か

、

筆

写

時

の

ミ

ス

か

、

誤

り

で

は

な

い

か

と

ハ

ッ

キ

リ

判

る

記

述

や

文

字

も

、

出

来

る

だ

け

そ

の

ま

ま

活

字

化

し

た

。

平

成

一

五

（

二

〇

〇

三

）

年

七

月

二

五

日

清

水

章

博
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○野口村の職業別戸数

農 業 商 業 農兼工 農兼商 官公吏 其 他 計

278 6 10 4 1 4 273

○土地・面積

種 目 田 畑 宅地 山林 ？ 計

174.3 59.7 4.57 173.7 412.6面 積

農　業

(91.7%)

商　業

(2.0%)
農　業

商　業

農兼工

農兼商

官公吏

其　他

田 (42.3%)

畑 (14.5%)
宅地

(1.1%)

山林

(42.1%)

田

畑

宅地

山林


